



























































命じて！服従フロイライン4











著者　庄司 卓

イラスト　ひなたもも


















電子版　ファミ通文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。


















　　目次




Step-4　プロローグ

Step-4.01　「お母さんか……」

Step-4.02　「なによ、これ。しかも健児とお揃い？」

Step-4.03　「べ、別に妬いてるわけじゃ……」

Step-4.04　「恐がってないもん！」

Step-4.05　「じゃあ、あたしがそれをやる！」

Step-4.06　「だってあたしたちには健児しかいないんだもの！」

Step-4　エピローグ

超科学的先輩の万能無敵素敵研究室

あとがき









[image: ]




「ねえ、梅もい花かぁ。ちょっとでいいから宿題写させてよ～～」

　机に突つっ伏ぷした冴さえが情けない声を上げる。

「駄目だって。それくらい自分でやりなさい。大した量じゃないでしょ」

　梅花は分ぶ厚あつく古めかしい本を捲めくりながらそう答えた。

「ぶ～～、けちぃ！」

「梅花ちゃんのけちぃ！」

　横にいた優ゆう香かも調子に乗ってそう梅花をはやし立てる。

「うるさいわよ、図書館なんだから静かにしなさい!!」

　思わず声を荒らげてしまった梅花の方が、殻から間ま市立図書館の司書から睨にらまれるハメになってしまった。

　一つ咳せき払ばらいをすると梅花は小声で、対面に座る二人に向かって言った。

「大体、今日は自由研究の宿題で図書館に来ているんだから、夏休みの問題集なんて持ってきてないわよ……！」

「梅花の優等生～～！」

「梅花ちゃんの優等生～～！」

　唇くちびるを尖とがらせる冴を優香も真似してみせる。

　そろそろ夏休みも残り少なくなってきた。梅花は健けん児じや冴、優香たちと一緒に、夏休みの宿題をやる為ために私立図書館に来ているところだ。

「まったくもう……。それで冴たちは自由研究の題材決まったの？」

「ぜ～～んぜん」

　冴は頭を振ると机に突っ伏した。

「大体、テーマがピンポイント過ぎるのよ。殻間市の歴史や伝承に関するものだけなんて。もうちょっと自由度があってもいいんじゃないの。例えばほら、朝顔の観察とか、ヘチマを育てるとか」

「あ～～、私、朝顔の観察やりたい！」

　冴のぼやきに優香が歓声を上げて、また司書から睨まれた。

「そういう梅花はどうなのよ。テーマは決まったの？」

「う～～ん、まだはっきりとは。なんかこの地方の伝承とか逸いつ話わって微び妙みようなのが多いのよねえ」

　梅花は古めかしい本をぱらぱらと捲りながらそう言った。

「だから学校も自由研究のテーマにしているんじゃないの？」

　そう言いながら何冊もの本を抱かかえた健児が梅花たちの所へやってきた。

「面白そうな話、いくつか見つけてきたよ。これなんてどうかな」

　梅花の隣へ座ると、健児は本の山から一冊取り出して見せる。かなり古く薄い本だ。どちらかというとパンフレットと言った方が適切かも知れない。

　表紙には『空磨地方の伝説伝承』とあり、小山が写る粒りゆう子しの粗い写真が印刷されていた。

「字が違うよ？　どこか違う所の紹介じゃないの」

　優香がもっともな指摘をする。

「昔は空に『磨く』の磨で『空から磨ま』と書く事もあったらしいんだ。『殻間』に統一されたのは、明治以降みたいだな」

　梅花たちに表紙の写真を指さして続けた。

「この山、実み山やまだよ」

「へえ～～」

　いつも自宅から見上げている実山だが、古い写真という事もありかなり印象が違う。

「普通の山みたいだね」

「普通に山でしょ」

　妙な感心をする優香に、冴が呆あきれたように言った。

「昔はもうちょっと木があったのね。何年前の写真？」

　梅花にそう尋たずねられて健児は裏表紙を捲り奥付を確認する。

「ええと、昭和四〇年代の発行だから、四〇年以上前なのは確かだな。写真はもっと古いのかも知れない」

　そう言いながら健児はその本を捲る。

「これは地元の郷土史研究家グループが、お年寄りから殻間に伝わる話を聞いてまとめたものらしいんだ。それでちょっと気になる話があったんだけど……」

「気になる話？」

　尋ねる梅花に健児は少し困ったように冴と優香を一いち瞥べつする。二人がいる前で話したものかどうか迷ったようだが、結局、健児はそのページを開いて指さしながら説明する事にした。

「前に楸ひさぎ先生から、実山の花はな嫁よめって話を聞いたじゃないか。ほら、梶かじの葉は姫ひめの時に」

「ああ、あれね」

　梅花は肯うなずく。実山の地下実験施設で聞いた話だけに、冴や優香のいる前で話す事が躊躇ためらわれたようだ。二人がさして気にしている様子もないので、健児は安心して話を続けた。

「実山の花嫁に関する伝承が他にもあったんだ。それがどうにも気になるんだよなあ」

「気になるって、なにが？」

　怪け訝げんな顔の梅花に、健児は手にした薄いその本を渡しながら言った。

「うん、まぁ読んでみれば分かるよ。ああ、それから二人にはこっちの方がネタになるかも。やっぱり殻間地方に伝わる伝説や伝承をまとめた本だけど、ずっと読みやすくまとまってると思う」

　そう言うと健児は冴と優香の前に、分厚い本を数冊どさりと置いた。それを見て露ろ骨こつに冴はうんざりとした表情を浮かべてみせる。

「え～～、これ読むの？　健児が適当にまとめてよ」

　またぶつくさと冴が文もん句くを言う。

「じゃあこっちでもいいんじゃないか」

　そう言って健児が差し出したのは大判の絵本。ひらがなで『からまのむかしばなし』と書かれている。

「こんなの……」

　そう言いかけた冴の目の前で優香がその絵本を手に取る。

「あ～～、これなら私でも最後まで読めそう」

「……あんたねえ」

　さすがの冴も呆れるが、本当に優香が絵本を読み始めたので、諦あきらめて自分も健児が探してくれた本を手に取る。













　まったく……。

　二人の様子に苦笑を浮かべながらも梅花は健児が示したページに目を通しはじめた。

　その文章にはタイトルは付いていない。ただ『実山の花嫁に関する伝承』とあるだけで、続いてその話をしたと思われる人物、そしてこの文章をまとめた人間の名前が並んでいた。

　実山の花嫁か。『昔、黄金の髪を持つ娘が実山に嫁入りした』『その伝承に基もとづき、何十年かに一度、儀礼的な実山への嫁入りの儀式が行われていたが、いまは廃すたれている』。楸先生はそう話していたはず。梅花はそれを思い起こしながら、文章を読み進めていった。




　実山周辺はその昔、みだりに人が立ち入る事のできない神しん域いきであった。

　そこに住めるのはただ一人。金色の髪を持つ実山の花嫁という娘だけ。実山の花嫁はもとは普通の人間であったが、不思議な事にいつまでも歳を取らず、娘の姿のままであったという。

　その噂うわさを聞きつけた里の若夫婦が実山を訪れた。若夫婦は娘を病で亡くしたばかりであった。妻は身体が弱く新たな子を授かる事ができない。若夫婦は娘を生き返らせる事ができないかと、藁わらにもすがる思いで実山の花嫁を訪ねたのだ。

　それを聞いた実山の花嫁は若夫婦を不ふ憫びんに思い一つの箱を渡した。

　箱に入っていたのは黒い玉を削って作った鈴。その鈴には命が込められており、娘の骸むくろの上で割れば生き返るであろう。ただし死んでから月日が経過しては効果がない。

　実山の花嫁は若夫婦に告げた。

　若夫婦は実山の花嫁に感謝してすぐさま家に戻り、言われたとおり娘の骸の上で鈴を割った。

　すると娘は生き返ったのだ。

　若夫婦は実山の花嫁に感謝して、愛情を込めて娘を大事に育てた。

　月日が流れ娘は美しく成長した。母はすでに亡く、父も臨終の床にあった。父は最さい期ごに実山の花嫁から受け取った鈴で、娘に新たな命が得られたと教えて息を引き取る。

　かすかに大病で死にかけていた記憶があった娘は、実山の花嫁に感謝して、何か恩返しができないかと思い実山を訪ねた。

　若夫婦が訪ねた時と変わらぬ姿の実山の花嫁は、娘の申し出に感謝してある願いを口にする。

　自分は長く生き続けた。ついては実山の花嫁を代わってくれないだろうか。実山の花嫁である限りは実山から離れる事ができずまた歳を取る事もない。それは辛い事なので、無理にとは言わない。

　この申し入れにさすがに娘も困惑して里へ戻り親しん戚せき一同と相談をした。そして親類縁えん者じやが交代で実山の花嫁を出す事で話がまとまった。

　実山の花嫁もそれを聞くと、長い間、今の姿のまま生きることがないので、それは良い考えであると喜んだという。

　娘は実山の花嫁を継つぎ、その髪は金色に輝くようになった。そして先代の実山の花嫁は極ごく楽らく浄じよう土どへ昇った。

　以来、実山への嫁入りが定期的に行われるようになったのである。




　その後には文章をまとめた人間の考察が掲載されている。

　この伝承は『実山への嫁入り』が始まった経緯を説明するものであるが、言うまでもなくどこまでが史実かははっきりしない。神域であった実山周辺に人が住むようになったのは、交代で花嫁を出す一族が近くに住み始めたからであろう。箱に入った鈴や歳を取らぬ美女には浦うら島しま太た郎ろう伝説の影響が見られ、恩返しに実山の花嫁を継ぐというのは出家を示しているのではないだろうか。

　実山の花嫁そのものの起源はこの伝承では触れられていない。別の伝承によると昔から実山周辺に住む人々の中には、稀まれに金髪で生まれるものがいたというので、それが影響しているのかも知れない。今後も研究を進めてみたい。

　最後はそうまとめられていた。

「実山の花嫁が不老不死……？」

　梅花は思わずそうつぶやく。

「興味あるだろう？」

　健児の言葉に梅花は無言で肯く。

　確かに魄はく型がたの元になった技術は日本にもあった。健児の曾そう祖そ父ふ茂も狩がり主税ちからは、もともとそれを研究しており、梅花の曾祖父クリューガー博士がヨーロッパから持ち込んだ技術を組み合わせて、魄型を完成させようとしていたのだ。

　もともと日本に伝わっていたものだから、過去に魄型を研究していた者、そして魄型になってしまった人間がいてもおかしくはない。

「この本は空に磨と書いてあるから、殻間の歴史を調べる時、どうしても見逃しがちだったらしいんだ。だからこの伝承もあまり人には知られてないようだ」

　健児はそう言った。

「自由研究はさておき、ちょっと調べておいた方がいいと思うけど」

「そうね……」

　梅花はあまり気の乗らない口調でそう答えた。

　昔、自分と同じ身体からだになった人がいた……。いや、もしかしたらその人はまだどこかにいるのかも知れない。

　そう考えると何とも言えない不安感を覚えてしまうのだ。

　実山の花嫁は普通の人間には戻れず、その不老不死を別の人に与える事しかできなかった。あたしもそうすれば普通の人間に戻れるんだろうか。でもそれには別の誰かを魄型にしなければならない。常に誰か一人が魄型という事に……。

　複雑な思いを巡めぐらせながらページを捲った梅花は、そこに掲載されていた写真に目を留とめた。

　四〇年以上前の本である。もともと写真の印刷は荒く、さらに時間が経過した為、紙も変色している。それでも木製の箱に詰めた綿の中央に、恭うやうやしく何か黒く丸い物が納おさめられているのは分かる。

　なにか、見覚えがある……。首を傾かしげるがなかなか思い出せない。どこかで見たとしても、おそらくは子供の頃だろう。

　こういう時は健児に命令して貰もらえば思い出せるのかしら。

　そんな事を考えながら梅花がページを捲ろうとした時だ。その一文が目にはいる。

　……家に伝わる『玖く鈴りん』。

「玖鈴～～!?」

　思わず梅花はすっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　司書はもちろん、別の本に目を通していた健児や冴、優香もびっくりして梅花の方を見る。梅花は慌てて口元に手をやり、深呼吸してから言った。

「……だって、ほら。こんな所に自分の苗みよう字じが出てくれば、誰だって驚くでしょう？」

　そう言いながら写真のキャプションを指さした。

「あれま、本当。玖鈴だって」

　冴も意外そうな顔をする。

「あれ、玖鈴て苗字は『クリンゲル』を無理矢理日本語風にしたんじゃなかったっけ？」

　健児は首を傾げる。その時、梅花の背後から誰かが本の写真を覗のぞき込み言った。

「玖鈴の『玖』はもともと『黒色の美しい玉』という意味があるわ。黒い玉で作った鈴という意味じゃないかしら」

　振り返るとそこには何冊もの本を抱えた纐こう纈けつ絲し織おりがいた。

「あまり図書館で騒いじゃ駄目よ。皆さん」

　絲織はやんわりと注意してから、もう一度梅花が見ていた写真へ目を落とす。

「それよりもその写真はなにかしら？　確かうちの土ど蔵ぞうにも同じようなものがあったと思うんだけど……」

　絲織のその言葉に健児と梅花は顔を見合わせる。

「実山の花嫁ってあるじゃないですか。実山への嫁入りの元になった伝承に、この鈴が出てくるらしいんです」

「ふ～～ん……」

　絲織はいささか興味を引かれたようだ。梅花の肩ごしにそのページを覗き込む。健児もその視線を追ってそこの文面に目をやる。

　写真の下には簡単な説明文があった。

　もともと実山の嫁を出す一族が持っていたという黒い鈴『玖鈴』。昔は一族の各家にあったが、今では残っているものも少ない。

　説明にはそうある。

「じゃあ纐纈さんは実山の嫁入りに関わっていた一族なのかしら？」

「さぁ……？」

　絲織は首を傾げる。

「確かにうちは代々殻間に住んでいるわ。この辺あたりは昔は何もない農村だったはずだし、確かに私のご先祖様みたいな呪じゆ術じゆつ師しが住んでいたのはおかしいとは思うけど……」

　そう言って絲織は言葉を濁にごした。絲織なりに何か引っかかる物があるのかも知れない。

「自由研究の題材としては、あんまり資料がないから厳しいかな」

　健児はそう言うと、小声で梅花に付け加えた。

「……楸先生にも話しておこうか」

「……うん」

　梅花は少し考え、小さく肯いた。




「さて、これは困ったものだ」

　小さなその影はつぶやく。

「蘇す芳おう神社の娘、白さ弓ゆみと言ったか。あの娘の力、存外に強力だな。まさかあれほど離れていて、実山の力を使えるとは……。しかし、まったくこれは予想外だ」

　小柄なその人影の前にあるのは、直径三メートルほどの分厚い石の円えん盤ばん。それがやはり石造りの床にはめ込まれている。

　石の円盤の上には幾き何か学がく的に溝が彫ほり込まれており、うっすらと青白い光を放っているのである。

　光は今にも消え去りそうな程に弱々しくなったかと思うと、次の瞬間には目も眩くらむほどの輝きを放つなど安定しない。

「これは早めに事を進めておかなければなるまい。『空から御み霊たまの民たみ』もまもなくこの地にやってくるであろう」

　石せき盤ばんの青白い光は一瞬、輝きを増すと、小柄なその人影の金色の髪を照らし出した。
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「お客さん、お客さん！　忘れ物ですよ、お客さん!!」

　何度も繰り返されてようやくパティはホテルの従業員から呼ばれている事に気付いたようだ。

「ふぁい？」

　例によって寝ぼけ眼まなこで振り返る。

「お荷物の忘れ物です。宜よろしければお持ちいたしましょうか？」

「あ……、いえ。結構です」

　眠そうな顔のままパティはそう答えると、ロビーに忘れていたバッグを手に取る。

『教きよう団だん』が新しい住居を確保してくれたので、パティは今日、ホテルを引き払いそちらへ移る事になっているのだ。

　チェックアウト時刻ぎりぎりの午前一〇時。パティにとってはまだ夜明け前と言ってもいい時間帯だ。

　パティはもう一度、大あくびすると思い出したようにぺこりと頭を下げた。

「あの～～、長い間。お世話になりました。モーニングコールなどでご迷惑をかけて申し訳ありません」

　携帯や備え付けのラジオのアラームだけでは、到底パティの目は覚めない。そこで毎日、フロントにモーニングコールを頼んでおいたのだが、それでもなかなか目が覚めないので、結局、二度三度と呼び出す事になってしまったのだ。

「いえいえ、大したことはありません。それよりもお客さま、そちらは信楽しがらき焼やきのタヌキです。私どもでしたら、後ろの方におりますが」

「あ……、これは失礼」

　まだ寝ぼけていたパティは、何故かロビーの隅に鎮ちん座ざしていた信楽焼のタヌキに頭を下げていたのだ。

　慌てて向き直り改めて礼をしてからパティはホテルのロビーから出ていこうとした。

　自動ドアが開くと外から数人の客が入ってくるところだった。中年の男性が四人。日本人のようだが、一人は何か妙に日焼けしている。

　なんだ……？　パティの直感が反応する。それと同時に眠気が一気に吹き飛んだ。しかし表面上はあくまで寝ぼけ眼のまま、パティは入ってこようとする客と先を譲ゆずり合う。

「あの、どうぞ」

「いえいえ、お嬢さんからどうぞ」

「いえ、私は荷物があるので。皆さんからどうぞ」

「そうですか、それでは」

　妙に日焼けした男性はにこやかに笑みを返しながら、横に退ひいたパティの脇を抜けてホテルのロビーへ入っていった。

　日焼けした客は海外在住の日本人。それもおそらく欧米在住だろう。パティはそう踏んでいた。根拠は言葉の微び妙みようなニュアンス。そして日本人には見えないパティが、流りゆう暢ちように日本語を話す事を訝いぶからなかった点。

　しかし妙だ。肩ごしにその男たちへ一いち瞥べつをくれパティは考える。

　ビジネスマンには見えない。服装はスーツではなく、カジュアルな格好。また雰ふん囲い気きからしてそれほど親しそうでもない。天気やホテルに関して他た愛あいのない会話をしているが、どこかぎこちなく砕けた会話からはほど遠い。

　観光客にしては男性だけというのも妙。殻から間ま市の隣町にはゴルフ場があるが、ゴルフ客にしてはゴルフバッグも持っておらず、またそれなら隣町のホテルに泊まるはず。

　夏の終わりだというのに、こんな客が殻間市に宿を取るのは何か不自然だ。

　その時である。パティの聴覚を刺激する音が響ひびいた。

　ちりん……。

　鈴の音。涼すずやかな鈴の音である。

　ごく小さな音であった為ため、ホテルの従業員は気付かなかったようだ。日焼けした男を前にチェックインの事務手続きをしている。もっとも鈴の音が聞こえたくらいで、いちいち気に留とめる事もないだろう。

　いつもならパティもそうしていただろう。しかしやはり何か引っ掛かる。荷物を持つ手を変えるふりをしてしばらく出入り口の所で様子を窺うかがう。

　再び鈴の音が聞こえてきた。今度は音の出所もおおむね判別できた。一人の男が手にした金属製のトランク。男はそのトランクをさも大切そうに胸のままで抱かかえているのだ。

　やはり何か……。

　そう思いかけたパティの考えは、男の中の一人が発した言葉で中断された。

「やはり響きますな。『くりん』の音は……」

　トランクを大切そうに抱える男に、同行している別の男が何気なくそう話しかけたのだ。

『くりん』？　言葉で聞いただけだから、それが何語でどんな意味を持つのかは分からない。男たちが外国から来たのならば、現地の単語という可能性もある。だがやはりパティとしては『くりん』という言葉の響きからは、梅もい花かの苗字『玖く鈴りん』を想像せざるを得ない。

　しかも声を掛けられた男の態度も変だ。トランクを抱えたまま、一瞬、緊張した面おも持もちを浮かべると頭を振る。黙っていろと言わんばかりの態度だ。声を掛けた方も、しまったという顔をして苦笑いを浮かべ、そしてわざとらしく視線を逸そらせた。

　間違いない、何かある……。

　パティは自分の直感が正しい事を悟さとった。それが直接、梅花と関係があるのかどうかは分からない。だがあの男たちが何かを隠しており、あの音を奏かなでた鈴もただの鈴ではないのは確かだろう。

　しかし今はこれ以上、詮せん索さくする事もできない。パティは何も聞かなかった風を装よそおい、夏の終わりの強い陽射しが照りつける路上へと出た。




「ねえ、お父さん。うちに昔、こんなのなかったっけ？」

　梅花はそう言うと父春はる人んどに一枚のコピーを見せた。

「あ～～、なんだこれ？」

　喫茶店クリンゲルはすでに開店しているが、まだ午前中という事もあり客の姿はない。カウンター席に座ってスポーツ新聞を眺ながめていた春人に、制服姿の梅花が渡したコピーは、昨日、図書館で見つけたあの本に載のっていた『玖鈴』の写真。夏休みの宿題の資料としてコピーを取らせて貰もらったのだ。

「鈴？　『玖鈴』……？　うちの苗みよう字じと同じだな」

　梅花の期待に反して春人は首を傾かしげるだけ。

「お姉ちゃん、私にも聞いたんだよ」

　今のところ客がいないので店を手伝う事もない。普段着のパステルカラーのワンピース姿の愛まな花かが、横から首を突っ込んできてそう言った。

「見た覚えがないかって。お姉ちゃんはなんか子供の頃に見たような記憶があるって言うんだけど」

「どこで？」

「う～～ん……」

　父に尋たずねられても梅花はすぐに答える事ができない。口元に手を当ててしばし考え込む。

「どこでと言われてもすぐには思い出せないから聞いているの。ひょっとしてお母さんに見せて貰ったのかなって……」

「花か澄すみか……」

　春人は少し遠い目をする。花澄は梅花の母、つまり春人の亡き妻の名前。花澄は梅花の幼い頃に世を去っている。

　しばし思いを巡めぐらせた後、春人は首を振る。

「いや、覚えはないなあ。お母さんは梅花だけに見せたんじゃないのか？」

「お母さんか……。やっぱりそうなのかなぁ……」

　言われてみればそんな気がしないでもない。温かい陽射しの差す部屋で、母から黒い鈴を見せて貰った。かすかな記憶が蘇よみがえってきたような気もする。

　しかし記憶は曖あい昧まいなものだ。何気ない言葉で容易に誘導され、ありもしない記憶が出来上がってしまうのも間々ある話だ。

　健けん児じにはまだ頼んでいないが、命令して貰った方がいいのだろうか。そうすればちゃんと思い出せるかも知れない。だが梅花はまだ踏ん切りが付かないでいた。

「玖鈴……、あぁそうだ玖鈴か。名前には覚えがあるぞ」

　春人はぽんと手を打つ。その春人に梅花と愛花は怪け訝げんな顔をしてみせた。

「覚えがあるって、玖鈴て曾ひいお祖じ父いさんが『クリンゲル』ってドイツ語の名前を無理矢理日本語風にしたんじゃないの？」

　少なくとも今まではそう聞いている。

「うん、そうなんだけどね。何でもこの地方に伝わる昔話に出てくる『黒い鈴』が玖鈴と呼ばれていたから、それから取ったという話は聞いた覚えがある。そうか、じゃあこいつがその黒い鈴か」

「それは分かってるわよ。夏休みの課題で殻間地方の伝説伝承を調べるというのがあって、図書館で資料を探していたら、その写真を見つけたんだもの」

　春人は感心したようにコピーの写真とキャプションを見ているが、結局のところは振り出しに戻ってしまったわけで、梅花としてはいささか落胆していた。

「また図書館に行かなきゃならないかなぁ。今日はこれから学校だから、午後からになっちゃうけど……。お店の手伝いはどうする？」

「学校？」

　その時になって春人はようやく娘が制服姿だという事に気付いたようだ。

「あれ、今日が登校日か。それにしちゃ時間が遅いじゃないか。もうすぐ昼だぞ」

　春人の言うとおり、もうすぐ昼だ。夏休みの登校日にしてもいくら何でも遅すぎる。

「学校全体で決まってる登校日じゃないのよ。私のクラスだけ。なんかクラスでイベントやるとかで、急に決まったのよ。みんなぶつくさ文もん句く言ってるわ」

　そう言う梅花も思い切り不服そうに唇くちびるを尖とがらせている。その時だ。喫茶店クリンゲルのドアを開ける者がいた。

「梅花、そろそろ行かないと……」

　そう言って顔を出したのは健児であった。

「おお、健児くん。おはよう」

「おはようございます」

　声を掛ける春人に健児もちょこんと頭を下げる。

「それじゃ行ってくるから。ホームルームだけだし、昼には戻ってこられると思う」

　梅花はポーチ一つを手に持って健児の方へ歩み寄った。

「まったく柏かしわ木ぎにも困ったもんだよなあ。いきなりあんな事言い出すなんて……」

「ほんと。でも柏木くんから夏休み中になんかイベントやろうなんて変じゃないの？　そういうイメージじゃないって言うか……」

「どうせ、柏木の事だ。クラス全員で夏休みの宿題を片付ける勉強会でもやろうって言うんだろ」

「まーその方が柏木くんらしいわよねぇ」

　健児と梅花はそんな事を話しながら店の外へ出ていった。

「柏木……？」

　その名に春人は首を傾げる。店の奥にある自宅へ戻ろうとしていた愛花は、そんな春人の態度に首を傾げながら尋ねた。

「どうかしたの、伯お父じさん？」

「いやね、愛花のお父さんが働いていた会社の偉い人が柏木さんとか言ってたかなと思って。昔は羽は振ぶりが良くて、地元でも結構有名だったんだけど、最近はあんまり噂うわさ聞かないなあと思ってさ」

「ふ～～ん」

　愛花もそれ以上の興味はないようだ。肯うなずくとそのまま家の中に戻っていってしまった。




　殻間市の外はずれに柏木家の屋敷がある。日本風のかなり豪勢な屋敷ではあるが、どこか寂さびれた風ふ情ぜいは否いなめない。外から見ても壁や門が傷いたみ、庭木の手入れが充分ではないと分かる事だけが理由ではないだろう。

　柏木家は古くから殻間に住んでいたわけでもなく、梅花たちのクラスメイトの一いち郎ろうが生まれる直前の十数年前にこの地へ引っ越してきたのだ。

　一郎の父が勤める会社『Ｋ技術開発株式会社』は、曾そう祖そ父ふが創業メンバーに名を連ねている。技術開発とそのコンサルティングを専門とする企業で、高度成長期にはその名もかなりよく知られていた。しかし日本の成長が鈍化すると、会社の業績も伸び悩み、バブルが弾はじけたのを期に大きく低迷。未だに業績の回復は見込めない状況のまま今日に至っていた。

　柏木家の屋敷に手入れが行き届かなくなったのもその為だ。

「それじゃよろしく頼むよ、一郎。太た助すけお爺じいさんも宜よろしくと言っていたからね」

「はぁ……」

　父である太た郎ろうからそう言われても一郎は浮かぬ顔だ。

「どうしてそんな事をしなければならないのか、僕にはよく分かりません。先日の盗とう撮さつの件もそうですが……」

「し～～！」

　二人が居るのは柏木家の玄関。誰かに立ち聞きされるとも思えないが、太郎は立てた指を口に当て、声を潜ひそめるように息子へ指示した。そしてサンダルを履はき、玄関先へ降りた太郎は、息子の一郎へと小声で囁ささやく。

「お父さんだってこんな事はしたくないんだよ。でもお爺さんには逆らえないだろう？　それに今回の件がうまくいけば、会社の業績も回復するかも知れない。そうすれば家の修しゆう繕ぜんもできるし、お前もいい大学に行ける。海外への留学もできるはずだ」

　太郎が言うお爺さんというのは、一郎にとっての祖父の事。つまり太郎の父、柏木太助だ。太助は官かん僚りようの道へ進み、退職後は天あま下くだりしてとある民間団体とＫ技術開発、それぞれの顧こ問もんを兼任している。

　太助が現役官僚時代、Ｋ技術開発への情報漏ろう洩えいが問題となったと言われているが、一郎はもちろん、太郎も詳しい事は知らない。現在、顧問を務つとめている民間団体もＫ技術工業の専門分野に深く関わっており、癒ゆ着ちやくが噂されているが、幸か不幸か業績が低迷しているので、大きな問題となっていない状態だ。

　太郎はそんな太助に逆らえない。子供の頃から太助のやる事には逆らわないように躾しつけられてきており、結婚して子供のできた今となってもそれは変わりない。

　Ｋ技術開発の重役となっていても、公私共々、太助の言う事には従わざるを得ないのである。

「しかしクラスのみんなを実み山やまに登らせる事が、どうして会社の業績回復に繋つながるのか、僕には一向に理解できません。それに臨海学校での玖鈴さんの監視についても、あれではまるで出で歯ば亀がめ……」

「しー!!」

　太郎はさらに厳しい調子で息子に黙るよう指示した。

「お父さんだって事情はよく分からないんだ。でもお爺さんがそう言うからには、きっと何か事情があるんだろう。今までだってそうしてきて、結果的にはうまく行ってきたんだからな」

　一郎はそんな事を言う父を、しばし憤ふん然ぜんとした顔つきで見つめていた。この気弱な父に一郎は不満を抱いだいていたのだ。悪い人間ではないし、父親としては尊敬している。それだからこそ、祖父には頭が上がらず、意味の分からぬ指示でも漫然と従う事が納得できなかったのだ。

　もっともその一郎も結果的には、太郎の要望を飲まざるを得ない。祖父、太助がその気になれば、太郎を今のＫ技術開発重役の座から外す事など造ぞう作さもない。そうすれば自分たち家族はこの町を去る事になるし、また太助は肉親であろうとも容よう赦しやしないだろうと一郎も分かっていた。

「分かりました」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、一郎は肯く。

「でもこんな事はもう御ご免めんです。クラスの人間を巻き込みたくはありません。それでもこのところ、学校で変な事ばかり起きているんですから」

　まさかとは思うが、最近、殻間高校で起きている一連の奇妙な事件。謎のギャル風女子高生や外国からの転校生。野犬の乱入や妙な雲うん水すいの出没には、祖父や父の勤める会社が何か関係しているのではないだろうか。突とつ拍ぴよう子しもない考えなのは分かっているが、一郎もそんな想像を巡らせたくなる。

　曾祖父とその仲間が興したＫ技術開発という会社には、何か後ろ暗いところがあるらしい事は、一郎も直感的に悟っていたのだ。

「大丈夫だ、こんな事はもうこれまでだからね。頼んだよ、一郎」

　頭を下げる父に、一郎は嘆たん息そくして答えた。

「分かりました。クラスのみんなを実山に登らせるよう、今日のホームルームで提案します。それじゃ行ってきます」

　太助お爺さんを何とかできないものだろうか。父に背を向けて門の外へ向かう一郎は、いかめしい顔つきの祖父を思い起こしながらそう考える。

　父である太郎があの調子では、助力を頼む事など言うだけ無駄だろう。

　その時だ。一郎の脳のう裏りに健児と梅花の顔が思い浮かんだ。

　何やら妙な研究に没頭している健児に、父いや正確には祖父は強い関心を抱いているようだ。隣家の幼なじみ梅花と共に監視を怠おこたらぬよう、春先から一郎に命じているのである。

　荒あら城きくんの研究が何か関係あるのか？　もしもそうなら荒城くんに相談して、一つお爺さんの鼻を明かしてやるのも面白いかも知れない……。

　そこまで考えを巡らせたものの、一郎は頭を振る。

　これは柏木家の問題だ。外部の人間を巻き込むわけにはいかない。

　そう思いながら一郎は柏木家の門を出た。




「早いな、予想よりも早い。早すぎる」

　サングラスをかけた男はそうつぶやき唇を嚙かむ。上げた手の指先から糸で吊つるされているのは黒い鈴。健児が図書館で見つけた本に載っていた写真と同じもののようだ。写真では大きさまでは分からなかったが、ピンポン球より一回りか二回り小さいほどだから、直径三センチと少しといったところか。

　男は路ろ肩かたに停とめた自動車の中におり、鈴を吊るした手はぴくりとも動かしていない。それにも拘かかわらず、鈴はかすかに振動して、時折ちりんちりんと澄すんだ音を響かせているのだ。

「海の事件が契けい機きか……。しまったな、梅花ちゃんを助けるつもりが裏目に出た。兄さんになんと言われるか分からんぞ」

　渋い顔のまま男は鈴を木箱に戻す。そして自動車の中から外を見上げた。その視線の先にあるのは実山。木々の梢こずえを通して殻間高校の校舎がかいま見えた。

　その時だ。突然、反対側のウィンドウを叩く音がした。男が慌てて振り返ると、反対側のウィンドウから覗のぞき込む若い雲水三人の姿があった。

　最近この辺あたりをうろついている雲水、髪かみ長なが宗しゆうの連中か。警戒を怠っていた自分を腹立たしく思いながらも、男は笑みを浮かべてウィンドウを下ろした。

「どうかしましたか、お坊さん？」

「いや、こんなところで自動車が立ち往生しているので、事故か故障でもあったのかと声を掛けてみた次第です。まぁ坊ぼう主ずのお節せつ介かいと思ってください。よろしければ人を呼びましょうか？」

　坊主と言っているにも拘わらず笠かさの下から長髪を覗かせる雲水が、妙にさわやかな笑顔でそう言った。

「いえ、別に問題はありません。昔、この辺に住んでいた者ですから懐かしくて、あの山を見ていただけです」

「ほお」

　その答えに雲水は意外そうな顔をする。

「彫ほりが深いので外国の方と思いましたが、こちらに在住でしたか」

　しまった、しゃべりすぎたか。男は後悔したが、今すぐに前言撤回すると怪しまれる。適当に話を合わせつつ切り上げる方が得とく策さくだろう。

「ええ、祖父が外国人なんですよ。その関係もあって仕事でしばらく海外に行っておりましてね。今日はたまたま用事があって……」

　ハンドルに手を掛けて今すぐにも自動車を出すぞというポーズを取ると、雲水はそれを察さつして少し離れてから答えた。

「ほぉ、それはお呼び止めして申し訳ありませんでした。それではお気を付けて」

　他の雲水と共々一礼する。男も会え釈しやくを返すと、そのまま自動車を出した。

　何か勘づかれたかな。まぁいい。いずれ分かる事だ。男はバックミラーに映うつる雲水たちを見やりながらそう考えた。




「どうなされましたか、弾だん指し殿」

　路肩に停まっていた自動車に近寄るなり、運転席にいた男へやにわに声を掛けた弾指を訝り算さん念ねんは尋ねた。

「なにやら鈴のようなものを持っていた。黒い鈴のようなものをな」

　どうやら弾指は自動車の脇を通り抜ける時、運転席の男が持っていた物を目め敏ざとく発見したようなのだ。

「そういえば妙に慌てて何かしまい込みましたな。拙せつ僧そうははっきりとは確認できませんでしたが」

　与よ念ねんも肯く。弾指は少し考え込みながら二人に向かって言った。

「……あの男に黒い鈴。双方ともどこかで見た覚えがあるのだ。黒い鈴については父に問い合わせればなにか分かるかも知れん。あの男は、海で見かけた奴に相違あるまい。それに喫茶店クリンゲルのマスターに似ていたとは思わぬか？　玖鈴梅花の父にだ」

「おお、言われてみれば！」

「ううむ、しかし彫りの深い顔というだけで、拙僧には区別が付きませんでしたぞ」

　この点に限っては算念と与念の意見は食い違いを見せている。

「いずれにせよ注意はしておいた方がよいな。それにあの鈴、やはり気に掛かるな……」




　土ど蔵ぞうの中は一年を通してそれほど寒暖差はない。故ゆえに冬は暖かく、夏は涼しい。土蔵にこもっていても、それほど外の暑さは感じないのは楽だった。

「絲し織おり、早くお昼ご飯食べちゃいなさい～～！」

　土蔵の外から声を掛ける母に答えて絲織は言った。

「うん、ちょっと待ってて。調べ物があるのよ！」

　お互い大きな声で言わないと届かないほど、絲織は土蔵の奥へと入っていた。目当ては昨日、図書館で健児と梅花が見ていた本に載っていた黒い鈴。どうしてもあの鈴が気になる絲織は、今朝から土蔵の中を探し回っていたのだ。

「ふう、埒らちが明かないわねえ。埃ほこりだらけになっちゃったし、この辺でやめにしておこうかしら……」

　ぶつくさとそんな事を言いながら、土蔵の外へ戻ろうとしたその時だ。

　ちりんと鈴の鳴る音がした。すぐ近くから聞こえたようだが、絲織は鈴など持ち歩いていない。それに他に動くものもない土蔵の中で鈴の音がするというのも変だ。













　どこかの飼い猫でも紛まぎれ込んだのかしら……。絲織の家にはペットがいないので、紛れ込んだとすれば外からになる。そんな事を考えながら、絲織は手にした懐中電灯で周囲を照らし出す。

　そんな絲織を誘うように再び鈴の音が響く。どうやら足下からのようだ。

　やっぱり猫か。しゃがみ込んで棚の間を懐中電灯で照らした絲織は、床に不自然な四角い筋すじがあるのを見つけた。何かの蓋ふたのようだ。大きさは一〇センチ四方といったところか。手を伸ばして隙すき間まに爪を突っ込んでみると簡単に開いてくれた。

　そんな絲織に感謝するように再び鈴の音がする。間違いない。今開けた蓋の下から聞こえてきた。

　棚の間から覗き込んでみると、古めかしい白木の箱があるではないか。木の箱を手に取り蓋を開けてみる。

　案あんの定じようだった。そこには真ま綿わたに包まれた、あの黒い鈴が納おさめられていたのだ。

　やっぱりあったんだ。

　絲織は歓声を上げそうになったが、その一方である奇妙な事実にも気付いた。

　鈴は綿にくるまれて箱に入れられていた。いま絲織が取り上げても鈴の音は聞こえなかったのだ。ならばさっきから何度か聞こえた鈴の音は一体なんだったのだ？

　なぜ揺れもしないのに鈴が鳴るのだろう？

　そもそも鈴の音が気のせいだったのだろうか。それとも……。

　絲織の見つめる先で、鈴はただ黒く輝いていた。




「肝きも試だめしぃ～～!?」

　柏木の突然の提案にクラス全員は驚いた。緊急のホームルームで何を言い出すかと思っていたらこれである。

　真ま面じ目めな柏木が言い出しただけに、イベントと言っても勉強会くらいに思っていたクラスメート全員が驚くのも無理からぬところだろう。

「ああ、この前の臨海学校で肝試しができなかったからな。たまにはクラスの交流を深める為、こんな催もよおしも面白いかと思うのだがどうだろうか？」

　教きよう壇だんに立った柏木はそうまくし立てる。

「いいじゃんか、どうせ暇ひまなんだしやろうぜ」

　浩こう助すけが安直に話に乗ってくる。

「暇ってなぁ、お前、夏休みの宿題はちゃんと片付けたのかよ？」

「あれ、健児が写させてくれるんじゃないのか？」

「なんでそうなる!?」

　調子のいい浩助に健児は呆あきれるが、柏木の唐とう突とつな提案に一時は驚いたものの、クラス全体の雰囲気としては歓迎ムードである。

「私も肝試しやりた～～い！」

「そうだな、この前は確かに中途半端だったしな」

　優ゆう香か、そして中なか井いも乗り気のようである。

「うむ、それなら賛成多数という事でいいかな？」

　そう言う柏木はちらりと健児と梅花へと視線を送ったが、本人たちも含めてそれに気付くものはいなかった。生あくびを嚙み殺しているパティだけは、さすがに気付いていたが、その本意を察しかねているのか今は看かん過かしている。

「よし、それでは明日五時に学校へ集合。場所は実山だ」

「実山!?」

　柏木が口にしたその単語に健児は狼狽うろたえる。

「実山って、実山で肝試しするのか？」

「ああ、いけないか？　他にこれと言って場所もないし、近場だし問題はないだろう」

「いや、それは……」

　健児は口ごもる。確かに反対する理由はない。

「実山の中にある小屋ってさ、昔、軍隊が捕ほ虜りよや反逆者を閉じ込めていたって言うぜ。拷ごう問もんで死んだ人もいるって言うから、幽霊とか出るかもな」

　男子生徒の言葉に女子生徒の間から悲鳴が上がるものの反対の声は出ない。実山に関してはそんな噂も色々と流れているし、そんな場所だからこそ肝試しには相応ふさわしい。

　しかし健児としては地下にある実験施設が偶然見つかる事だけは避けたい。

「よし、それじゃ事前の準備をしておきたいのだが立候補はいるか？　色々と仕掛けも施ほどこしておきたいのだが、それも手伝って欲しい」

「は～～い、俺やるやる!!　健児はどうする？」

　さっそく立候補した浩助にそう尋ねられた健児は、少し考えた後に頭を振った。

「いや、俺はちょっと用事があるから……」

　こっちは地下施設を見つからないように何か考えなきゃならないなぁ。健児はそう考えていたのだ。

「どうするのよ、健児？　実山で肝試しでしょ？　その……、あたし参加しても大丈夫なのかな？」

　梅花が少し不安げな顔でそう言ってきた。肝試しとなると予想外の出来事が起きる事が想定される。そうなると梅花が命令受付状態になり、魄はく型がたの事がクラスメートにばれてしまいかねない。

「まぁ何か考えておくよ」

　まったく柏木もろくでもない事を思いついてくれたもんだ。

　健児はうんざりとしながら梅花にそう答えた。
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「しかしなんだな、柏かしわ木ぎくんもどういう風の吹き回しなんだろうな。あの真ま面じ目め人間が……」

「そうですよねえ。クラスのみんなもそう言ってるんですけど」

　真ま実さねの言葉に、梅もい花かもため息をついた。

「一応、通つう気き口こうや出入り口は分からないようにカモフラージュしておいたよ。まぁ金属探知機や磁気探知機でも持ち込まない限り、簡単には分からないと思う」

　そんな事を言いながら健けん児じが部屋に入ってきた。ここは実み山やまの地下にある実験施設。今日の夜、柏木一いち郎ろうの提案による肝きも試だめしが行われる。その時、この実験施設が見つからぬよう健児は色々と細さい工くをしていたのだ。

「いかんな、そりゃいかんぞ。健ちゃん」

　そんな事を言うのは超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こだ。

「金属探知機や磁気探知機くらい、普通に市販されているし、一般家庭の必需品と言われている時代ではないか。やはりちゃんと対策を講こうじておいた方がいいぞ」

「いや、普通の家庭には金属探知機なんてないですから。超科学的先輩の家と一緒にしないで下さい」

　健児は呆あきれたようにそう答えた。

　普段、実山には滅多に人が寄りつかない。地元の人がたまに山さん菜さいやキノコを採とりに入るくらいだ。かつては実山そのものが神社のご神しん体たいとされ、その周辺も花嫁の昔話のように神しん域いきとされていた。今では覚えている人も少ないが、それでも何か近寄りがたい空間として近隣の住民には認識されているようだ。

　そんなものだからこの地下施設も、本格的なカモフラージュや警備態勢は整えていない。今になって警備カメラの一つも付けておけば良かったと健児は後悔していた。

「それはそうと、これはなんだ健ちゃん。大リーグボール養成ギブスにしてはいささかちゃちだな。これではせいぜいロボピッチャ養成ギブスにしかならないぞ」

　粒子は作業台の上に乗っていた銀色のリボンを取り上げる。数本の銀色のリボンには、いくつかのリングが付いていた。確かにリボンがスプリングに変われば、昔の熱血ど根性野球マンガに出てきた、特訓用アイテムに似ていなくもない。

「別に野球やるわけじゃないですよ。この前『教きよう団だん』から預あずかった資料を見ていて閃ひらめいた事がありまして」

「ほう」

　健児のその話に真実も興味深そうにその銀のリボンと輪からなる装置を見やる。

「今までは魄はく力りき車しやがないと魄力を供給できなかったんですけど、それを何とか自動でできないかと思いまして。要するに魄力車と同じ機能を持つベルトを、いつも俺と梅花が着けてればいいんじゃないかって」

「え～～」

　健児のその言葉に梅花は露ろ骨こつに嫌そうな顔をする。

「なによ、これ。しかも健児とお揃そろい？　そんな事、誰かに知られたら死んじゃうわよ。あたし」

　指先で銀色のリボンを摘つまみ上げて梅花はそう言った。

「いや、それは試作品。ある程度、うまくいきそうだったら『教団』から貰もらった未完成の魄力盤をバラして作るし、その時はもうちょっとコンパクトにする。魄力盤の作り方は分からないし、いきなり分解はできないからな」

「なんだ、健ちゃん。弱気だな！」

　粒子は慎重な健児にいささか憤ふん慨がい気味のようだ。

「科学はトライアンドエラーあるのみ！　失敗したらまたやり直せばいい!!」

「やり直しようがないから、慎重になっているんですよ」

　さすがの健児も辟へき易えきしているようだ。

「まぁうまくいったらお慰なぐさみというところか。さて、それで荒あら城きくん」

　真実は自動魄力供給装置の話を切り上げて、健児に確認する。

「もしも肝試しの連中が、ここへ迷い込みそうになったら私がキ術じゆつで誤ご魔ま化かす。それが駄目だった場合は……」

　そう言いながら真実が視線を巡めぐらす先には粒子がいる。

　真実が操るキ術は人の精神、意識に働きかける呪じゆ術じゆつの一種。偶然、近寄ってきた人間を幻惑する事もできる。それでも多くの人間が実山に入ってくるとなると、真実一人では対応できなくなる可能性がある。

　仮にそんな人間に地下施設を見つけられたら……。

「私の秘密実験室という事にすればいいのだな！」

　無む闇やみに偉そうに粒子は言った。

「ええ、それでお願いします。反対側の斜しや面めんとはいえ、向こう側は学校の敷地だし、超科学的先輩の秘密研究室と言えば、学校の生徒は納得してしまうでしょうから」

　健児のその言葉に梅花も肯うなずく。

「その点、超科学的先輩は便利なキャラしてるわよね」

「わはははは、玖く鈴りんちゃん。私を褒ほめてもノーベル賞やフィールズ賞は出ないぞ！」

「……まぁ、別に褒めてるわけでもないんだけど」

　梅花は苦笑いするが、確かに殻から間ま高校の生徒の間では、超科学的先輩なら少々常識外はずれの事をしていても納得、いや当然という空気がある。実山の地下に秘密実験室の一つや二つ持っていても、ああやっぱりで済んでしまいそうだ。

　もっともそれは健児にとって最後の手段。やはりここは知られぬままに越した事はない。

「まぁ生徒はそれでもいいが、問題は柏木くんが手配したという、脅おどかし役のエキストラだな」

　真実は髪を掻かいてそう言った。

「でも引っ掛かるわよねえ。クラスの肝試しぐらいに、わざわざバイトの幽霊役を調達するなんて。それも昨日の今日よ」

　梅花の言うとおりだ。

　柏木はただ夜の実山に登るだけでは面白くない、せっかくだから幽霊になって参加者を驚かす役を置こうと言い始めたのである。なんでも柏木の父が遊園地のイベント用にアルバイトを募集したので、その講習をかねて脅かし役をやってはどうかと申し出たらしいのだ。

「急だよなあ。今日になってメールで連絡があったわけだし。準備を手伝っていた浩こう助すけも驚いたらしいぜ」

　健児と梅花の会話に真実も首を捻ひねる。

「ちょっと引っ掛かるな。柏木くん自身はともかく、彼のお祖じ父いさんはあまり良い噂うわさを聞かないからな」

「あ～～、うちの親父殿も言っていたな。なんでも柏木くんの曾ひい祖じ父いさんが作った会社、なんか出所の分からん技術や理論を売り物にしていたとか」

　粒子のその言葉に真実は意外そうな顔をする。

「いや、それは初耳だ。私が言っていたのは、柏木くんの祖父が官かん僚りよう時代にやっていたという利益供与や収しゆう賄わいの話なんだが……」

「あれま、そうなん？　いや、私もよくは聞いてないんだが、親父殿が言うには、どうもあのＫ何とかって会社。旧日本軍が極秘裏に研究していた成果を、戦後のどさくさに紛まぎれて入手して、それで一山当てたって噂があるとか」

　その答えに真実は厳しい顔つきになる。

「旧日本軍が研究していた成果だって……？」

「なんかトンデモな話ねえ」

　梅花は笑うが、健児は真実が真ま顔がおになった理由を察さつしていた。

「そもそも魄はく型がただって、俺たちの曾祖父さんたちが、日本軍の要よう請せいで研究していたものじゃないか」

「それはそうだけど……。柏木くんのお祖父さんの会社とは関係ないでしょ？」

「関係なければ良いけどな」

　真実はそう言った。

「まぁいい。その噂については京きよう都と四し方ほう家けの方にも問い合わせてみよう。荒城くん、玖鈴さん。そろそろ時間だろう？　幽霊役のバイトが実山に入ってるとまずい。早めに出た方がいいぞ」

「あ、はい。分かりました」

　壁に掛けた時計を確認して健児は肯いた。

「それじゃ、後をよろしくお願いいたします」




「弾だん指し殿、弾指殿！　大当たりでございます」

「この寺の住職も確かに同じような鈴を見た記憶があるとの事です」

　殻間市の外れにある寺。その境けい内だいにある石段に座り、ノートＰＣをいじっていた弾指の元へ駆け寄ると、算さん念ねんと与よ念ねんは口々にそう報告した。

「しかし鈴そのものは寺にはないそうです」

「住職は子供の頃に見たと言いますから、ざっと五〇年以上前ですな」

「うむ、ご苦労であった。父上に聞いた甲か斐いがあったというものだな」

　弾指は満足げに肯いた。

　真夏に古寺の境内で雲うん水すいが器用にノートＰＣを操るというのもなかなかシュールな光景である。弾指の膝ひざに置かれたノートＰＣの液晶画面には、自動車の中の男が持っていたのとよく似た鈴の絵が映うつし出されていた。

　弾指の父、刹せつ那なから送られてきたメールに添付されていたもの。昨日、弾指から連絡を受け、資料を漁あさって探し出してきたのだ。算念、与念はそのコピーを持って、この寺の住職に話を聞きにいったのである。

『玖鈴』。その絵の脇にもそう書かれていた。そしてもう一文『空から御み霊たまの民たみ』と毛筆でしたためられている。

「これは拙せつ僧そうのお祖父さま、頃けい刻こくの手に依よるものらしい。父上も詳しくは知らないが、もともと我ら髪かみ長なが宗しゆうの持ち物であったが、明治の廃はい仏ぶつ毀き釈しやく運動で殻間の地を追われた際、取り上げられた祭さい器きの一つだったという話だ」

「なるほど。我が宗とも因いん縁ねんがあったのですな」

「それでこの『空御霊の民』とは一体いかなるもので？」

「うむ……。我ら髪長宗や蘇す芳おう神社をはじめ、実山一帯を管理していた一団のようだ。現在、我らはその『空御霊の民』からは外されてしまったがな」

　そう答えると弾指はノートＰＣの液晶画面を閉じた。

「蘇芳神社の娘の監視に掛かり切りであったが、やはりあの喫茶店の娘、玖鈴梅花。何かありそうだな。そちらも注意が必要だ」

「そういえばあの二人のクラスは、今日は実山で肝試しだそうです」

　算念の言葉に肯き弾指は立ち上がる。

「うむ、なにやら嫌な予感がする。何事もなければよいのだが……」




「一郎が不服を言っているだと!?　そんな事はどうでも良い。父のお前から言って聞かせろ。これは柏木家のみならず、Ｋ技術開発とそのグループ企業全体に関わる問題なのだ。分かってるな。分かっていればよい」

　そう言うなり柏木太た助すけは受話器を下ろした。

「まったく、太た郎ろうも一郎も今の状況を理解しておらん。少しは私の立場というのも考えたらどうなのだ！」

　元官僚でＫ技術開発顧こ問もんでもある柏木太助は、苛いら立だたしげにそう吐き捨てると座っていた椅い子すから立ち上がり窓の外を見やる。

　東京湾岸に建つ高層ビルの上階にあるＫ技術開発関連企業の執しつ務む室しつ。それがいま柏木太助のいる場所。

　眼がん下かに見える東京の町並みを見て、柏木太助は少しばかり心の落ち着きを取り戻せた。

　息子の太郎や孫の一郎が今の状況をきちんと把握していなくても仕方はない。なにしろ彼らはＫ技術開発とその成り立ち、柏木一族の置かれている立場を知らないのだ。

　太郎には近いうちに教えようと思いつつ、ついに今日まで来てしまった。

「まさか、これほど急に『空御霊の民』が動き出すとは……」

　太助は唇くちびるを嚙かむ。

「彼らが実山への嫁入りを実行する前に、魄型の研究データを確保しなければ。もしも今までにやった事が『空御霊の民』に知られたら……」

　そうつぶやき、太助は頭を巡らせる。その視線の先には壁に掛けられた創業者たちの写真がある。中央が太助の父、柏木平へい助すけ。しかしその名は本当の名前ではない。

　親父、あなたはとんでもない遺産を残してくれたものだ。

　太助は父の遺影に向かって、胸中でそう呼びかけた。

　柏木平助の本名は加か藤とう平へい太た郎ろう。戦時中は特とく別べつ高こう等とう警けい察さつ、いわゆる特とつ高こうの幹部だった男だ。当時の日本軍が行っている極秘の研究を監視するのが加藤平太郎の任務だったのだ。

　終戦と共に極秘研究の資料は大半が処分された。しかし加藤とその仲間は、その権限を利用して、極秘研究の資料を入手。戦後のどさくさに紛れて偽ぎ名めいを使い、Ｋ技術開発という会社を立ち上げたのだ。

　Ｋ技術開発の売り物となった技術や資料は、旧日本軍が極秘に行っていた研究が元になっていた。極秘研究に関わっていた人間は、無論、Ｋ技術開発が自分たちの成果を無断で利用している事に気付いたが、誰一人としてそれを指摘する者はいなかった。

　証拠は加藤たちにより抹まつ消しようされており、また研究内容によっては戦せん犯ぱんとして起き訴そされる可能性があった。そして何よりも軍の極秘研究に関わった人間は、戦後の平穏な生活が乱されるのを嫌ったのだ。

　こうしてＫ技術開発は利益を上げ、業績を伸ばしていった。しかし軍の研究成果に頼り切り、新規の技術開発を怠おこたったツケは遅かれ早かれ回ってくる。太助が官僚となり危ない橋を渡りながら様々な利益供与を行っても、業績は一向に回復する兆きざしもなく、日本経済そのものが低迷する中、ついに買収や倒産も噂されるようになったのである。

　やむなく太助は最後のカードを切った。

　加藤平太郎が特別高等警察時代に監視対象としていた研究の中でも、もっとも奇妙でもっとも特異なもの。

　魄型。絶対服従、不老不死の兵士の研究だ。あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない研究の為ため、創設者たちはこの研究を顧かえりみていなかった。仮にこの技術を入手したとしても、一体なにに使えばいいのだ？　一つ間違えると世間を大きく騒がせる事になりかねない。必要以上に世間の耳じ目もくを集めるのは、Ｋ技術開発としても避けたいところだったのである。

　しかしもはやなりふり構っていられない。

　創設者たちが作り上げたＫ技術開発に所属する裏の実働部隊、そして官僚時代に得た裏組織へのコネを使い魄型の入手を計はかったのである。

　調査を進めるうちに魄型には日本古来の技術と、ヨーロッパに伝わる秘法が共に使われている事が分かった。そしてそれぞれに技術や秘法を守る組織が存在する事も分かったのだ。

　太助はそれらの組織へ食い込み、魄型の入手を進めていたのだ。

　急がなければならない、しかし慌てすぎて不審に思われてもいけない。慎重に計画を進めていた太助だが、ここに来て予想外の出来事が起きてしまったのだ。

　机の上でインターフォンが鳴る。

「私だ」

　インターフォンに出た太助に、Ｋ技術開発の社員が告つげる。

「あの殻間市市民団体の代表という方からお電話が入っておりますが」

『空御霊の民』か……。私に不信感を抱いだき始めたのだろうな。

　苦々しげな顔で太助は答える。

「いま所用で出られないと答えておけ。殻間市関係者からの連絡は、私の親族以外は繋つなぐな。分かったな」

「あ、はい。しかし……」

　社員の答え終わる前に太助はインターフォンを切った。

　うまくやれよ、一郎。お前は柏木家の、いや加藤家の男なのだ。それくらいやってもらわねば困る。




「いやぁ、いい肝試し日和びよりだねえ」

　実山を見上げながら浩助がのんきにそんな事を言っている。

「なんだよ、その肝試し日和ってのは？」

　呆れ顔の健児に浩助は得意そうな顔で答える。

「ほれ、今日は妙に蒸し暑くて、時々生なま暖あたたかい風が吹いてる。これほど肝試しに適した日はないだろう！」

　浩助の言うとおりだ。気温はそんな高くはないが、湿度が高く蒸し暑く感じる。その湿気をはらんだ空気が、実山から弱く吹き下ろしてきているのである。どちらかというとからっとした気候の殻間市では珍しい天候だ。

「確かになんか変な感じよねえ」

　梅花も気味悪そうな顔で実山を見上げていた。

「でもなんかわくわくしますよね」

　やにわにそんな事を言い出すのは白さ弓ゆみであった。

「はい？」

　妙に上機嫌な白弓の様子に、健児や梅花、浩助たちは思わず顔を見合わせる。

「せっかくの肝試しなんですから、やっぱりこうじゃないと盛り上がりませんよね！」

「え～～と……」

　梅花は訝いぶかりながらも白弓に尋たずねる。

「ひょっとして蘇芳さんて、お化け屋敷とか怪談とか好きな人？」

「はい！」

　いつもの白弓から想像できないくらいの元気でそう答えた。













「私、本物の幽霊とかは苦手なんですけど、作り物のお化け屋敷とか怪談は大好きなんです!!」

「いや、本物の幽霊って……。得意な人はあんまりいないでしょ」

　そんな冴さえに健児が呆れる。

「っていうか、幽霊に本物も偽物もないだろう」

　そう言う健児に意外な所から反論が来た。

「え～～、いますよ。本物の幽霊！」

　白弓である。

「作り物のお化け屋敷やなんかは恐くないですけど、本物の幽霊は恐いんですよ！」

　そう力説されては健児や梅花、冴や浩助も思わず目が点にならざるを得ない。

「……よく分からん」

　白弓に聞かれぬよう健児は思わずそうつぶやいた。

「あ、でもさぁ。蘇芳さん、肝試し楽しみにしてる場合じゃないでしょ」

「はい？」

　怪け訝げんな顔の白弓に冴は続けた。

「ほら最近、実山の周囲に金髪の女の子の幽霊が現れるって言うじゃないの。この前、優ゆう香かも見たって言ってたでしょ。また出るかも知れないわよ」

　冴が言うのは先日、優香が喫茶店クリンゲルの店番をしていた時に出で逢あったという金髪の少女の事だ。その冴の話を少し離れた所で聞きつけた優香が慌てて駆かけつけて口を挟はさんでくる。

「え～～、違うよ。あの子は幽霊じゃなかったもん！」

　唇を尖とがらせて言うように、優香はあの金髪の少女が幽霊とは思っていない。しかし白弓は突然、狼狽うろたえ始める。

「どうしましょう。その金髪の女の子が幽霊だったら……。肝試しだけなら良かったのに……」

　分からん……、蘇芳さんの基準がさっぱり分からん……。

　白弓が見せた意外な一面に健児は当とう惑わくするばかりだ。

「お、あれが柏木がお願いした幽霊役のバイトか」

　健児たちがいるのは殻間高校の校庭。校門の所に一台のマイクロバスが止まり、中から大学生らしき男女が十数人降りてくるところだった。

　みんな手に手に大きなバッグを持ち、中にはすでに白いシーツを被かぶり仲間とふざけ合っている人もいる。

「大がかりねえ……」

　健児の所に来て梅花がそう言った。先程の真実の話もある。健児も慎重に肯き返しながら答える。

「確かに気になるな……」

　アルバイトが手にしたバッグの一つから、何か金属製の棒のようなものが覗のぞいている。幽霊役で脅かすなら、それこそシーツや衣装、お面で充分。金属製の棒を何に使うのか。

　超科学的先輩じゃないけど、金属探知機や磁気探知機なんてのも……。いや、そこまでするにはそれなりの理由がないと……。

　その時だ。アルバイトの学生たちに柏木一郎が駆け寄っていく。

　なんか雰ふん囲い気きが変だな？

　横で見ていた梅花も柏木の異変には気付いたようだ。

「柏木くん、何か様子がおかしいわね」

「うん。俺もそう思っていた」

「なになに、どうしたの？」

「柏木がどうしたって？」

　冴や浩助、白弓や優香も柏木の様子へ目を向ける。柏木はアルバイトの学生に挨あい拶さつして、何事か指示しているのだが、どうにも表情が硬い。

「なにか悩んでるみたいですね」

　白弓もそうつぶやいた。その横で浩助も肯く。

「きっと肝試しの仕掛けを悩んでいるんだろう。自分から言い出したくせに、俺や他のみんなのアイディアを取り入れようとはしなかったからな」

　すると今回の肝試しは柏木が全部仕切ってるのか。これはいよいよ怪しいな。

　そんな健児たちの視線に気付いたのか、柏木がこちらを振り返り声を掛けてきた。

「君たち、そろそろ肝試しの組み合わせを決めるくじ引きをするから、校舎の前に集合したまえ」

　妙に時代がかった口調はいつもの通り。だが気のせいだろうか、健児にはその声が少々震えているようにも思えた。




　父さんめ、少しはお爺じいさんから事情を聞き出してもいいじゃないか。

　健児たちに声を掛け、肝試しの組み合わせを決めるくじ引きの準備を始めた柏木一郎は、険けわしい表情のまま胸中でそう嘆なげく。

　アルバイトを用意したのは父。それも祖父太助からの指示によって決まった事。幽霊役としてクラスの皆を驚かせるというのは表向きの理由で、実際には実山の地質調査をするという話だ。

　もっとも一郎もなぜ地質調査をしなければならないのか、その理由までは聞いていない。実山の調査は市役所が許可を出さず、また周辺住民の目もある為、このようなゲリラ的な形でやるしかない。

　父はそう説明したものの、なぜそこまでして知質調査を急がねばならないのか。父も祖父からは説明されていないという。

　何かあったら僕一人が責任を取る事になるんだぞ。それにこの前の臨海学校の盗とう撮さつ事件。幸いばれなかったから良かったものの、父さんの言いつけで女子浴場にカメラを仕掛けたのが僕だと分かったら……。

　見み栄えや面めん子つもあるが、やはり一郎の心中にはクラスメートたちへの後ろめたさが首をもたげ始めていた。

　肝試しと聞いて純粋に楽しみにしている生徒もいる。そんなクラスメートの姿を見ると、やはり申し訳なさの方が先に立つ。

　そもそもこの学校へ入学しろと言ったのも祖父と父の言いつけ。その理由は荒城健児と玖鈴梅花の監視だったのだ。

　監視という自分の役目を意識するあまり、いつしかクラスのみんなからは距離を置くようになってしまった。

　梅花や白弓と談笑する健児の姿を見ると、申し訳なさと共にうらやましく思えるのも事実だ。

　どうする？

　柏木は自問していた。

　何も教えてくれないお爺さんに、何も知らないままそれに従う父さん。自分は今のままでいいのか？

「あの～～、柏木さん？」

　アルバイトの学生から声を掛けられて柏木は我に返る。

「そろそろ俺たち、山に入っちゃっていいんですよね？」

　学生たちはすでにシーツやお面で幽霊の扮ふん装そうをしていた。しかしその下には金属探知機や磁気探知機を隠しているのだ。

「お願いします」

　反射的に柏木はそう答えてしまった。アルバイトの学生たちもなんでこんな事をするのか詳しい事情は知らない。箝かん口こう令れいと引き替えにかなり高額のバイト代を貰っているのだ。疑問を口にする者こそいなかったが、それでも中には首を傾かしげながら実山の方へ向かっていく者もいた。




「結局、分からずじまいか……」

　机の上に乗った木箱。そこに納おさめられた黒い鈴を見つめながら絲し織おりはそうつぶやいた。

　これを見つけた後、父や母にさりげなく黒い鈴の事を尋ねた絲織だが、特に有益な情報は得られなかった。木箱の中に入っていたのも鈴と綿わただけ。箱書きもなければ、由ゆ来らいを示す文書もない。

　自分がこれを見たとすれば、今は亡き祖父に依ってかも知れない。祖父は土ど蔵ぞうから古こ文もん書じよや骨こつ董とう品ひんを取り出しては、絲織にその由来や伝承を教えてくれたのだ。しかし見た覚えはあっても、その由来まではなかなか思い出せなかった。

　そして何よりも奇妙なのは、この鈴が時折、一人で鳴るという事。

　手も触れておらず、そして地震や風に吹かれたわけでもないのに、木箱に入れられ綿にくるまれた状態でも、ちりんと鳴る時があるのだ。

　気味が悪いとは思うものの、自分自身も色々なお呪まじないを試してきた絲織だ。それくらいの異変には動じない。

　誰かに聞いてみようかしら。ネットに写真を揚あげるのもなんかまずそうな気がするし……。

　そう思い絲織が木箱に蓋ふたをしたのと同時に家のチャイムが鳴った。母は買い物、父はまだ仕事から帰ってきておらず、家にいるのは絲織だけ。

　自分の部屋から出た絲織はリビングにあるビデオ付きインターフォンのモニターを覗き込んだ。

　モノクロの画面に映るのは見覚えのない中年男女数人。

　選挙の予定はなかったわよね。宗教の勧誘かしら。知人や近所の人ではなく、宅配業者やセールスマンでもないとくれば、すぐに連想するのはその程度。ならば無視した方がいいと絲織が考えた時、彼等が手にしているものに気付いた。

　木箱。それも先程まで絲織が見ていたのと同じような木箱なのだ。その木箱を一人一人が持っているのである。

　偶然？　それにしては……。考えを巡らせる絲織を催促するように、彼等は再びチャイムを鳴らした。

　とにかく話を聞いてみよう。絲織はインターフォンのボタンを押す。

「はい」

　相手の出方を探るべく、最初はごく簡単に答える。

「纐こう纈けつさんですね？」

　穏やかな声で中年の男性が言ってきた。名前は表札を見れば分かるだろう。そう思いながらも絲織は返答した。

「はい、纐纈ですが。何か御用でしょうか？」

「ご先祖の頃から、こちらで呪術師をやっていた纐纈一族の御宅で間違いないでしょうか？」

　その答えに絲織は思わず身構えた。自分の先祖が呪術師だった事は、絲織でさえつい最近まで知らなかった事。それをなぜ見覚えのない人間が知っているのだ？

　絲織が躊躇ためらっている間に、男は自分が持っていた木箱から何かを取り出し、インターフォンのビデオカメラの前に差し出す。

「こちらに見覚えがないでしょうか？」

　それはあの黒い鈴。いま絲織の部屋に置いてある木箱の中にあるものと同じ、黒い鈴だったのだ。

　それはカメラの前でちりんと鳴り、マイクとスピーカーを通して絲織の耳にもその音が届いた。

「見覚えはあります……」

　なんでこの人たちが……。困惑しながらも絲織はそう答えた。その答えに訪問者たちはほっと胸をなで下ろしたようだった。その雰囲気からして悪気のない、少なくとも絲織とその家族に危害を加える目的で来たわけではないのは確かと見える。

「ありがとうございます」

　鈴をしまい、男は深ふか々ぶかと挨拶をした。

「同じ『空御霊の民』としてお話ししておきたい事がございます」

『空御霊の民』？　その単語は絲織の記憶の奥底を刺激していた。
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　いくらまだ日が長いとはいえ、午後六時を回ればかなり空も暗くなってくる。薄暗くなった校庭の一角にある照明の下では、健けん児じたち一年Ｂ組の生徒が集まり何やら騒いでいるところだった。

「二二番!!　おお、やったぜ。玖く鈴りんさんと一緒だ！」

　浩こう助すけが歓声を上げた。

　肝きも試だめしは男女ペアで実み山やまに登り、チェックポイントにあるカードを集め、頂上まで登って降りてくる。そんなルールになっている。ペアを決めるくじは女子から先に引いて、同じ番号を引き当てた男子と組むというルールだ。

　そのくじ引きで浩助が梅もい花かのパートナーを引き当てたのである。

「う～～ん……」

　梅花はなんとも言えない微び妙みような笑みでその結果を受け止めていた。

　命令受付体質の事を考えると、健児と一緒の方がいいに決まっている。しかしここでまた健児とペアとなると、周囲からはからかわれる事になる。それはそれで気恥ずかしい。

　結局、素直に感情を出せない乙女心で、微妙な笑みを浮かべるしかないのである。

「本当かよ、佐さ藤とう。イカサマでもしたんじゃないのか？」

　梅花とペアになった浩助をやっかんでいるのか、横から中なか井いがくちばしを挟はさんできた。

「んなわけ……」

　しかし浩助の返答は途中で遮さえぎられた。

「そんなわけない！　イカサマなど、この僕が絶対に許さないからな！」

　いきなり声を荒らげたのはくじ引きを仕切っていた柏かしわ木ぎだ。浩助に軽く冗談を言ったつもりの中井は、出し抜けにそう怒鳴りつけられてぽかんとするだけだ。

「くじ引きは厳正に行っている。いかさまなど入る余地などない！」

「……まぁ、それならいいけどさ」

　柏木の剣けん幕まくに中井も怪け訝げんな顔のまま引き下がる。柏木の方も自分の態度で周囲が白しらけてしまったのは分かったようだ。一つ咳せき払ばらいをして続けた。

「これは感情的になってすまない。時間がおしてるのでついカッとなってしまって」

　誰へともなくそう言い訳する。確かに予定していた時間よりは遅れ気味だが、それにしてもわざわざ怒鳴りつける事はないはず。誰もが柏木の態度に首を傾かしげたものの、それ以上は追及しようとはしなかった。ただパティだけが生あくびを嚙かみ殺しながらも、射いるような視線を柏木に送っているだけ。

「さぁ、くじ引きを続けたまえ！」

　柏木にそう促うながされてクラスメートたちはくじ引きを再開した。一時は白けたものの、組み合わせが決まっていくにつれ、あちらこちらで歓声が上がりはじめ、徐じよ々じよに盛り上がりが取り戻されていく。

「六番、誰ですか！　六番!!」

「ふぁい、ふぁたしです」

　中井の声にパティが手を挙げる。

「お、俺はパティさんのパートナーか！　ラッキー!!」

　先程、浩助を妬ねたんだ事などすっかり忘れたようで、パティのペアの座を射止めた中井は歓声を上げた。

「それではよろしくお願いしふぁす」

　欠伸あくびをしながらパティはそう答えた。さすがのパティも、この時刻まで寝ぼけている事は珍しいが、中井はさして変に思う事もなかった。

「健児、用事は終わったの？」

「ああ、終わった。なんだよ、もうくじ引き始まってるのか」

　梅花は校舎から出てきた健児に声を掛ける。男子のくじ引きが始まる直前、健児は柏木から頼まれて、職員室の教師たちにこれから肝試しを始める旨むねを連絡に行ったのである。

　肝試しの件はすでに報告してあるし、念の為ため、残っている教師はいるものの、改めて連絡にいく程の事はない。首を傾げた健児だが、堅かた物ぶつの柏木だからだろうと思い、結局従ったのだ。

「ちょっと困った事になっちゃって……。あたし、佐藤くんとペアになっちゃったのよ」

「なんだよ、もう決まっちゃったのか？」

「うん、最初にいきなりよ……」

　そして梅花は慎重に周囲を見てから、声を潜ひそめて続けた。

「これであたしが命令受付状態になっちゃったら、佐藤くんもおかしいと思うでしょ」

「うんまぁな」

　健児も生返事をするだけ。地下施設のカモフラージュばかりに頭が行ってしまい、梅花の命令受付体質を誤ご魔ま化かす手段までは頭が回らなかったのだ。

「とりあえず浩助に何か言っておくかな。梅花に何かあったら俺の携帯に連絡しろとか……」

「そうねえ……」

　しばらく思案を巡めぐらせていた梅花だが、名案を思いついたようでパッと顔を輝かせて言った。

「いっそ佐藤くんに事情を話してみるというのはどうかしら？」

「はい？」

　梅花の方からそう提案した事に、健児は驚いたようだ。

「当分、この体質が治らないようだったら、身近な友達には話しておいてもいいんじゃないかなと思って」

「う～～ん、でもなぁ」

　浩助が信頼できる人間なのは健児もよく分かっている。きちんと事情を話せば、みだりに口こう外がいする事もないだろう。

「それに最近、みんなに隠しているのも悪いような気がしてきて……。どうせ超ちよう科か学がく的てき先輩やパティさんは知ってるんだし」

「どっちにせよ今日は無理だよ」

　健児はくじ引きの列が短くなったのを見てそう答えた。

「今から浩助にちゃんと事情を話してる時間はない。でもまぁ梅花の言うとおり、いつまでも隠しておくのも難しいよな。その辺は考えておく」

「うん、まぁそれはそうね」

　少し残念そうに梅花は肯うなずいた。

「まだくじを引いてない男子！　さっさとくじを引きたまえ!!」

「はいはい、いま行きます」

　柏木の声に健児はそう答えると、くじ引きの列へと向かう。残りは四、五人。健児はその三番目に並んだ。

「モニカ」

　夕ゆう闇やみに紛まぎれる影のように梅花に歩み寄ったパティが声を掛けた。

「な、なによ。いきなりびっくりさせないでよ」

　パティが自分をモニカと呼ぶ時は、『教きよう団だん』の人間として任務に入っている時。それを忘れた梅花は、思わずいつものように答えてしまった。しかしパティは任務モードに入ったままで続ける。

「あの柏木一いち郎ろうという少年。なにかありますか？」

　パティが肩ごしに鋭い視線を送る先には柏木がいた。

「なにかあるかって……。見ての通り、融ゆう通ずうの利かない堅物で……」

　そこまで答えた時、梅花は先程、地下施設で健児や真ま実さね、粒たま子こたちが交かわしていた話を思い出す。そんな梅花の面おもてに浮かんだ変化を見逃すパティではない。

「なにかあるのですね？」

　そしてもう一度、肩ごしに柏木へ一いち瞥べつをくれる。

「柏木はくじに細さい工くをしています。どうやらあなたを茂も狩がり健児と組ませたくはなかったようです」

「え……？」

「くじの入った箱ですが、側面が二重になってるようです。柏木はあなたと佐藤くんがくじを引く前後、箱を不自然にいじっています。その上、健児を校舎に向かわせた直後くじ引きを始めてます。恐らくあなたと健児を一緒に組ませたくなかったのでしょう」

　パティは自分がくじを引く時、違和感を覚えて柏木の動きを観察していたようだ。

「どうしてそんな事を……」

　戸惑う梅花にパティは言った。

「先程、実山に入った幽霊役のアルバイト。何かの機材を持ってました。単に脅おどかす道具とは思えません。私の方から、どうしてそんな事をするのか聞きたいくらいです」

　パティがそう言った直後、健児がくじを引く。

「一八番！」

　健児の声に列の側にいた白さ弓ゆみがワッと歓声を上げる。

「あ、私が一八番です！　一緒ですね、荒あら城きくん」

「え？　本当!?　蘇す芳おうさんと一緒か、それは光栄だな」

　そう答える健児を梅花は思わず睨にらみ付けていた。

「恐い顔になってますよ、モニカ。やっぱり妬やけますか？」

「べ、別に妬いてるわけじゃ……」

　口ごもる梅花に、一時パティは笑みを浮かべたが、すぐに真剣な表情に戻ると改めて尋たずねた。

「それで柏木の事ですが……」

「うん……」

　少し考えてから梅花は、先程、真実や粒子が言っていた事をかいつまんでパティに話した。

「なるほど、それは興味深い。こちらもいささか調査不足でした。いずれ上層部にも確認を取りますが、今は時間がありません」

　パティがそう答えたところに、健児と白弓がやってきた。

「決まったよ、俺は蘇芳さんとだ」

　健児がそう話し掛けた時には、パティはすでにいつもの眠そうな顔に戻っていた。

「それは良かったですね、私は中井くんとペアです」

「まぁ良かったというか……」

　そこまで言いかけた健児は、パティのすぐ横で梅花が露ろ骨こつにむくれている事に気付いた。

「はいはい、良かったわね。まったく、蘇芳さんが相手だとすぐに鼻の下伸ばしてだらしないんだから……！」

「いや、これは……」

　慌てて弁べん明めいしようとする健児の前に出て白弓が言った。

「あ、あの。宜よろしければ代わりましょうか、玖鈴さん？」

　白弓にそう言われて梅花はすぐさま申し訳なさそうな顔で謝あやまる。

「別に蘇芳さんに代わって欲しくてそう言ったんじゃないってば。蘇芳さんも肝試し、楽しみにしていたんでしょ。遠慮するなんてないわよ」

「そんな、遠慮だなんて。玖鈴さんも荒城くんと一緒の方が楽しいでしょうし……」

「誰が、こんな奴！　それに蘇芳さんも気を遣う事なんて」

「玖鈴さんも……」

　お互い譲ゆずり合う梅花と白弓に、横で見ていたパティは呆あきれたように言った。

「……何をやってますか、あなた達は」

　そう指摘されてようやく梅花と白弓は我に返ったようだ。二人して頰ほおを染めてうつむく。

　そんな二人に、今の会話を聞きつけた中井が声を掛けてきた。

「よぉよぉ、健児をもてあましてるって言うんなら。俺が代わってやってもいいぜ。パティさんで文句がある訳じゃないが、玖鈴さんや蘇芳さんならどっちでもＯＫだ！」

「こらこら、中井!!」

　そんな中井を柏木が叱しかりつける。

「くじ引きで決まったペアは絶対に変更してはならん！　みんなで決めた事なんだからな、勝手な行動をされては秩序が乱れる!!」

「なんだよ。これくらい、いいじゃないか」

「駄目だ！」

　不満そうな中井を、柏木はさらに怒鳴りつけた。

「さて、そろそろ時間だ。荒城くんや玖鈴さんも、列を作って順番通りに並んでくれ」

　柏木はそう言うと、肝試しのスタートになる裏庭の方へ向かっていってしまった。

「……なんかいつにもまして、今日の柏木は変だな」

　首を傾げる健児に白弓も肯うなずく。

「肝試しを楽しもうという感じではありませんね」

「単に恐いのが苦手だから、びびってるんじゃねえの」

　中井のそんな的まと外はずれの指摘に健児は呆れる。

「それじゃ自分から肝試ししようなんて言わないだろう」

「ま、そりゃそうだな。さて、それじゃ行きましょう。パティさん」

「それでは、玖鈴さん。例の件はまた後で」

　梅花にそう声を掛けて肝試しの順番待ちの列へ向かう。

「例の件って？」

　怪訝な顔で尋ねる健児に、梅花は白弓をちらりと見やって答えた。

「うん、ちょっとね」




「ちょっとこっちに金属の反応がありますね。でもこれだけじゃ何だか分からないなあ」

「データだけ取ればいいんだ。判断するのは俺たちじゃない」

　アルバイトのリーダーに指名された大学生がそう言った。

　シーツやお面で幽霊に扮ふん装そうしたアルバイトたちは、何班かに分かれて実山の調査を始めていた。

「しかしなんでこんな面めん倒どうなやり方で調査をするんだかねえ」

　さすがに暑苦しいのか、被かぶっていたシーツをはだけたアルバイトがぶつくさと言っている。

「この山は神社のご神しん体たいだったから、地元の反対が大きくて開発どころか調査もできないんだとよ。ほれ、クライアントがＫ技術開発の重役だろう？　何か出ればあの会社が出張ってくるんだろうさ」

「こんな小山で何が出るって言うんだよ」

「ひょっとして埋まい蔵ぞう金きんでも埋まってるのかも知れないな」

　シーツを被ったままでリーダーの大学生は冗談めかして答えた。次の瞬間、その大学生のすぐ近くから耳慣れない声が聞こえてきた。

「……なるほど、Ｋ技術開発か。良い話を聞かせて貰もらった」

　少女の声？　ここには女子大生やフリーターの女性はいるが、その声は小学生かせいぜい中学生のものに聞こえた。反面、言葉の響ひびきに妙に老成したものを感じたのも事実だ。

　思わぬ組み合わせに大学生の背筋が震える。反射的に被っていたシーツを脱ぎ捨て、周囲を見まわした。

　その視界の隅に、金色の髪が映うつる。慌てて手に持った懐中電灯を向けた時には遅かった。金色の髪を持った小さな人影は、まばらな雑ぞう木き林ばやしの影に消えてしまったようだ。

「どうしたんすか？」

　心配したのかアルバイト仲間が声を掛けてくる。

「いや、その辺に誰かいたような気がしたんだけど……。声も聞こえたような」

　みんなで周囲を照らすが、それらしい人影はない。

「もしかして、もう肝試し始まったのかな。そろそろ時間のはずだし」

「そうかな？　しかしそれだと困ったな」

　リーダーは渋い顔をする。

「ほら、クライアントの息子さんから、あの中にいた金髪の子を脅かしてくれって頼まれたじゃんか。どうもいまいた子は金髪だったみたいなんだが……」

　そこまで言った時、リーダーの携帯がメールの着信音を鳴らす。確認してみると、これから肝試しが始まるという柏木一郎からのメールだった。

「肝試しはこれから始まるらしい」

　リーダーのその言葉に一瞬、アルバイト仲間は静まり返る。

「い、いやきっと見間違いだったんだろう」

「え～～、驚かさないでくださいよぉ」

　アルバイト仲間の女子大生が肩を震わせながら言った。

「なんかこの山、変な噂うわさがあるみたいなんですから。このバイト決まった後、ネットで調べたんですけど、古代のピラミッドだとか、戦争中に脱走兵や捕ほ虜りよが監禁されて殺されたなんて話もあるみたいなんですから」

　その言葉に他のアルバイトたちにも動揺が広がる。

「おいおい、なんだよ。聞いてないぞ、そんなの」

「そういえばこの山に入ってから、妙な寒気がするというか、何か生気のようなものが抜き取られるような感じがしない？」

「ねえよ、そんなの！　でもそう言えば、さっき変な石積みがあったな。あれひょっとしてお墓……」

「きゃあ～～!!」

　最初にオカルト話をした女子大生が悲鳴を上げた。

「おいおい、脅かす方が怯えててどうする。そんなの単なるネットの噂だろ？　それにこんなに人がいるんだ。幽霊なんて出てきたりはしないさ。さっさとバイトに戻るぞ」

　そう言うとリーダーの学生はシーツを被り直す。

「うぃっす。じゃあ、幽霊役としては例の金髪ちゃんをメインに脅かせばいいんすね？」

「ああ、そうだ。大方、クライアントの息子が、昔のマンガみたいに颯さつ爽そうと助けに入るって手はずなんだろう」

　確認を求めたアルバイト仲間にリーダーの学生はそう答えた。




　調査を行っているアルバイトの学生はもちろん、周辺住民、そして健児たちも知らなかったのだが、実山の地下には縦じゆう横おうに通路が走っているのだ。

　健児たちが利用している研究施設も、そんな地下構造物の一角に過ぎない。

　アルバイト学生たちが持っている機材だけでは分からないが、それ相応の精密調査を行えば実山の内部には、蟻ありの巣のように大規模な空洞がある事が判明しただろう。

　通路は木のうろや藪やぶ、岩に偽装された出入り口に繋つながり、慣れた人間ならものの数秒もあれば身を隠す事ができる。ましてやそれが少女のように小柄とくればなおさら、こつぜんと消えたように出入りする事が可能だ。

　事実、その少女はその通路へと隠れていたのだ。

「柏木か。信頼はしていなかったが、こうまで露骨に裏切られると逆に愉快になってくるではないか」

　薄暗く湿った石の通路を歩きながら少女は一人そうつぶやいた。

　今は懐中電灯があるが、昔はロウソクやランプを使っていたのだろう。天てん井じようはすすけ、所々にロウソク立てが残っていた。

「柏木太た助すけを問い詰めておかねばなるまい。しかしその前に、いま山に入っている連中だ。あれだけの人数となると、私一人では騙だまし切れんな。楸ひさぎの娘たちも、調査機材を持って山に入っているとは知らぬだろうし……」

　長年、他の人間と接触せずに暮らしていると、どうしてもひとり言が多くなるな。少女は思わず苦笑する。

「やむを得ん。楸の娘や、あの妙ちきりんな発明狂にも手伝って貰うか。おお、そうだ。麓ふもとには髪かみ長なが宗しゆうの雲うん水すいも来ていたな、連中にもぜひ……」

　そのつぶやきの途中で少女は足を止めた。

「『空から御み霊たまの民たみ』以外にも、これだけ集まって来ているというのは偶然ではないかも知れぬな。天の配はい剤ざい、いや実山が望んでいる事か」

　そして少女は皮ひ肉にくな笑みを浮かべた。




「なんでしょうな、あの自動車」

　実山の側にある駐車場で、不審な自動車に気付いた弾だん指したち雲水三人は、それを監視中であった。

「この前の、鈴を持っていた男と関係があるのでしょうか？」

　算さん念ねん、与よ念ねんが尋ねるが、藪に隠れて様子を窺うかがっている弾指はすぐには答えない。少なくとも自動車は、あの鈴を持っていた男が乗っていた乗用車とは違う。白いワゴン車で、車体の側面や後部ドアには何かを隠すように紙が貼ってあった。

　それさえなければ救急車に見える。

「引っ掛かるな」

　弾指はそろりそろりと移動して、ワゴン車の運転席を覗のぞき込む。そこには二人の男が乗っていたが、彼らが着ている服もどこか救急隊員を思わせるものなのだ。

　しかしこの自動車が救急車であり、運転席の男たちが救急隊員とは考えにくい。ＴＶや映画のロケで出番を待っているというのはもっとあり得そうにない。

「ふふん、これは面白い事になってきた」

　運転席の男たちに見つからぬよう、算念、与念が隠れていた藪へ戻ると弾指は言った。

「誰かは知らぬが、なにやら三文芝居の準備をしているようだ。場合によっては拙せつ僧そうたちも参加させてもらうとしよう」




　そろそろ肝試しが始まった頃だな。

　地下施設から外へ出た真実は腕時計を確認する。すでに準備は整えてある。研究施設への入り口がある小屋の周囲には、呪じゆ符ふを貼り付け結けつ界かいを展開してある。

　たまたま小屋を見つけ近づこうとしても、途中で目標を見失い、辿たどり着く事ができないはずだ。もっとも真実の操るキ術じゆつは、人間の意識や精神に働きかけるものなので、機械に対しては無力だ。

　また多くの人数が互いに声を掛け合い、周囲から一斉に近寄ってくると、騙しきれるものではない。

　そんな事になったら、あとは手はず通り粒子の秘密研究室だと言って押し切るしかないな……。

　そう考えを巡らせてから、真実は声を掛けた。

「それであんたは誰だ。キ術の結界をものともしないで、入ってくるとはただ者じゃないな」

　先程から背後に人の気け配はいがする。普通の人間なら分からなかっただろう。真実も小屋の入り口に貼った呪符の隅が、その気配に反応して激しく揺れていなければ気付かなかったかも知れない。

「楸のキ術使いも落ちたものだな。昔ならこの程度の腕は『真実』は名乗れなかっただろうて」

　なに……!?

『キ術』という単語は真実から口にした。しかし自分の名は言っていない。学校関係者としても、楸家が代々『真実』を名乗っていた事など知るはずもない。

　振り返った真実が懐中電灯を向けた先には、和服姿の小柄な人影があった。もう日も暮れているというのに、なぜか日ひ傘がさを差してその顔は見えない。

　さすがの真実も背筋に冷たいものが流れるのを感じた。

「そう驚くな。楸真実。お主は七〇、いや七一代目くらいか？」

「現当主は六六代目の婆ばあさまだ。順当なら私がいずれ六八代目を継つぐ」

「そうか、人の寿命も延のびたものだな。おかげで私も周囲の目を誤魔化すのが難しくなってきた」

「誤魔化す？」

　鸚おう鵡む返しに尋ねる真実に、少女は日傘を畳む。

「血は争えぬな。先祖の面影があるぞ、六八代目楸真実」

　真実の向ける懐中電灯の明かりに、少女は目を細めてそう言った。

「あなたは……!?」

　懐中電灯の光こう芒ぼうに少女の髪が映はえる。それは梅花の髪を思わせる、見事なばかりの金髪だった。

　しかし真実が驚いたのは髪の色ではない。

　日傘の下から現れたその面おも差ざしに見覚えがあったのだ。

「直接会うのは初めてだが、殻から間ま高校へ勤務する以上、私を知らぬ訳でもあるまい。さて、一つ協力して欲しいのだが。楸先生」

「神か室むろ実み理事長？　神室実紫し磨ま理事長ですか？」

　震える声でそう確認する真実に、少女は答えた。

「いかにも殻間高校理事長、神室実紫磨だ。人の名前を安あん易いに繰り返して呼ぶな、楸先生。年長者に対して失礼であるぞ」

　確かにその少女は、学校公式サイトや入学案内に殻間高校理事長として掲載されている写真と同一人物だった。しかしそれらの写真は殻間高校創設の頃に撮とられたものと言われている。五〇年以上前のものだ。

　しかし少女は頭ず巾きんで隠されていた金色の髪を露あらわにしている以外は、あの古めかしい写真からまったく歳を取っているようには見えないのである。
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「よし、次は一〇番のペア。用意してくれたまえ！」

「は～～い、頑張りま～～す！」

　元気よく優ゆう香かが声を上げる。

「山の方はすっかり暗くなっちゃってるし、なんか恐いよね。高たか橋はしくん！」

　ペアを組んでいる男子生徒に話しかける口調からは、とても恐がっているとは思えない。

「さっきも説明したとおり、途中のチェックポイントにあるカードを取って実み山やまの頂上まで行って戻ってくる事。頂上のチェックポイントにもカードはあるからな。さっき入った幽霊役が途中で脅おどかしに来るから注意するように」

　優香の事だ。ちゃんとルールを把握しているかどうか心こころ許もとないと思ったのだろう。柏かしわ木ぎは重ねて説明する。

「大丈夫です。分かってまぁ～～す！」

　肝きも試だめしとは不釣り合いなくらいの元気で優香はそう答えた。

「……まぁ分かっているならそれでよろしい。何かあったら携帯で連絡してくれたまえ。よし、スタートだ！」

　時計でタイミングを確認した柏木がそう合あい図ずすると、優香はペアの男子生徒を引きずるように、学校の裏庭から肝試しコースに入っていった。

「きゃあ～～、なんか恐そう!!」

　言葉とは裏腹にむしろ楽しそうな歓声と共に、優香はペアの男子生徒と実山へと登っていった。

「でもさぁ、予あらかじめ幽霊に扮ふんしたアルバイトが脅かしますって言われると、なんか興ざめだよねえ」

　冴さえが思いっきり白しらけた顔でそう言った。

「でもそういうところが楽しいんじゃないですか。お化け屋敷とか肝試しとか」

　これまた優香に負けず劣おとらず、楽しそうな顔で白さ弓ゆみも言う。

「つまり蘇す芳おうさんて、こういう予定調和などっきりが好きなわけね」

　漸ようやく合が点てんが行ったように冴は肯うなずいた。そんな冴に浩こう助すけは言う。

「まぁまぁいいじゃないの。予定調和だろうが、何だろうが。やっぱりペアで肝試しとくれば、思わぬハプニングとかできゃ～～っと抱きついたりしちゃったりとか……。ねえ、玖く鈴りんさん？　あれ、玖鈴さんは？」

　周囲を見まわすと浩助とペアになるはずの梅もい花かの姿が見えない。

「愛まな花かちゃんにテレビの録画頼んでおくのを忘れてたから、携帯で連絡するって言ってたわよ。その辺にいるんじゃないの？」

　冴はそう言うが、近くには見あたらない。浩助も首を傾かしげる。

「別に電波届かないわけでもないし、この辺でかければいいのに」

「あの子、案外オタクだから。何を録画するのか聞かれたくなかったんじゃないの。どうせアニメかなんかだろうし」

「へえ、そりゃ意外だ。やっぱコスプレなんかするのかな」

「クリンゲルの制服からしてコスプレみたいなもんじゃないの」

　梅花の隠された性癖に驚く浩助に冴はそう言うが、白弓は何かに気付いたようで周囲を見まわしている。

「あの、そう言えば荒あら城きくんもいませんね？」

「ああ、健けん児じなら超ちよう科か学がく的てき先輩にメールで頼まれ事されたって、さっき超科学部の部室に行ったぜ」

　そう答えてから浩助は首を傾げる。

「そういえば超科学的先輩が、こんなおいしいイベントを放っておくなんて。どういう風の吹き回しだ？」

「昨日の今日だったし、さすがに超科学的先輩も知らないんじゃないの？」

　健児の要よう請せいで、粒たま子こが実山地下の地下実験施設で待機している事を知らない二人は、そんな事を言っている。

「う～～ん……」

　なにやら首を傾げている白弓に、にんまりと笑みを浮かべて冴は言う。

「あらぁ、蘇芳さん。梅花と健児が二人していない事が、そんなに心配？」

「い、いえ。そんなわけじゃなくて、さっきから他にも気になる事が……」

　そう答えて白弓は実山を仰あおぐ。

「なにか、実山の方が白く光っていませんか？」

「光ってる？」

　言われた冴と浩助は思わず顔を見合わせ、そして一緒に実山を振り仰ぐ。しかし白弓の言うような光は見えない。

「最初は稲光かと思っていたんですけど、お天気もいいし……。なにか変ですよね。光と言うよりは、霧か靄もやのような感じもしますし……」

「……え？」

　懸けん命めいに目を凝こらしてみても、冴や浩助には白弓の言うような白い光は見えない。薄暗くなってきた夏の夜空を背に、実山はいつものように影となって立っているだけ。

「なにか……」

　言いかけて白弓はあとの言葉を飲み込んだ。口にしてしまうと、それが実現しそうな予感を覚えたからだ。

　なにか、嫌な予感がする。




「それで、どうするのよ!!　もうすぐ肝試し始まっちゃうじゃないの!!」

「う～～ん。でも柏木の件については、パティさんの気の回しすぎじゃないか？　なんだかんだ言っても根は生き真ま面じ目めな奴だろう？　何か企たくらむとは思えないんだけど」

　心配する梅花に、健児はそう答えた。健児をメールで呼び出したのは梅花だったのである。

「だけど肝試しなのよ。あたしが命令受付状態になっちゃった時の事、なにも対策考えてないじゃないの。柏木くんが他にも何か仕掛けていたら、余計にそうなる可能性が高いのよ！」

「そうだなぁ……」

　二人きりの超科学部部室で健児は考えを巡めぐらせるが、これと言って良いアイディアは思い浮かばない。

「結局、梅花が恐がらない、驚かないようにすれば、いいんじゃないのか？　それなら命令受付状態にはならないだろうし」

「あ、それ名案♡　……なんて言うわけないでしょ。そんな事ができれば、とうの昔にやってるわよ！」

　梅花の言うとおりだ。不意の出来事に梅花が対処できなくなると、命令受付状態になってしまう。幽霊話や肝試しがあまり得意ではない梅花としては、それが心配なのだ。

「じゃあどうする？　何か理由付けて肝試しは休ませてもらうか？　急に喫茶店手伝う事になったとかで」

「そんなのすぐにばれちゃうじゃないの!!　なによ、考えておく考えておくって、結局何も考えてなかったんじゃないの!!」

　確かに梅花の言うとおりだ。しかし健児としても名案は浮かばなかったのである。

「う～～ん、梅花に何かあったらすぐに俺に連絡入れろと、浩助に言っておくくらいかなあ」

「む～～～～……！」

　そう言う健児を、梅花は憤ふん然ぜんとして睨にらみ付けている。

「だ、だってほら！　もう時間もないし、他に方法があればいいけど……」

　そう言い訳する健児に、梅花は言った。

「あたしに命令して！」

「はい？」

　怪け訝げんな顔の健児に、梅花はついと歩み寄り続けた。柔らかな匂においがふわりと健児の鼻び腔こうをくすぐる。

「だから、あたしに命令して。恐がるな、勇気を持てって。そう命令すればいいんじゃないの？」

　碧あおい瞳で健児を正面から見つめて梅花はそう言った。

「いやぁ～～……」

　反射的に視線を逃がした健児は、髪を掻かきながら言葉を濁にごす。

「いやぁじゃあないでしょ！」

　言うなり梅花は健児の頰ほおを両手で挟はさんで自分の方へ向かせた。

「前にあたしに落ち着けって命令したら、ちゃんと受け付けたはずでしょ？　だったら、恐がるなって命令も受け付けるんじゃないの」

「そうは言っても……」

　超科学部部室は少し蒸し暑い。その為ためか健児の頰に当てられた梅花の手の平は少しひんやりとしている。

　いや……、違う。健児は気が付いた。

　部屋が暑いからじゃない。俺の頰が熱くなってるんだ……。

「なによ……!?」

　心の内をうっかり言葉にして出してしまったのだろうか。健児は一時、そう思って焦あせるが、梅花は別の事を言いたいようだ。

「あなたが命令してくれないと、あたしは何もできないんだからね！　ちゃんとあたしに命令しなさいよ！」

　言った瞬間、梅花の頰も朱しゆに染まる。そして健児の頰を摑つかんでいた両手を勢いよく離して続けた。

「だ、だから！　一体、あたしに何を言わせるつもり！　あたしにどうしてほしいのよ!?」

「何を言わせるも……。梅花の方で勝手にまくし立てているんだろう？」

　まぁいい、ダメ元でやってみるか。健児はそう考えてポケットから、梅花への命令のキーになるハンドベルクリンゲルを取り出した。

「じゃあ、一応やってみるか。でもあんまり期待するなよ？」

「期待してるから、頼んでいるんじゃないの」

　確かに梅花の言うとおりだが、健児は一つため息をついてから、その目の前でクリンゲルを鳴らした。

「Was werde ich machen?」

　梅花の顔から表情が消え、いつものように命令受付状態になった事を示すドイツ語をつぶやく。

　少し考えてから健児は梅花に命令した。

「何があっても恐がらないように。勇気を持って行動するんだ。いいな？」

　すぐに梅花は答えなかった。無表情のまま健児を見つめている。

「梅花、恐がらなくてもいい。……ええと、その。俺が何とかするから……。な？」

　言っていて自分で気恥ずかしくなる。最後の方は視線を逸そらせながら健児はそう言った。

「Gern. ……。恐くありません」

　抽象的な内容でも命令はちゃんと受け付けられたのか？　一時、安あん堵どしかけた健児だが、続く梅花の言葉に思わずずっこけそうになってしまった。

「……だっけ？」

　そう言うと梅花は罰ばつが悪そうに笑う。

「おいおい、結局命令は受け付けられなかったのか？」

　健児にそう言われて梅花は困った顔になる。

「う～～ん、特に何か変わった感じはないし。多分、そうだと思う」

「そりゃ困ったなあ」

　健児は髪を掻くが、梅花は特に気にしていないようだ。

「うんでもまぁ、これでいいかも」

「……はい？」

　怪訝な顔の健児に梅花は笑って答えた。

「健児に恐がるなって言われたら、何とかなりそうな気がしてきたから。それだけ」

「根拠なしだなあ」

　嘆たん息そくしてそう言った健児に、梅花は間かん髪はつを入れずに答えた。

「根拠はあるわよ」

「どんな？」

　不思議そうな顔の健児に、梅花は少しはにかみながら笑う。

「秘密♡　そろそろあたしの順番だわ。行かないと」

　言うなり梅花は金色のツインテールをなびかせて向き直る。その時だ。健児のポケットに入っていた携帯が着メロを流す。

「楸ひさぎ先生だ」

　取り出した携帯の液晶画面には楸真ま実さねから電話が入った旨むねを告げるメッセージが表示されていた。

「なにかあったのかしら？」

　振り返った梅花も携帯を覗のぞき込みながらそう言った。健児は首を傾げながら携帯に出た。

「荒城くんか。ちょっと困った事になった。柏木くんの伝つ手てで実山に入った連中、調査機器を持ち込んでるようだ。このままだと地下の施設が見つかる」

「本当ですか？」

「こちらでも対応は取っている。君たちはいつもどおりで構わないが、向こうの目的には玖鈴さんも含まれているだろう」

「あたしがですか？」

　横から梅花がそう口を挟む。

「ああ、そこにいたのか。玖鈴さん。大方、連中は君が命令受付状態になったところを、連れ出すつもりなんだろう。実山の麓ふもとに救急車に偽ぎ装そうした自動車が待機してるそうだからな。できるだけ命令受付状態にならないように……。それができれば苦労しないか」

　そう言う真実に梅花は答える。

「多分、大丈夫だと思います。健児にあんまり恐がるなって言って貰もらいましたから」

「そんな抽象的な命令で……、あぁそうか。なるほど。分かった」

　口調から察さつして、携帯の向こうにいる真実が、にんまりと笑みを浮かべていそうなのは健児にも分かった。しかしなぜ真実がそう感じたのかはさっぱり分からない。

「こちらでも対策は取っている。君たちはできるだけ、普段通りに振る舞え。何かあったら、また連絡する」

「はい、分かりました」

　健児がそう答えると、真実は通話を切った。

「でもなんで柏木くんが……」

「超科学的先輩が言っていた、お祖じ父いさんの会社というのが気になるな。でもまぁ、今は肝試しに戻った方がいいな。怪しまれるとまずい結果になるかもしれない」

「そうね。じゃ急ごうか」

　妙に上機嫌で梅花はそう言った。




「そろそろ時間だ。手はずはいいな。念の為、再確認する」

　ワゴン車の中で男は仲間に向かって言った。

「上が送り込んだアルバイトが『対象』を驚かせる。報告通りなら『対象』は動けなくなるはずだ。そこで連中が救急車を呼ぶから、俺たちが救急隊員の振りをして『対象』を回収する。後の事は、上が対処する。いつものとおりにな」

　助手席と後部座席の男たちは無言で肯いた。彼らもすでに救急隊員に変装していた。

「アルバイトの学生から連絡が入ったら、少し間をおいて向かうぞ。あまり早すぎても怪しまれるし、遅すぎては本物の救急車が……」

　その時だ。突然、ウィンドウを叩く音がした。ぎょっとした男が自動車の外へ目をやるが、外にいた相手を見てさらに驚いた。

　雲うん水すいである。若い雲水が一人、こちらを覗き込んでいるのだ。

　まずいな。変装する前ならともかく、今は見た目は救急隊員だ。変に思われても困る。思案を巡らせながら、男はウィンドウを開けて雲水に声を掛けた。

「どうかしましたか、お坊さん？」

「いや、実は拙せつ僧そうの連れが急に癪しやくを覚えていまして」

　雲水が視線を巡らせる先には、やはり雲水が二人道ばたで座り込んでいた。一人が腹部を押さえて呻うめき、もう一人がそれを介かい抱ほうしているようなのである。

「救急車を呼ぼうかと思っていたのですが、折良くここにあなた方がおられたという次第。よろしければ近くの病院まで運んでくださいませぬか？」

　あからさまに怪しい……。男はそう思うが、それを言ったら自分たちも同じだ。救急車がこんな所に、いつまでも待機しているはずもない。客待ちのタクシーではないのだ。

　何か適当な事を言って追い払ってしまおう。そう考えた男は答えた。

「私たちは訓練の為に待機しておりまして。ここから動くわけにはいかないのですよ」

　男のその答えに、若い雲水は困った顔をしてみせる。

「ううむ、仕方ない。それでは他の救急車を呼んではくれませぬか？」

　そう言うのも無理はないが、偽物の救急車には救急無線は積んでいないし、また下手に消防署へ連絡をされたら怪しまれる。

　仕方ない。荒療治で構わないから、少し黙らせておくか。三対三。向こうが何か企んでいるとしても、こちらもそれなりに危ない橋を渡ってきているのだ。命まで取る事はない。しばらく黙らせておけば、事後処理は上の方が何とかしてくれるだろう。

　男は仲間たちに目め配くばせして自動車のドアを開けた。

「分かりました、それでは応急処置をしておきましょう。念の為、後で病院で診みて貰ってください」

　そう言って三人は外へ出る。雲水は一歩下がり、彼らの様子を見ているだけだ。

　飛びかかるタイミングを見計らいながら、数歩、雲水に近づいた男だが、突然、その視界が揺れた。地震かとも思ったが、雲水たちは動揺した様子もなく、一方、男とその仲間だけが、立っている事も覚おぼ束つかない状態なのである。

　謀はかられた！　それに気付いた時には遅かった。

「怨おん敵てき退たい散さん！」

　雲水は錫しやく杖じようを手に、救急隊員の変装をした男たちへ襲いかかってきた。




「ふぅむ。キ術じゆつというものも、使いようによっては役に立つものだな」

　男たちの足下に置いておいた呪じゆ符ふを手に取り、感心したように弾だん指しはそう言った。その傍かたわらでは、救急隊員に変装していたあの男たちが気を失い、縄で縛られて転がっている。

「しかしこの連中は誰の差し金でこんな事を企んだのでしょうね」

「あの教師が言うには、蘇芳神社の方とも関わり合いがあるという事ですが」

　倒れた振り、介抱する振りをしていた算さん念ねん、与よ念ねんが言うように、弾指の元を訪れた楸真実が事情を話して協力を依頼したのである。その際、キ術の呪符も預あずかったのだ。

「いずれにせよ、これで我らも京きよう都との連中に貸しを作ったのだ。今度こそ、あの玖鈴梅花という娘の秘密を話して貰う」

　そう言うと弾指は実山を仰いだ。

「しかし……、なにか妙だな」

　そうつぶやいたものの、弾指はそれ以上は何も言おうとはしなかった。




「あれ、変だな……？」

「そっちもそうか。俺の方もおかしくなった」

　幽霊の扮装をして実山の調査を行っていたアルバイトたちは、磁気探知機や金属探知機が突然、異常をきたした事に首を傾げていた。

「おかしいな故障か？　それにしちゃあいきなり全部というのも……」

「お～～い、そこの君たち！　何をしている？」

　突然、女の子の声が響ひびく。振り返るとハンドライトを持った白衣姿の、メガネを掛けた小柄な女の子がアルバイトたちの方を見ていた。

「なんだ、肝試しの連中か。それにしちゃあ、妙なものを持ってるな。金属探知機か？」

　アルバイトたちが持っている各種探知機に興味を持ったようで、白衣姿の女の子は図々しく歩み寄ってきて覗き込む。

「言っておくけど、そんなの使い物にならんぞ」

　出し抜けに女の子からそう言われて、アルバイトたちは顔を見合わせた。

「私は、この下にある殻から間ま高校の生徒なんだが、いまこの山でちょっとした実験をやっているのだ。金属探知機や磁気探知機の類たぐいは、影響を受けて正常な結果が出ないはずだ。他の精密機器も駄目だろうな」

「ちょっとそんなぁ、困りますよ！　俺たちだって、頼まれてやっている事だし」

「困ると言われてもなあ。大体君たちは、誰の許可を得てこの山に入っているんだ？　この山は昔、神社のご神しん体たいだった事もあって、簡単には調査の許可は下りないはずだが？」

「それは……」

　痛いところを突かれてアルバイトたちは口をつぐんでしまう。

「なにか文もん句くを言う奴がいたら、殻間高校超科学部の超科学的先輩こと岸きし田だ粒子が相手になってやると伝えろ。まぁ殻間市の人間なら、私の名前を聞いただけで納得するだろうけどな！」

　そう言うと粒子は笑った。

「はぁ……」

　アルバイトたちは粒子のノリと勢いに押されてそう肯くしかなかった。

「仕方ないなぁ。こうなったら肝試しのバイトに専念するか」




「ちょ、ちょっと玖鈴さん！　そんなに急がなくても……」

「急いでなんかないわよ……！」

　そう言う声が近づいてくる。幽霊役のアルバイトが木の陰かげから顔を出して見ると、一ひと際きわ目立つ金髪ツインテールの女の子が足早に、実山の斜しや面めんを上がってくるところだった。

「よし、あの子を集中的に脅かせばいいんだな」

　アルバイトたちは合図を交かわして飛び出すタイミングを見計らう。しかしアルバイトたちの予想よりも早く、梅花はその側を通り過ぎていってしまったのだ。

　結局、タイミングを見失ってしまったアルバイトたちの目の前を、何事もなく梅花はすたすたと通り過ぎてしまったのである。

「そんな慌てて登らなくても、別に恐い事なんてないし。どうせ幽霊役はアルバイトだし、ほら俺だってついてるし……」

「恐がってないもん！」

　後から懸命に追いかけてくる浩助に、梅花は背中を向けたままでそう答えた。

「だって……」

　一度は言いかけたものの、結局、梅花は後に続く言葉を飲み込んでしまう。

　だって、健児が恐がらなくてもいいって言ってくれたんだもん……。

「玖鈴さん？」

　浩助に横から声を掛けられて、梅花は自分の足が止まっている事に気付いた。

　チャンスだ！　幽霊に扮したアルバイトたちが脅かそうと木の陰から足を踏み出す。しかしそれよりも早く、梅花の方がまた歩き出してしまった。

「急ぎましょう、佐藤くん！」

「いや、だからそんなに急がなくても……。ちょっと待ってよ、玖鈴さ～～ん！」

　幽霊役のアルバイトたちが見送る中、梅花と浩助は実山の頂上へ向かっていった。




「きゃあ～～ッ！　見て見て、荒城くん!!　幽霊ですよ、幽霊!!」

　恐がってるというよりは明らかに喜んでいる。白弓の盛り上がりっぷりに、ペアを組んでいる健児の方が当とう惑わく気味だ。当惑しているのは健児ばかりではない。幽霊役のアルバイトも同様。きゃあきゃあ騒ぐ白弓に、むしろ白け気味である。

　でも意外だな……。健児はそう思っていた。

　普段から大人しく大きな声を上げる事などないように思えた白弓にこんな一面があるなんて。

　白弓のこんな一面を見られただけでも、柏木の企画に感謝したいくらいだ。

「あ～～、幽霊役の人が行っちゃいました。ちょっと残念ですね」

　後から上がってきたペアを脅かす為に、移動を始めた幽霊役のバイトに、白弓は心底名残なごり惜しそうにそう言った。

「……あ、そうだ。最後のチェックポイントのカードを取らないと……。ええと、この辺だと思うけど」

　すでに実山の頂上近く。そこが最後のチェックポイントになっており、近くの木にカードが下げられているはずだ。健児が周囲を見回すとすぐに枝から下げられたカードが目に入った。

「これで全部ですね。でもちょっと物足りなかったですね」

　白弓はそう言うが、真実から裏で蠢うごめく陰謀を聞いていた健児には、ここまでだけでも充分すぎる程のスリルだった。

「まあ俺は結構満足できたけど……。それにしても実山の頂上ってこうなっていたんだな」

　今さらのように健児は周囲を見回してそう言った。実のところ、健児も実山の頂上をじっくりと見回すのは初めての事なのだ。

　頂上といっても大した物があるわけでもない。ここまでの山肌と同じく、雑ぞう木き林ばやしの間に小道が通っているだけ。違いといえば雑木林が少しまばらになっている事と、そして頂上部分とおぼしき場所に、少し大きめの石が埋まっている程度だろうか。その石もマンホールの蓋ふたほどの円えん盤ばん形がたとはいえ、人工物という感じではなく自然のもののようだ。

「じゃあそろそろ降りようか」

　そう声を掛ける健児だが、白弓は不思議そうな顔で周囲を見回していた。

「蘇芳さん？」

　名前を呼ばれてようやく白弓は健児の方へ振り返った。

「あ、すいません。ちょっと変ですよね、さっきから」

「変？」

　鸚おう鵡む返しに健児が尋たずねると、白弓はまた周囲を見回す。

「ええ、なんかまたぼんやりと明るくなってるじゃないですか。さっき麓から見た時も感じたんですけど、これじゃ実山そのものが光っているようで……」

　白弓のその言葉に健児は首を傾げる。周囲の明るさは先程から変わらない。手に持った懐中電灯の明るさだけ。それに実山が光っているってどういう事だ？　足下の実山の山肌を見ても特に変わりはない。

「健児、まだいたんだ」

　突然、背後から梅花の声が響く。

「なんだよ、追いついちゃったのか？」

　声がした方へ健児が振り返ると、梅花とその後から息を切らせた浩助が上がってくるところだった。

「ふへえええ～～、玖鈴さん。意外とタフだなあ」

　浩助はすっかり音ねを上げていた。

「だって幽霊役の人たち、全然脅かしに来ないんだもの」

　脅かしに出る前に通り過ぎてしまったなどと気付いているのかいないのか、少し言い訳がましく梅花はそう言った。

「おかしいですねえ、私たちの時は結構いましたよ」

　白弓が首を傾げる。

「ねえ、それで健児。例の、柏木くんのアルバイトだけど……」

　この言い方ならば白弓や浩助も不審には思わないだろうし、健児も聞きたい事は分かるはずだ。そう尋ねる梅花に健児は肯いて答えた。

「うん、こちらも特に何もなかった。きっと楸先生や超科学的先輩が何とかしてくれたんだろう」

「良かった。あとは柏木くんの目的だけね」

　胸をなで下ろしてそう言う梅花に健児は言った。

「うん、でもどちらかというとお祖父さんの方だろうな」

　そして健児は白弓と浩助へ声を掛ける。

「それじゃさっさと降りようか……」

　しかし浩助の様子が変だ。近くにある木にもたれかかり、うとうとしているのである。頂上までだけでもかなりへばっていたのだが、それにしたところで、眠り込んでしまう程の疲れでもあるまい。

「わりぃ、なんか……。急に眠くなってきた……」

「眠いって……。おい、浩助。どうした……」

　歩み寄ろうとした健児も、突然、猛もう烈れつな倦けん怠たい感かんに襲おそわれて、地面に膝ひざをついてしまう。

「蘇芳さん……？」

「荒城……、くん？」

　白弓も近くの木の幹みきにもたれかかるように立っているのがやっとのようである。

「さっきから、実山が光ってますけど……。光が強くなるにつれて、身体の力が抜けて……、行くような……」

　実山が光る？　おかしい、さっきから白弓は何を言っているのだろう。

　そうだ、梅花は？　梅花はどうした!?

　気がつくと健児は、実山の土の上に倒れ込んでいた。身体が重く梅花がいた方へ顔を向けるのがやっとという有様だ。

　梅花も健児たちと同様、地面に倒れ込んでいた。

「梅花!?」

　自分や白弓、浩助はまだ喋しやべる事ができたが、声を掛けても梅花からは返答がない。どうやら一番、状態が悪いようだ。

　すると魄はく力りきに何か関係があるのか……？

　そう思う健児だが、それ以上は思考を巡らせる事はできない。倦怠感に続いて猛烈な眠気に襲われ、意識はすうと闇に沈み込んでしまった。

　しばしの後、頂上部分にあった丸い石せき盤ばんが下から押し上げられた。そしてその下から小柄な人影が出てくる。

「しくじったな。暴走状態がこれほど急激に進行するとは……。やむを得まい。事情を話すにも良い機会だ。一人、邪魔者がいるが、放っておいてもどうという事もないだろうて……」

　その小柄な人影、神か室むろ実み紫し磨まは一人そうつぶやくと、健児の手を取り、石盤の下から現れた洞どう窟くつの方へ引きずり始めた。

「私一人で三人運べるかどうかの方が問題だな」
















「なるほど、あなたでしたか」

「はい、私です。お久しぶりです、『金こん剛ごう石せきの白しろ』」

　そう言うと男は笑った。

　ここは新しん宿じゆくの高層ホテルロビーにあるレストラン。明日にも日本を発たつ予定だった『金剛石の白』は、ある男性から急に面談を求められ、ここで会う事になったのである。

「心ならずもあなた方の組織に、言わばスパイとして入り込んでいた事をお詫わびします。しかし私がそうした理由をご説明しておきたいと思いまして」

「『アイオライトの藍あい』。いいえ、今はリヒャルト・クリューガーとお呼びした方が良いでしょうか。それとも玖鈴利とし春はると言うべきでしょうか？」

『教きよう団だん』にいた頃のコードネームを口にする『金剛石の白』に玖鈴利春は苦笑を浮かべた。

「どうぞ、ご随ずい意いに。そこまで調べが付いているのならば、話はおおよそ見当が付いていると思いますが」

「ええ。あなたを『教団』に送り込んだのが何者かという事くらいは。しかし、その連中が慌ただしい動きをしている理由までは、さすがに私たちも計はかりかねております」

「そのことでご協力をお願いしたいのです、『金剛石の白』」

　身を乗り出して利春は言った。

「実山が暴走を始めております。何かの対策を講じなければなりません。特に私を『教団』に送り込んだ、あの連中……。いや柏木太た助すけは、このままでは何をしでかすか分かりません……」
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「ちょ、ちょっと待ってください!!　柏かしわ木ぎ先生は、いまいらっしゃいません！　話はこちらで聞きますので……」

　止める秘書や事務員を無視して、その男たちはＫ技術開発本社ビルにある顧こ問もん室のドアを開いた。

　秘書や他の社員たちが言うとおり、顧問室はもぬけの殻から。そこにいるはずの柏木太た助すけの姿はどこにもない。

「逃げられたか……」

　顧問室に押し入った男たちの一人は思わず唇くちびるを嚙かむ。

「孫にやらせた事が失敗したと悟さとったか。あるいは他に何か考えがあるのか……」

　押し入った男たちは、格好や年代もまちまち。二〇歳代半なかばと思われる若者から、壮そう年ねんの紳しん士しまで様々だ。彼等の外見からどんな団体、組織なのかを推すい察さつするのは難しい。日本人の成人男性である事くらいしか共通点はないのだ。

「なにをしているのですか、あなた方！　警察を呼びますよ！」

　警備員を伴ともなってＫ技術開発の幹部社員が急を聞いて駆かけつけてきた。

「すいませんね、ちょっと柏木顧問に折り入って、それも緊急にお話ししたい事がありまして」

　リーダー格と見える年長の男が振り返りそう答えた。

「それにしてはやり方が穏やかではありませんね」

　幹部社員は渋い顔をしてみせる。

「おい、あれだろう。あの写真の男……」

「ああ、柏木平へい助すけだ」

　顧問室に入り込んだ男たちは、壁に掛けられている写真を見上げながら、口々にそんな事を言い合っている。

「とにかく、これだけの騒ぎになってしまったのですから、ちゃんと警察には連絡を……」

「いや、私たちとしては構いませんが……」

　そう言うと年長の男は、柏木平助の写真に一いち瞥べつをくれてから、話を続けた。

「それはあなた方の会社としてもまずいんじゃあないですか？」

「何を言っているんですか、我が社には後ろ暗いところなど……」

　待てよ、この連中なんでさっきから、柏木平助の写真ばかりを見ている？

「あちらの方、この会社の創業者の方ですよね。確か加か藤とう……、いや柏木さんでしたか」

　く……、やはりそうか。

　柏木一族と同様、やはりＫ科学技術に代々勤めている幹部社員は、その名に思わず歯嚙がみする。

　どうやらこの連中は、Ｋ技術開発が創設された経緯を知っているようだ。今さらそれを明かされたとしても法的な問題は何もない。しかし世論のバッシングや顧客離れは免れられないだろう。

「このような事、二度とないようにお願いいたしたい」

　苦く渋じゆうに満ちた表情でそう言う幹部社員に、押し入った男たちのリーダーは答えた。

「それは柏木さん次第ですね」




　ここはどこだ？

　周囲はうすぼんやりとした青い光に満たされていた。少しひんやりとして、そして湿しめった空気が鼻び腔こうに入ってくる。

　窓から射さし込こんでくる朝日というわけでもなさそうだ。机に向かったままうたた寝してしまったのか……。いや、この雰ふん囲い気きは地下のようだ。

　健けん児じは直感的にそう悟っていた。

　すると実み山やまの地下にある実験施設で寝込んでしまったのだろうか。それにしては薄ぼんやりとした青い光は、蛍光灯のものとは何かが違う。

「ようやく目が覚めたか、茂も狩がり健児」

　少女の声がした。健児を茂狩と呼ぶのは真ま実さねやパティくらいなもの。しかしその声はどちらのものでもなかった。

　待てよ……。

　急速に記憶が戻る。

　確か俺は実山の頂上にいたはずだ。梅もい花かと蘇す芳おうさん、そして浩こう助すけも一緒にいた。そうしたら急に猛もう烈れつな倦けん怠たい感かんに襲おそわれて、そのまま倒れ込んでしまったはず。

　健児は反射的に上半身を起こしていた。

　寝ていたのはベッドというよりは単なる台。古めかしい毛もう布ふが敷いてあるだけのもの。傍かたわらには白弓と梅花も寝かされていたが、二人ともまだ目を覚ましていないようだ。

「ここは……？」

　周囲を見回す。実山の地下施設とどこか雰囲気が似ているが、機械類はなくそしてかなり広い。天てん井じようは丸くドームのような造りになっているようだ。健児たちが寝かされている台はその壁かべ際ぎわにあった。

　所々に蛍光灯や白熱電球が設置され、周囲を照らし出しているが、青い光の源はそれらではないようだ。

　部屋の中央、低い円えん卓たくのような石せき盤ばんがある。直径は三メートル程だろうか。その石盤の上には、天井から黒い球体がぶら下がっていた。青い光はどうやらそこから発しているようなのである。

　そしてその石盤と黒い球体の前には見慣れぬ少女の姿があった。古めかしい着物に金色の髪。そして屋おく内ないだというのに、何故か日ひ傘がさを差している。

「実山の地下だ」

　少女は答えた。

「実山の地下？　曾ひい祖じ父いさんたちの実験施設には見えないけど……」

　そんな事を言いながら健児は寝かされていた台から降りた。梅花と白弓へ視線を送るが、二人とも規則正しく呼吸をしているようだ。梅花も魄はく力りき不足に陥おちいっている様子はない。

「茂狩主税ちからとウォルフガング・クリューガーは、もともと実山にあった施設を利用しただけの事。少し頭を働かせれば、同じような施設が他にもあったと思いつくだろう」

　少女のその返答に健児は驚きよう愕がくした。健児の曾そう祖そ父ふ、茂狩主税は、殻から間ま市に来てからは、荒あら城き力つとむと名乗っていたはず。とうの健児自身も、真実からその話を聞くまで、ついぞ知らなかった事なのである。

　なぜこの少女が健児の曾祖父の本名を知っているのだ？

「君は誰だ？　ひょっとして楸ひさぎ先生の関係者か？」

　真実の関係者ならば知っていてもおかしくはない。しかし少女はそう尋たずねた健児を、出し抜けに叱しつ責せきした。

「年長者に対してその口の利きき方は何事だ、馬鹿者！」

　思わず飛びずさる程の迫力である。見た目はせいぜい中学生くらいだが、少女の声には老成した威い圧あつ感があった。

「お前、それでも殻間高校の生徒か？　直接、会った事はないが、一度くらいなら私の写真を見ているはずだろう？」

　それでも首を傾かしげる健児に、少女は嘆たん息そくすると、日傘を下ろして自分の金色の髪を隠して見せた。

　……あれ、待てよ？

　確かに見覚えがある。どこだろう、入学案内だか殻間高校のウェッブサイトだかで目にした記憶が……。

「理事長!?」

　その単語が健児の口を突いて出た。

「ようやく気付いたか、茂狩健児。いや、いまは殻間高校一年Ｂ組の荒城健児くんと呼んだ方がいいだろうな」

　そう言うと金髪の少女は日傘を畳たたみ、健児の方へ歩み寄ってきた。

「いかにも私は私立殻間高校理事長、神か室むろ実み紫し磨まだ。色々と事情があって、なかなか表には顔を出せぬ。入学式にも久しく出席しておらぬ。まぁこの形を見れば理由はわかるだろうがな」

「ちょ、ちょっと待って下さいよ。神室実理事長？　ひょっとしてお孫さんか、曾ひ孫まごさんでしょ。だって神室実紫磨さんは、殻間高校創設時からずっと理事長で……。それで、それで……」

　なるほど、そうか……。健児の頭の中で徐じよ々じよにパズルが組み上がりつつあった。

「そうだ、私は魄はく型がただ。そして実山の花嫁でもある」

「魄型って……。じゃあ曾爺さんたちは、魄型の技術を完成させていたんですか？」

「いや……、そうではないようだ。荒城くん。もともと古代には魄型の技術は完成されていた。茂狩先生とクリューガー博士たちは、廃すたれていたその技術を西洋の知識で復活させようとしたようだ」

「楸先生？」

　どこに通じているのか分からない通路から、楸真実がそう言いながらよろよろと入ってくる。やはり真実も健児たちと同様、気を失っていたようだ。

「私も神室実理事長から聞くまでは、知らなかった話だ」

「京都の連中とは、ここ四、五〇〇年ほど疎そ遠えんになっていたからな」

　皮肉な口調で、紫磨の口からとんでもない時間単位が飛び出してきた。

「健児、どうしたの？　あれ、楸先生に……」

　梅花が目を覚ましたようだ。頭を上げて怪け訝げんな顔で周囲を見回している。その横では白弓も頭を上げようとしていた。

「理事長、蘇芳さんはこの件には無関係だ。彼女を外に出す時間をくれませんか？」

　真実を見上げながらも、紫磨は威厳のある態度で答えた。

「無関係？　違うな、蘇芳白弓は事ことの発ほつ端たんにして、今回の一件に幕を引ける唯一の人間だ。話を聞いて貰もらわねば困る。さもなくば、か弱いこの私一人で、お前たちに加えて蘇芳の娘まで、ここまで運び込んでくるものか」

　そうか、俺たちをここへ連れてきたのは、神室実理事長か……。あれ、すると……。

「そうだ、浩助は？」

　健児の声に紫磨は答えた。

「他の生徒たちや、山に入り込んだ連中ならそのまま放ってある。しかし実山の暴走も収まった。今頃はお前たちのように意識を取り戻しているはずだ」

「実山の暴走？」

　健児が鸚おう鵡む返しに尋ねるが、紫磨が答える前に白弓も目を覚ました。

「あれ、荒城くん？　それに玖く鈴りんさんに楸先生……。ええと、ここはどこですか？」

　上半身を起こして尋ねる白弓に答えたのは紫磨だった。

「目が覚めたか、新たなる実山の花嫁。『空から御み霊たまの民たみ』として、そして現在の実山の花嫁として、歓迎しよう」




　両親には知られてはならない。『空御霊の民』という言葉を聞いた瞬間、絲し織おりはそう悟っていた。

　黒い鈴を持って訪ねてきた人たちを、土ど蔵ぞうへ通して話を聞く事にした。訪問者に対しては失礼かも知れないが、彼等も自分たちの境遇を分かっているのか、不平を訴える事はなかった。

　そうだ。私は『空御霊の民』という言葉を聞いた事がある。黒い鈴を持ってきた客たちに、冷たい麦茶を振るまいながら、絲織は遠い記憶をたぐり寄せていた。

　あの黒い鈴を祖父から見せられた時、自分たち纐こう纈けつ一族は『空御霊の民』として、実山と実山の花嫁を守っていかねばならぬ。そう言い聞かされていたのだ。

　両親は祖父からその話を聞いていなかったのだろう。祖父はもしかしたら、絲織が呪じゆ術じゆつ師しとしての才能に恵まれている事を見抜いていたのかも知れない。

　しかし思い出せるのもそこまで。『空御霊の民』や黒い鈴が何を意味するのか、祖父は絲織に語ってくれぬまま他界してしまった。

　絲織がその話をすると、黒い鈴を持って現れた客たちは、深く肯うなずき合った。

「お祖父さまは残念な事をいたしました。しかし玖鈴と『空御霊の民』という名を伝えていただけただけでも僥ぎよう倖こうと言えましょう。我らは今も申しましたように、実山を護まもり、実山の花嫁の代替わりを補佐する役目。あなた方もその一族なのです」

「実山の花嫁の伝承については、先日ちょっとした切っ掛けがありまして、私も調べていました。でもまだそんなに詳しい話は……」

　土蔵の中はすでに暗くなりかけていた。絲織は家中からかき集めてきた懐中電灯や、ハンドライトの光の中でそう言った。

「それでは私の方から、改めてお話ししましょう。実山と『空御霊の民』の歴史を……」




　二〇〇〇年ほど前の話になるだろう。不老不死の妙みよう薬やく、技術を求めた一団が、遠くローマを発たった。ローマ人、ギリシャ人のみならず、すでにローマ帝国の勢力下にあったゲルマン、ケルト、そしてエジプト、アフリカの人々も交まじえた大規模な調査隊であったが、その事実が歴史に残されていないのは、有力貴族が個人的に送り出した為ためか、あるいは資料が散さん逸いつした為かは、今となっては知るよしもない。

　調査隊は東へ東へ進み、やがてはアレキサンダー大王さえ到達できなかったインドへとたどり着く。さらには後漢時代の中国へと至るが、様々な伝承、資料は得られたものの、そこでも確実に不老不死を可能とする技術、秘薬妙薬は手に入らなかったのだ。

　調査隊は東に広がる海峡を越え、その先にある島々へと辿たどり着いた。その島々はローマやインド、中国に比べると、まだ未開であったが、東の湾に程近い山には遠い海の果てから漂着した人々が住んでいるという。

　調査隊は一いち縷るの望みを懸かけて、東の湾に程近い山へと向かった。そこに到着した調査隊は驚愕した。そこには随ずい分ぶんと小振りだが、エジプトのピラミッドとよく似た石造りの建築物があったのだ。

　どうやらその建築物は遠く東の海の果てにある国から漂着した人々が造ったらしい。そこはエジプトなのだろうか。しかし調査隊にいたエジプト人はもちろん、他の誰ともピラミッドを造った人々とは言葉が通じなかった。

　身振り手振りでようやく意思の疎そ通つうができたが、彼等は東に広がる海の果てにある国の学者や役人たちだという。運命の偶然か、彼等も自国の皇帝から不老不死を実現する方法を探すよう命じられ、遭難した挙あげ句くにこの地へと辿り着いたという。

　今にして考えるなら、東の海の果てにある国とは、アメリカ大陸のどこかに存在していた文明なのだろう。しかしアメリカ大陸の事など知らぬ調査隊は、その国がアフリカ大陸のどこかにあると考え、船で東に広がる海を渡ろうとした。だが陸路とは違い、海路は危険。最悪全滅の可能性もある。そうなるとこれまでに収集した、様々な不老不死の技術、資料が海の藻も屑くずに消える。それだけは避けなければならない。

　調査隊は協議の結果、二手に分かれ、一方は海を渡りローマへの帰国を試み、もう一方はこの地に残る。無事にローマに帰国できたなら、すぐに迎えを寄よ越こすが、それまでの間、この地に残った人々は集めた資料を元に不老不死の研究を続ける事に決めたのだ。

　太平洋の広さを知らぬまま、現地で作った船で海を渡ろうとした人々は、結局帰ってこなかった。

　残された調査隊はその後も不老不死の研究を続け、現地の人々とも交わり、この地へ定住する事となった。

　島々にはやがて強力な政権が生まれ、不老不死の可能性をかぎつけた権力者たちは、かつての調査団を保護して研究を続行させた。

　その子孫こそが『空御霊の民』であり、太平洋の向こうから流れ着いた人々が作ったピラミッドこそが、いまの実山そのものなのである。

　そしていつの頃だろうか。彼等はついに不老不死を実現した。それは実山そのものを改造したうえ、いくつもの偶然が積み重ねられた結果だったのだ。

　それこそが魄型。

　しかし不老不死が実現した事により、それを巡めぐる争いが勃ぼつ発ぱつ。魄型の技術は失われてしまったのである。

　ただ実山の花嫁の為に残されたものを除いて。




「茂狩主税とウォルフガングは西洋の技術を用いて、魄型の技術を再生しようとした。言うまでもなくその成果がお前だ。玖鈴梅花」

　そう言うと紫磨は梅花へと視線を巡らせた。

「そんな、玖鈴さん……？」

　さすがの白弓も信じられぬような顔で梅花を見る。

「いやぁ、うっかり死んじゃったみたいなのよね。あたし」

　梅花は照れ隠しのように笑いながらそう答えた。

「うっかりでもない。仕組んだ奴らが居る。言うまでもないが、魄型の技術を狙う連中だ。そいつらは戦後のどさくさに『空御霊の民』へ紛まぎれ込み、機会を見み計はからっていたようだな」

「早速本家に連絡して対策を……」

　そう言う真実に向かって、紫磨は落ち着き払って答えた。

「『空御霊の民』に対策を要請している。そちらの結果が出てからにしてくれ」

「しかし実山って本当にピラミッドだったのか……」

　改めて周囲を見回しながら健児は感心したようにつぶやく。

「ピラミッドと言っても、エジプト風ではなく、アメリカ大陸風だがな。もっともいま話した伝承も、どこまで本当なのか分からん。しかしヨーロッパ人が来ていたのは確かだろう」

　そう言いながら紫磨は自分の金色の髪を一ひと房ふさ摘つまむ。

「昔から殻間周辺に住む人々には、稀まれに金色や赤色の髪を持つ赤ん坊が生まれたようだ。玖鈴梅花、お前の母方の先祖も『空御霊の民』。その金髪は祖父からの遺伝だけではないぞ」

「はぁ……」

　梅花も自分の髪を摘み上げるが、その顔からはどうしても実感が湧わいていない事が分かる。それは白弓も同様、いやいきなりこの話を聞かされたのだから、より以上に実感がないはずだ。

「理事長さん、さっき蘇芳さんが新たな実山の花嫁とか、この一件に幕を引ける人間って言ってましたけど、それは一体……」

「お前も主税に似て、こと新たな知識に関しては我慢のできない性しよう分ぶんのようだな」

　尋ねた健児に呆あきれてみせてから、紫磨は改めて答えた。

「順を追って話す。まぁこれを見ろ」

　紫磨は青白い光を放つ石盤と、その上に吊つるされた黒い球体へと歩み寄る。その後から近づいていって初めて分かったのだが、吊るされた黒い球体とは鈴のようだ。本に載のっていた『玖鈴』が、そっくりそのまま大きくなった物だったのである。

「茂狩主税とクリューガー親子が再現しようとしていた魄型は、本来の物とは少々違っていてな。軍の要求というよりは、技術的制約の方が大きいのだが、生きている人間から魄力を供給して貰わなければならない」

「魄型は、生きている人間から魄力を供給して貰っている間は不老不死。状況によっては魄力を供給している人間の命令がないと動けない。そして魄力を供給している人間が死ぬとやはり死ぬ……。というよりは機能停止する。そうでしたね」

　真実が簡単に要約すると紫磨は肯いた。

「それで荒城くんと玖鈴さんは……」

　白弓は合が点てんが行ったようで、驚きの表情を浮かべて健児と梅花を見るだけだ。

「ごめんなさい、その……。ええと、話す機会がなくて……」

「うん、まぁいきなりこんな事を言うとびっくりするだろうし……」

　口々に弁べん明めいする梅花と健児に、紫磨が助け船を出す。

「まあうかつに話し回られても困るからな。黙っておいてくれて都合が良かった」

　そう言う紫磨を見ていた健児は、ようやくそれに気付いた。

「ちょっと待ってください。じゃあ理事長さんは一体誰から、魄力の供給を受けているんですか？」

「やっと気が付いたか。愚か者め。お前の曾祖父はもう少し頭の回転が早かったぞ」

　憤ふん然ぜんとしてそう言う紫磨だが、健児としては写真でしか見た事がない曾祖父と比べられても困る。

「もともと魄型は特定の人間から魄力の供給を受けずとも良い。しかしその絡から繰くりが大がかりになり過ぎるので、数を作る事ができないという欠点があったのだ。それに遠くに行く事もできないからな」

　頭の回転について文もん句くを言われ、懸けん命めいに考えを巡らせた結果でもあるまいが、健児はその紫磨の言葉ですぐに察しが付いた。

「実山!?」

「そうだ」

　紫磨は満足げに肯いた。

「私は実山そのものから魄力を供給して貰っている。しかし実山は人ではない、生物でもない。本来、魄力など持たぬ。実山は周囲の人間、生物から少しずつ魄力をわけて貰い、私に供給しているのだ」

　なるほど、それが本当の魄型なのか。少しずつ集めて供給するという考えは、偶然にも健児が梅花の為に設計していた、あの新型供給システムによく似ている。しかし健児が作ろうとしていた供給システムは、健児自身から魄力を集められず、そしてずっと小振りな点が異なる。

「実山は魄型を維持する以上の魄力を蓄積できる。『空御霊の民』の中でも、優すぐれた魄力を持つ者だけがそれを利用できる。使いようによっては天変地異さえ起こす事さえ可能だ」

　そして紫磨は白弓へと視線を向ける。射いすくめるようなその視線に白弓は思わず身構えるが、それに構わずに紫磨は言った。

「覚えがあるのではないか、蘇芳白弓？」

　白弓自身よりも先に、真実が紫磨の言わんとする事に気付いた。

「天変地異……まさか、臨海学校の時の……!?」

　絲織から話は聞いている。臨海学校の時、白弓の叫びと共に急に荒れた海が凪ないだというのだ。

「そんな……。私、そんな事なんて……」

　口元を手で押さえ、白弓はしゃがみ込んでしまった。

「私も何が起きたのか分からなかったぞ、蘇芳白弓。あんな遠隔地から、実山が蓄積した魄力を使い、天候を操あやつる事ができるなどと」

　そう言う紫磨の面おもてには、深い憂うれいが秘められていた。しかし梅花はそれに気付かなかったのか、白弓に歩み寄り抱き起こしながら紫磨に抗議する。

「ちょっと理事長さん！　蘇芳さんはあたしや健児を助けようとしてやったんだから、別に責せめる事なんてないでしょ？　それに魄力だったら、また少しずつ溜ためればいいじゃないの!!」

　そんな梅花に紫磨は少し笑う。何か遠い昔を思い出しているようだが、それについて言及する事はなく、抗議する梅花に答えた。

「実山を作った人間が何を考えていたのかまでは分からん。しかしな、溜めたものを使いすぎると、自おのずとしわ寄せが来る。お前たちが先程、実際に経験したのがそれだ」

　紫磨の言葉に健児たちは顔を見合わせる。梅花や白弓、真実は知らないだろうが、確かにあの急激な倦怠感、脱力感は、魄力をチャージする時の感覚に似ていた。ただしその何倍も、強烈だったのだ。

「つまり実山が、周囲の人間からいつも以上に魄力を集めていたという事か？　でもそれで充分に蓄積できたなら……」

「まだ足りん。そして少々、困った事になってしまったのだ」

　そう言うと紫磨は天井から吊るされた大きな『玖鈴』を見上げる。

「玖鈴梅花は一度死んで魄型になった。しかし私は生きたまま魄型になったのだ。人間だった時の命は、この『玖鈴』に納おさめられている」

「それって、何かあの昔話と似てる……」

　梅花のつぶやきに紫磨は苦笑する。

「そんな伝承があったな。私も自分がこんな身の上になるまでは、単なる昔話と思っていた。あの話は事実を伝えている。しかしすべてではない。なぜ実山の花嫁が代替わりしなければならないのか」

　紫磨はそう言うと頭上の『玖鈴』を指さす。

「人の命を収めた『玖鈴』は、ゆっくりとではあるが人の代わりに歳を取る。つまり劣れつ化かするのだ。私の命を収めた『玖鈴』はかなり劣化が進んでいた。それが急激な魄力の放出と吸収で一気に劣化が進んだ。あれが砕けると私は普通の人間に戻ってしまう」

「人間に戻れるなら、いいじゃないの」

　不思議そうな顔の梅花へ振り返ると紫磨は言った。

「実山の花嫁とは実山が吸収した魄力を適度に使用する事でその調整を行う。いわば調整弁だ。それは魄型化した人間ではないと務つとまらない。私が人間に戻ると調整が効きかなくなった実山は際限なく周囲から魄力を吸収していく。それが真の実山の暴走だ」

「あの大きな『玖鈴』の代わりはないんですか!?」

　尋ねる健児に紫磨は答える。

「昔はあったが今はない。あれが砕けると終わりだ。しかし直す方法はある。新たな実山の花嫁を迎える事。新たな魄型を作り、それを実山の花嫁とすればいい。『玖鈴』はその命を得て蘇よみがえり、新たな花嫁は実山の調整弁となり暴走は回避できる」

「じゃあ、あたしがそれをやる！」

　梅花はほとんど反射的にそう言っていた。













「どうせもう魄型なんだもん。それに今の話じゃ、実山が暴走したら、殻間市には誰も住めなくなるじゃないの！　そんなの嫌よ!!」

「なにを言ってる、私の話をちゃんと聞いていたのか。玖鈴梅花」

　懸命な梅花とは対照的に、紫磨はすっかり白しらけた様子だ。

「あの『玖鈴』には人の命を吹き込まねばならぬのだ。お前はもう死んでいるのだ、玖鈴梅花。それに今さっきの異変でも、お前が一番影響を受けていただろう？　魄力の吸収が起これば、他人から魄力を供給して貰っているお前への影響が一番大きい」

「大きいってまさか……」

　息を飲み聞き返す健児に紫磨は冷徹に答えた。

「次に急激な魄力の吸収が起これば玖鈴梅花は死ぬ。いやもう死んでいるのだから、死ぬも何もないな。消滅する、あるいは存在できなくなるとでも言うか。いずれにせよ今の意識、身体からだは維持できなくなる」

「じゃあ……」

　言いかけた白弓を梅花が止める。

「駄目よ、蘇芳さん。この人、あなたを魄型にして自分が助かりたいだけなんだから……！」

「いい加減、私も生きる事には飽あいてきたのだがな。しかし蘇芳白弓、お前以外の選択肢はないのだ」

　紫磨は健児と梅花の間を通り、白弓の前に立つ。

「もともと実山の花嫁は『空御霊の民』の中で、もっとも魄力の強い娘と決まっていた。遠くからでも実山の力を使えたお前以上の適任者はいないのだ。蘇芳白弓」

「ちょっと待って下さい、理事長！」

　見かねた真実が割って入る。

「いきなり生徒にそんな事を要求するのは無理というものです！　それにまだ何か方法があるんじゃないですか？」

「方法があれば、まず私が試している。それに何より時間がない。『玖鈴』は持ってあと一週間。その前に実山の花嫁の代替わりを行わねばならぬ。『玖鈴』同士の共鳴により、この地を離れていた『空御霊の民』も集まってきている。急がねばならぬ」

「そんな……」

　さすがの真実も打つ手なしで沈黙するだけだ。

　待てよ、待てよ……。何か引っかかる。何かできそうだ……。

　健児は懸命に考えを巡らせていた。

　これまでの紫磨の話、そして健児が梅花の為に作ろうとしていたシステム。うまく組み合わせれば何かできないか？

「理事長先生……、つまりあれですよね。問題は急激な魄力の吸収にあると見ていいわけですよね？」

　考えがはっきりとまとまる前に、健児はそう尋ねていた。

「根本的な問題はそこではない。確かに周囲からの急激な魄力の吸収を抑おさえれば、『玖鈴』はもう少し持つし、周辺の人間や動物たちへの影響は目に見えるほどではなくなるがな。所しよ詮せんは時間稼ぎだ」

「時間稼ぎで結構です！」

　思わずそう言ってしまった自分に、健児自身がびっくりしていた。

「仮に急激な魄力の吸収を抑える事ができれば、『玖鈴』はどれくらい持ちますか？」

「あまり持たんぞ」

　そう言ってから一度、自分の『玖鈴』を仰あおぎ見てから紫磨は答えた。

「そうだな……。一〇年、持って一二、三年か……」

　だてに生きる事に飽いたと言っているわけではない。時間感覚が常人とは違いすぎる。しかし健児は紫磨のその答えに、思わず安あん堵どの笑みを洩もらしていた。

「充分です」

　なにが充分なのだ？　梅花や白弓、真実はもとより、紫磨さえも不思議そうに健児を見つめる。

「一週間で実山の急激な魄力吸収をセーブするシステムを作ります！　俺を信じてください!!」

「下らん！」

　紫磨は即答した。

「茂狩主税の曾孫といえども、一週間でそれだけの事ができるとは……」

「話は聞かせて貰いました」

　突然、パティの声が響ひびいた。健児たちが寝ていた台の脇にある通路から姿を現すと、パティは紫磨に向かって言った。

「途中で気を失い、何事かと思っていたのですが、山頂の石を動かした跡があったので、お邪魔させていただきました。『教きよう団だん』としてはこれ以上、祝福されざる命が増えるのは歓迎しません。茂狩健児に協力できるよう私の方で計はからいます」

「おお、私も協力するぞ!!」

　パティの影から超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こが姿を現す。

「途中で見かけたもので……。さっきから首を突っ込みたかったようですが、私は理事長の話に興味があったもので……。黙らせるのに難渋しました」

　嘆息するパティに構わず粒子はまくし立てる。

「故郷の危機！　自ら身代わりにならんとする美少女！　暗あん躍やくする金髪ロリババア！　これに勝る燃えシチュエーションがあるだろうか！　いや無い!!　ふふふ、マッドサイエンティスト魂だましいが震えるぞ!!」

「暗躍する金髪ロリババアで悪かったな」

　粒子の言葉に渋い顔をする紫磨だが、健児の方へ向き直ると言った。

「いいだろう。このちんまいのはともかく、『教団』が協力してくれるとなれば、それなりに活路も見いだせるやも知れぬ。しかし茂狩健児、時間は一週間だ。それを過ぎれば殻間の地は人の住めぬ場所になると知れ」

「ちんまいのとはなんだー！」

「分かってます！」

　紫磨に抗議する粒子に構わず、健児は姿勢を正して答えた。

「絶対に一週間で間に合わせます!!」

「もう、安やす請うけ合あいしちゃっていいの？　学校の宿題じゃないのよ？」

　梅花はそう言うが、その表情からは健児を信頼している事が窺うかがえる。

「私たちの方もできるだけの協力はしよう。京きよう都とからある限りの資料は取り寄せよう。人手が必要ならこちらで調達する」

　やはり助力を申し出る真実に健児は言った。

「人手が必要になるかも知れません。その時はお願いします。……さてと、時間がない。早さつ速そく取りかかるぞ!!」

　健児はすっかりやる気だが、白弓は一人浮かない顔でみんなを見ているだけ。紫磨はそんな健児たちの様子に、意味ありげな笑みを浮かべていた。
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「つまりこういう事だ」

　曾そう祖そ父ふが残してくれた実み山やま地下の実験施設で、健けん児じは机の上に概要を書き記した紙を広げながら言った。

「殻から間ま市全体から、広く薄くそして継続的に魄はく力りきを集めるんだ。ちょうど作りかけだった、魄力の自動供給システムを大型化したようなものだ。それで町全体をフォローする」

　広げられた紙には、大おお雑ざつ把ぱな殻間市の地図が書いてあり、そこには何本もの線が引かれている。

「一人あたりから吸収する魄力はごくわずかだから、ほとんど自覚はない。それを複数の魄力盤に蓄積しておいて、必要に応じて実山の『玖く鈴りん』に供給する。その時に供給量を調整する事で『玖鈴』にかかる負担を最小限に抑おさえる。ざっとこんな感じだ」

「うむ、なかなか良いぞ。健ちゃん。だてに私の一番弟子ではないな！」

　勝手に健児を弟子扱いしているが、粒たま子こもすっかり乗り気のようだ。

「しかしこれはかなり大がかりな作業になるな。しかも人目に付くわけにもいかないだろう」

　健児が書いた仕様書に目を落としながら真ま実さねは言った。

「今回は事情が事情だ。市役所や警察にも協力は仰あおげるだろう。それでも一般市民には知られるわけにはいかないな」

「私たちの方もできるだけの事はしましょう。上層部にも連絡はしておきました」

　パティもそう約束する。

「そうだな。それで後は……」

　真実がそう言いながら視線を巡めぐらせた先にいるのは雲うん水すい三人。

「うむ、そのような事情ならば我ら髪かみ長なが宗しゆうとしても協力させていただこう。すでに父上も宗しゆう徒とに連絡を回している」

　一人でも人手は欲しいところだ。健児と真実たちは相談して、結局、弾だん指したちにも協力を仰ぐ事にしたのである。『教きよう団だん』も建たて前まえは同じだが、やはりこのような緊急時には、宗教組織の人脈、動員力というのは頼りになる。

　健児のプランへの協力を約束した弾指だが、それとは別に気になる点があった。

「それにしてもあの連中を逃がしたのは失しつ策さくであった。あ奴らを締め付ければ、何か分かったかも知れぬのに」

　弾指が悔くやむのは、救急隊員に変装していた男たちの事。実山の暴走により弾指たちと共に気を失っていたのだが、どうやら一足早く意識を取り戻したか、あるいは救援が来たようで、気が付いた時には姿を消していたのだ。

「それは警察の方に任せてある。救急車の偽ぎ造ぞうはそれだけで犯罪だ。証拠の自動車も残されたままだしな」

　そう言う真実に肯うなずき、弾指は続けた。

「問題は柏かしわ木ぎの祖父とやらが、妨ぼう害がいに出ないかという事ですな。これだけの仕掛けをしたのだ。簡単に諦めるとは思えぬ」

「理事長が言うには『空から御み霊たまの民たみ』の代表が、柏木太た助すけの所へ直じか談だん判ぱんに行ったそうだが逃げられたらしい。一応、私の実家の方からも手を回して貰もらっている」

「……」

　みんなのそんな会話に、梅もい花かはただ目を丸くしているだけだ。

「どうした梅花？」

　怪け訝げんな顔で健児が尋たずねると、梅花はきまりの悪い笑顔で答えた。

「う～～ん、何か凄すごい事になってるなぁと思って」

　そしてやはり所在なさげな顔の白さ弓ゆみへと視線を巡らせる。

「なんか実感湧かないよね、蘇す芳おうさん」

「え……、ええ」

　何か考えを巡らせていた白弓は、梅花からそう声を掛けられて我に返ったようだ。曖あい昧まいに首しゆ肯こうした。

「まあ凄い事になってるのは事実だからな！　凄い事の解決には、凄い策しかあり得ないのだ！」

　粒子が勢い込んでそう言っても白弓はまだ浮かない表情のままだ。そんな白弓を気遣ってか真実は話題を変える。

「要するにこのシステムは、梶かじの葉は姫ひめ祭りの時、纐こう纈けつさんが学校全体に仕込んだ結界と同じようなものだ。周囲から少しずつ集める。対象範囲が広がれば広がるほど、一人から吸収する魄力は少なくて済む」

「そうだったんですか」

　梶の葉姫祭りの時、絲織が学校全体を結界として仕込んだ糸し寄き神がみのお呪まじない。真実はその仕組みを知っていたが、初めて詳しい話を聞いた健児は感心したように肯いた。

「纐纈さんも『空御霊の民』の可能性があるな。『玖鈴』が家にあったのだろう？　なにか聞いてないか、蘇芳さん？」

「え、はい……」

　また何事か考え込んでいた白弓は、真実から尋ねられてハッとして顔を上げた。

「いえ、それらしい事は何も……。それに私、絲織さんはこの件には巻き込みたくないんです」

「巻き込むも何も……」

『空御霊の民』なら、否いや応おうなしに関わらざるを得ないからな。

　そう言おうとした真実だが、白弓の心情を慮おもんぱかって口にする事は控えた。

「『空御霊の民』は実山の嫁入りの儀式を執とり行おこなう為、殻間の地に集まっているそうだ。嫁入りさえなければ、纐纈さんも関わらずに済むだろう」

　代わりにそう言った真実に、白弓は力なく肯いた。

「そう……、ですね」

　そんな白弓を元気づけるように、健児は一ひと際きわ大きな声を上げる。

「よし、まずはこのシステムを一週間以内に完成させよう。楸ひさぎ先生やお坊さんたちは、人手の手配と魄力の吸きゆう収しゆう網もうを設置する場所の確認を。パティさんは『教団』との連絡をお願いします。超ちよう科か学がく的てき先輩は手つかずの資料の解析をお願いします」

「うむ、心得た」

「ふふふふ、面白くなってきたな。健ちゃん！」

「あの～～、健児。それであたしは何をすれば……」

　そう尋ねた梅花に、慌てて白弓も続く。

「私にも何か手伝わせてください。荒あら城きくん！」

「いや、蘇芳さんはゆっくり……」

　言いかけた健児に真実が注意する。

「こういう時は、何もしてない方が辛つらいんだ。何か手伝わせてやれ、荒城くん」

　その指摘に健児は考え直して答えた。

「そうですか……。じゃあ二人は俺の助手という事で。お願いできないかな」

「はい、お願いします」

　白弓はそう答えるが、梅花はいささか不満なようだ。

「え～～、何かもうちょっと格好いい役目はないの？」

「格好いいと言ってもなあ。そうだ、じゃあその間、みんなの夏休みの宿題をやっておくとか」

　不服そうな梅花に健児はそう言った。考えてみれば夏休みももう終わり。ちょうどその直前までに実山に安定的に魄力を供給するシステムを作っておかねばならないのだ。

「それは駄目。自分でやらないと意味ないでしょ」

　もっともな事を言う梅花に、健児は真実の方へ向き直って尋ねた。

「でも実山への魄力供給システムを作れば、少しくらい宿題の提出が遅れてもいいですよね」

「いや、駄目だ」

　間かん髪はつを入れずに真実は頭を振る。

「それとこれは別だからな。まぁうまくいけば理事長先生が何か考えてくれるかも知れないが」

「わはははは、街を救う為ために夏休みの宿題を落とすというのも、なかなか科学者冥みよう利りに尽きるというものだぞ。健ちゃん!!」

　粒子がそう言うと健児はもちろん、みんなが笑う。白弓も笑みを浮かべたが、どこか影のある笑顔であった。




「私だ」

　携帯電話に相手が出るなり、柏木太助はそう言った。

「いささか困った事になった。少々、お前たちの手を煩わずらわせて欲しいのだがな」

「あ、あのその件ですが、柏木先生……」

　またか……。相手が言いい淀よどむのを聞いて、柏木太助は舌打ちする。

「色々と事情が変わりまして。こちらとしても動くに動けない状況なのです。お察さつしいただけませんか」

「何を言う！」

　柏木太助はリムジンの後部座席で、電話の向こうの相手を一いつ喝かつした。

「お前の親の代から、どんなに目を掛けてやったのか忘れたのか？　今のお前の会社があるのも、私のおかげというのが分からぬか。なんだったら、その時の帳ちよう簿ぼを公表してやってもいいのだぞ！」

「いえ、柏木先生には感謝しております。しかし我々にも立場というものがありまして……。帳簿の公表と言われましても、お互いにそれは不利益を被こうむるだけですし……」

「京きよう都とか？　それとも『空御霊の民』か？」

「……はぁ？　何の事でしょうか」

　しらばっくれているのか、それとも本当に聞いていないのか。電話の向こうの相手は、動じる様子はない。

「もういい！　覚えておけ!!」

　そう言うなり柏木太助は電話を切った。

「いかがいたしましょうか？」

　助手席に乗った黒服の男がそう尋ねてきた。運転している男もそうだが、どうにも堅かた気ぎの人間とは思えぬ風ふ情ぜいを醸かもし出だしている。柏木太助の乗るリムジンの前後を固める自動車に乗っている男たちも同様。

　Ｋ技術開発が創そう設せつされた頃から、いささか危険な橋を渡る時に使ってきた裏社会の組織。そこに属する人間である。

　孫の一いち郎ろうを使い実山の捜索を行わせたものの、周辺の人間が突然、気を失うという異常事態に、太助は作戦の失敗を自覚した。太助が魄型を目的に『空御霊の民』に近づいたのも、分かってしまっただろう。

　それを追及される前に、柏木太助は自みずから姿を隠したのである。その後は裏社会の人間を頼り、各地を転々としている状態だ。これまでに利用してきたコネに頼ろうとしても、先に『空御霊の民』か、実山を監視していた京都楸家一門が圧力を掛けてるのだろう、なかなか好意的な返答はない。

「こうなると、いささか強ごう引いんな手を使わざるを得ないな。くそ、この私を誰だと思っている。必ず後悔させてやる!!」

　その時だ。リムジンが速度を落とす。

「どうした？」

　リムジンと前後を固める自動車が速度を落とした。すでに夜や半はんを回っており、寂さびれた地方の国道を通っている事もあり、後部座席から柏木太助が身を乗り出しても、何が起きているのかはっきりとは見通せない。

「前方を塞ふさぐように停とまってるトラックがあるそうです」

　前を行く自動車と携帯で連絡を取った黒服がそう言った。

「奴らの手が回ったのかも知れません。行き先を変えます」

　言うなりリムジンはタイヤをきしませてＵターンする。

　おかしいな……。

　柏木太助は首を傾かしげる。

『空御霊の民』は一般社会に潜ひそんでいるとはいえ基本的には民間人。また楸家一門はそれなりの権力はあるが、逆に言うとだからこそ力ずくでの解決は、最後の手段に取っておくはずだ。

　強引な解決手段に訴えてきそうな相手といえば……。

「後ろからも来たか！」

　運転手が叫ぶ。後方を護衛していた自動車のヘッドライトに、迫り来るトラックが浮かび上がった。次の瞬間、トラックの荷台から何かが飛び出す。

　色とりどりのマントを身につけた人間。

「『教団』か!!」

　確かに『教団』ならば、少々手荒い真ま似ねをしかねない。

「リヒャルト・クリューガーめ!!　せっかくこの私が、祖父の研究を続ける糸口を提供してやったというのに。恩知らずな奴だ！」

　そう吐き捨てる柏木太助に構わず、運転手はリムジンのアクセルを踏み込む。

　お互い荒っぽいやり方には慣れている。リムジンに停まる意思がないと見て取るや、マント姿の刺客たちもさっと四方に散った。

「このまま振り切れ！」

　柏木太助は運転手に命じた。

「この私に舐なめた真似をしてくれた報いは必ず受けさせてやる！」




「逃げられましたな『アイオライトの藍あい』」

　そう話し掛けてきたマントの男に、リヒャルト・クリューガーこと玖鈴利とし春はるは苦笑する。

「コードネームは止やめてください。私は一度は、あなた方を裏切った男ですよ。リヒャルトでも利春でも、呼びやすい名で呼んでください」

「よろしい、ではリヒャルト」

　そう前置きしてから『教団』メンバーは言った。

「『金こん剛ごう石せきの白しろ』から話は聞きました。柏木という男から脅迫され、我々『教団』に送り込まれたのでしょう。あなたには責任はない」

「そう言ってくださると有り難いです。しかし私も、魄はく型がたの秘密に取とり憑つかれたからこそ、柏木の脅迫に屈くつしてしまったのです。ですが柏木が姪めいを死に追いやってまで、魄型の秘密を得ようとしたと知った時、ようやく自らの意思で動くと決めたのです」

　そしてしばしの黙もつ考こうの後、利春は付け加えた。

「そう決めるのが遅かった。私が柏木の脅迫に屈しなければ、兄や姪に迷惑を掛ける事もなかったのに……」

「家族を手に掛けるから、協力しろと脅迫されれば私もそうしたかも知れません。今はまず柏木を捕とらえる事が先決です。日本の警察も動いてますが、まだ柏木には使えるコネクションがある。自由に動ける我々が何とかしなければ」

「そうですね。あの老人がやりそうな事は見当が付きます。……それと、例の件ですが」

　利春の問いに『教団』メンバーは肯く。

「手配しておきました。多少なりとも関係ありそうな資料は全て。そしてあなたから預あずかった資料も含めて、あの少年の元へ送っておきました」

「有り難い」

　満足げに肯き返すと、利春はトラックの助手席に乗る。

「後は健児くんの奮闘に期待しましょう」




「凄いな、これは……」

　健児は『教団』から送付されてきた資料を前に目を丸くしていた。

「数はありますが、残念ながら整理は行き届いておりません。倉庫に埋うもれていたもの、さる協力者が独自に収集していた物を提供していただいたと聞いています」

　例によって生あくびを嚙かみ殺しながらパティがそう報告した。

　肝きも試だめしと実山の暴走から数日。パティから連絡を受けた『教団』が、多少なりとも魄型やクリューガー博士親子に関係していそうな資料を、洗いざらい健児に送って寄よ越こしたのだ。中にはつい先日『教団』に寄き贈ぞうされたものもあるという。

「これは多分、魄力車のケーブルと同じ物だな。端子がそっくりだ。これは助かった。超科学的先輩のお父さんにケーブルの成分分析を頼んでおいたんだけど、これを流用できれば分析結果を待たずにケーブルを張る事ができるぞ」

　眠そうなのはパティだけではない。健児もほぼ不眠不休で実山へ魄力を供給するシステムを製作中なのだ。

「これは魄力盤の設計図かな。しかしこれも寄贈されたばかりのものか。一体誰がこんな物を持っていたんだ？」

　健児は首を傾げるが、今は詮せん索さくしている時間はない。

「とにかく使えそうな物を選び出していこう。まず文献だけ他の場所に移しておくか」

「あ、それじゃ私がやります」

　部屋の隅で所しよ在ざいなさそうにしていた白弓がそう申し出た。続いてパティも言う。

「それでは私も手伝います。後先考えずに全部ここに運び込んでしまった責任もありますので」

「そうか。じゃあお願いできるかな。梅花は俺と一緒に資料の確認をしてくれ」

「いいの？　あたしに分かるかな」

　不安げな表情の梅花に健児は続ける。

「俺がざっと見ていくから、梅花はいらない物を蘇芳さんとパティさんに渡していくだけでいいよ。使えそうな物はこちらに置いておく」

「うん。まぁそれくらいなら」

　梅花がそう答えるが早く、健児は本を数冊手渡した。

「まずはこれは当面はいらないな。ラテン語の資料だけど、錬れん金きん術じゆつの歴史についてらしい。こちらは使えそうだ。何かの処方だし、かなり新しい資料だ」

　そんな健児に、梅花は一時、憮ぶ然ぜんとした顔になるものの、すぐに思い直して受け取った資料を選別する。

「それじゃ、これお願いね。蘇芳さん、パティさん」

　梅花が二人に本を渡しながらそう言うと、健児も資料に目を落としたままで声を掛けた。

「とりあえず隣の部屋に運び込んでおいて下さい」

　そんな健児に白弓は少し寂しそうな顔をしたのをパティは見逃さなかった。

「あまり気にしない方がいいですよ」

　隣の部屋に入るとパティは白弓にそう言った。

「荒城健児は、いま実山への魄力供給システムの事で頭が一杯なんです。もともと鈍どん感かんな人ですから、今の状態では周囲を慮るのは難しいでしょうね」

　そう言うパティに、白弓は慌てて答えた。

「あ、いえ。別に私はそんな事、気にしていませんから」

「そうですか？　あ……」

　時刻は昼過ぎ。まだ眠気が覚めきっていないわけでもないだろうが、パティは空あいた机に積もうとした本を取り落としてしまった。拾い上げるパティに白弓が声を掛ける。

「手伝いましょうか？」

「いえ、大した量ではありませんから。蘇芳さんは他の文献の整理を急いでください」

「そうですか……」

　パティに促うながされるまま、白弓は部屋の外へ出た。ひと一人がやっと通れる通路のすぐ隣に健児と梅花がいる。一歩、部屋の外へ踏み出した時、白弓の耳に健児と梅花の話し声が聞こえてきた。二人は声を潜めているようで、その様子に白弓は反射的に足を止めてしまった。

「それでさ、どうするのよ。このシステムが完成したとしても、一〇年かそこらしか持たないんでしょ？」

　梅花が健児にそう尋ねていた。

「一〇年の間に、俺が魄型を人間に戻す方法を考える。そうしたら梅花も普通の人間に戻れるし、理事長さんだってそうだ。魄型を人間に戻せるなら、実山の魄力吸収機能を制せい御ぎよする事だってできるはずだ」

「そんな安やす請うけ合あいしちゃって……」

　健児の答えに梅花は呆あきれたようだ。

「本当にできるっていう確証はあるの？　できなかったら、ただ単に結論を先送りにしただけよ」

「理事長さんは『玖鈴』には人間の命が収められている。それを魄型である自分に戻せば、人間に戻ると言っていたからな。できるはずなんだ。魄型が実山を制御するのに必要なら、他のもので代用する事もできるかも知れない」

「そうか、あの昔話にもあったわよね。でも所詮は昔話じゃないの。本当に……」

「今はこうするしかないからな」

　健児がそう言っている。

「先送りという事にはさせないよ」

「……まったく」

　梅花は呆れているようだが、一方でその口調からは健児への信頼が感じ取れた。

　そうか……。そうよね。……でも。

「どうかしましたか、蘇芳さん」

　背後からパティに声を掛けられて白弓は跳び上がる。

「い、いえ。ちょっと入りにくい雰ふん囲い気きかなあと思って」

　白弓のその答えは室内の梅花の耳にも届いていたようだ。

「そんな事ないわよ！　どうぞどうぞ、入っちゃって!!」

「何をそんなに必死になってるんですか、モニカ」

　梅花の調子にパティは不思議そうな顔をしていた。




「……来たか、蘇芳白弓」

　まるで予期していたかのように、神か室むろ実み紫し磨まは白弓を迎えた。

　おなじ実山の地下でも、ここは山頂の真下にある『玖鈴』の間。魄力を吸収、放出する実山の制御システムの中ちゆう枢すうである。

　青白い輝きを放つ『玖鈴』と石盤を前にする紫磨に、白弓は少し言い淀んでから尋ねた。

「あの……、理事長さんはここから外へ出ないのですか？」

「たまには出る。出てはいけない理由もないからな。まぁ気き晴ばらし程度だ」

「それ以外は、ずっと実山の地下に？」

「そうだ。昔……、と言ってもこの前の戦争前だが、実山の麓ふもとには『空御霊の民』が作ってくれた集会所があってな。そこにいる事もあったが、どうにも居づらくなってな」「居づらい？」

　尋ねる白弓に紫磨はにやりと笑う。

「興味があるのか？」

　しかし白弓は答えない。そんな白弓に構わずに紫磨は続けた。

「自分は歳を取らぬのに、周囲の人間ばかりが歳を取っていく。こればかりはどうにもならぬのでな」

「……つらいですか？」

「聞いてばかりだな、蘇芳白弓」

　そう前置きしてから紫磨は『玖鈴』を見上げて答えた。

「そんな事、忘れてしまったよ」

　しばしの間、白弓も無言のままじっと『玖鈴』を見上げ、そしておもむろに口を開いた。

「一つ、聞いていいですか？」

「先程から聞いてばかりだと言っただろう。今さら質問が一つ二つ増えたとて気にする事はない」

　そう言う紫磨に、白弓は意を決して尋ねた。

「『玖鈴』に入っている人の命、別の人間に与える事はできますか？」

　その質問は紫磨にとっても意外だったようだ。

「どういう意味だ、蘇芳白弓？」

　白弓は紫磨の方を見ようとはせず、ただ『玖鈴』を見上げたままで言った。

「私の命を『玖鈴』に預けた後、その命を玖鈴さん。梅花さんに与えて魄型から人間に戻す事はできますか？　そうしても実山の暴走は抑おさえられますか？」

　紫磨はその質問に直接、答える事はしなかった。

「人の命を得て『玖鈴』は蘇る。その『玖鈴』の命は死んだ直後の人間や、魄型ならば誰にでも与えられる。しかしそうすれば『玖鈴』は砕けて消滅する。実山の調整弁はあくまで魄型である花嫁。それさえ存在すれば『玖鈴』は必ずしも必要はない」

　そして紫磨は白弓に向き直り答えた。

「お前の命を玖鈴梅花に与える事は可能だ。しかしそうなるとお前は人間に戻れず、永えい劫ごうの時を魄型として生きていかねばならぬ。分かっているのか、蘇芳白弓」

　長い沈黙の後に白弓は言った。

「構いません」

「白弓！」

　聞いていられなくなったのだろう。通路の奥から声が響ひびき、その主ぬしが駆かけ込んできた。

「絲し織おりさん!?」

　その姿に紫磨は渋い顔をした。

「姿を出すなと言っただろう、纐纈絲織」

「こんな話、黙って聞いていられるわけないじゃないですか！」

　紫磨にそう反論すると、絲織は白弓の方へ向き直ると続けた。

「荒城くんが実山へ魄力を供給する装置を作っているんでしょ？　だったらそれを待てばいいじゃないの！」

　絲織は『空御霊の民』として、今の状況を全て紫磨から聞いていたようだった。

「纐纈絲織は実山への嫁入りの準備の為、来ていたのだ。そこにお前が現れたからな。お互い顔を合わせにくいと思って、下がって貰った」

　そう説明する紫磨に絲織はまた言い返す。

「私はまだ白弓を実山の花嫁にする事に賛成した訳じゃありません。それに……、白弓をこんな目に遭あわせるなら、いっそ私が……」

「お前では魄力が足りぬ。そればかりはいかんともしがたいのだ」

　紫磨の言葉に絲織は唇くちびるを嚙んだ。

「理事長さん、私が次の実山の花嫁になります」

「白弓！」

　止める絲織に構わず白弓は続けた。

「その代わり約束してください。私の命を梅花さんに与えて、普通の人間に戻してください。そして実山への嫁入りなんて風習はこの私で最後にします」

「ほぉ、すると蘇芳白弓。お前はこの先、永遠に実山の花嫁として、この地を守っていくというのか？」

「はい」

「つらいぞ」

　つらいかと聞かれて、忘れてしまったと答えた紫磨本人が、白弓にそう念を押す。

「分かっています」

　そう答える白弓の瞳にすでに迷いはなかった。

「そして人としての私の命は、梅花さんの中で、荒城くんや皆と一緒に生きていきます」




　そしてさらに数日が経過した。

　紫磨との約束、実山を制御している『玖鈴』が砕けるのは今日。まだ紫磨から連絡は来ていないが、昨日聞いた話では、『玖鈴』はもって夜までという話だった。

　システムはおおむね完成していたが、健児たちは最後の詰めの作業に入っていたところだった。

「荒城くん……」

　出し抜けにそう声を掛けてきた者がいた。

　魄力を吸収、実山へ伝達するケーブルを張り巡らせていた健児は、登っていた脚きや立たつから声がした方を振り返る。その先には柏木一郎の姿があった。

「柏木……」

　殻間市のそこかしこに残る雑ぞう木き林ばやしや街路樹に隠してケーブルを伸ばしていくのだが、作業の進しん捗ちよくは予定より遅れ気味だ。

　この上、さらに柏木に邪魔をされると間に合わなくなる。一緒にいたパティや弾指たちが身構えるのを制して、健児は柏木の前に立った。

「なにか用か？　いまちょっと忙しい……」

　健児が言い終える前に、柏木は思わぬ態度を取った。

「すまん！」

　そう言うなり柏木は、熱いアスファルトの上に正座して土下座を始めた。

　時刻は日中の暑さもやわらいだ午後。殻間市の外はずれの雑木林とは言え、近くの歩道には通行人の姿も見える。皆、何事かと土下座する柏木と健児を見つめていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。一体なんだって言うんだよ、柏木!?」

「すまん、許してくれ。荒城くん。僕はお爺じいさんの言いなりになって、君たちの監視をしていたんだ。そればかりじゃない、この前の肝試しの一件。あれもお爺さんの言いつけでやった事。それが原因で何かとんでもない事態になってしまったようだ」

　そこでようやく顔を上げて柏木は続けた。

「何が起きたのかは知らないが、全ては僕の責任だ。謝あやまって許されるわけではないだろうが、俺の気が済まないんだ。許してくれとは言わん。しかし謝らせてくれ、荒城くん!!」

　そう言うと柏木は再び頭を下げる。

「なに、気にするな。柏木くん」

　話を聞いていた真実がそう言ってきた。

「悪いのは君じゃない。君のお祖じ父いさんだ。そして君もお祖父さんが何をやってきたのか、何をやろうとしていたのかまでは知らないんだろう？　ならば君も被害者だ」

「楸先生……！」

　顔を上げた柏木の双そう眸ぼうからは滂ぼう沱だと涙が溢あふれていた。

「そうよ、気にしなくていいわよ。柏木くん」

　梅花もそう言った。

「結局、みんな健児が悪いんだから。健児さえ余計な真似をしなきゃ、こんな事にはならなかったんだからね」

「ちょっと待てよ、梅花!?　どうしてそうなる？」

「どうしてもよ」

　ちょろっと舌を出して梅花はからかうようにそう言った。そんな梅花に嘆たん息そくすると、健児は柏木の方へ向き直る。

「まぁいいか。楸先生じゃないけど、柏木の責任じゃないよ。だからもう頭を上げてくれ」

「しかしそれでは僕の気が済まん。忙しいのなら何か手伝わせてくれ。荷物運びでも掃除でもいい。なんだったら代わりに夏休みの宿題をやってもいいぞ」

「待て待て、最後のは教師として看かん過かできんな」

　柏木の申し出に真実が待ったを掛けた。

「謝罪はともかく、彼を信用しても良いのですか？」

　そう言うのはパティである。その言葉に柏木はまた頭を下げた。

「信用されないのは当然だ。だから君たちのやってる作業とは直接、関係のない事で構わない。もしかしたらお爺さんが、まだ僕を監視している可能性もある」

「ふむ……。顔を上げて見せい、少年！」

　じゃらんと錫しやく杖じようを鳴らして弾指が柏木に歩み寄った。涙ながらに顔を上げた柏木を、値踏みするかのように見つめてから弾指は言う。

「拙せつ僧そうが見るに、この少年の瞳、噓をついているようには見えませぬ。ここは信用しても宜よろしいのではないかと思いまするが」

「いや、あんたがそう言うのが、一番信用できないんだけど……」

　そう言うものの、一応は僧侶の言葉だ。そして柏木はクラスメートでもある。健児としても弾指の意見には異存がない。

「分かった、柏木。俺たちはこのケーブルを市内に張り巡らせているんだ。良かったら手伝ってくれないか？」

「荒城くん、ありがとう!!」

　抱きつかんばかりの柏木の反応に、健児は慌てて飛とび退のいた。

「さっそく手伝わせて貰うよ。ああ、そうだ。もう一つ、謝らなければならない事があったのを忘れた。この前の臨海学校の時、女子風呂に隠しカメラを仕掛けたのも、実は僕だったんだ」

「なんですって～～!?」

　柏木のその告白に、梅花はすっ頓とん狂きような声を上げる。

「お祖父さんから荒城くんと玖鈴さんを監視しろ、目を離すなと言われていたもので……。いや、すまなかった。それでこのケーブルはここに張ればいいんだな？」

　そう言う柏木から梅花はケーブルを取り上げた。

「前言撤てつ回かい。やっぱり許せないわね」

「そうですね。女性の敵です」

　その場にはいなかったパティまでもが梅花に同調する。

「いや、待ってくれ。だから楸先生も言ってたように、僕も被害者……」

「う～～ん、それとこれとは別かなあ。別に風呂まで監視する必要はないだろう」

　真実までもが、この件に関しては柏木を見捨ててしまったようだ。

「ちょっと待ってください、先生！　だってお祖父さんが……」

　そんな柏木の様子に笑いを堪こらえながら健児が作業に戻ろうとしたその時だ。

「あ、いたいた！　おい、何してるんだよ。こんな所で!!」

　息を切らせて自転車から降りてきたのは、白弓の妹、白さ矢やであった。

「何してるんだよ、何だよいきなり？」

　作業に戻りかけていた所へ、また声を掛けられた為、健児もいささか不満げな顔をしてみせる。しかし白矢の様子がただごとではないと察すると、すぐに真ま顔がおに戻って尋ねた。

「どうかしたのか？」

「姉貴の様子が変なんだよ、それに絲織姉ちゃんも！」

　白矢の言葉に健児たちは顔を見合わせた。

「なんかさっき家を出ていく時に、私を抱きしめて『さよなら、元気でね』とか言うんだよ!!　絲織姉ちゃんに相談しようとしても、家にはいないし、携帯も繋つながらないし……！　それであんたたちなら何か知ってるんじゃないかと思って……」

　そう言う白矢は今にも泣きださんばかりである。

「荒城くん、蘇芳さんは今日はどこにいる？」

「ええと資料の整理をお願いしてるはずですけど……」

　真実の問いに健児が答える横で、梅花がハッとする。

「まさか、蘇芳さん。……理事長先生のところに!?」

　あり得る。健児たちの面おもてに緊張が走る。

「実山の花嫁になるつもりか……！」




　白弓の白い肌を水滴が流れ落ちていく。

　一糸纏まとわぬ姿になった白弓は、実山の地下から湧き出る泉の水で、禊みそぎをしているところだった。周囲にいるのは禊ぎの儀式を執り行う少女たち。『空御霊の民』から選ばれた、白弓と同年代の少女たちである。白弓に泉の水を掛けるのは、その中でももっとも親しい少女。纐纈絲織であった。

「本当にこれでいいの？」

　これまでにも何度も尋ねた事を、絲織はまた白弓に繰り返す。

「……私はずるい子ですから」

　そう言うと白弓は少し笑った。

「こうして自分の事を荒城くんやみんなに覚えていて欲しいんだと思います。恩着せがましいですよね、私……」













「噓つき……」

　絲織はそう言うが、白弓はその言葉には何も答えなかった。

　白弓が泉から出ると『空御霊の民』の少女たちは、その身体に巫み女こ装しよう束ぞくを思わせる衣装をかける。これが正式の実山の花嫁の衣装。

　地下の泉の周囲にともされたロウソクの明かりで、白弓の白い肌と純白の花嫁衣装が浮かび上がる。

　健児との約束は今日まで。待てるのは夜までだと紫磨は伝えてある。しかし健児が間に合うという保証はない。そこで実山の嫁入りの儀式を始めたのだ。

「花嫁さま、それで『玖鈴』の元へ」

『空御霊の民』の少女の一人がそう白弓に声を掛ける。

「分かりました」

　そう言う白弓だが、絲織は声を荒げた。

「まだ時間はあるでしょ？　もうちょっと待てないの」

「今の実山の花嫁さまのご意向ですので。もしものことがあれば、この町には人が住めなくなります。それだけは避けなければなりません」

　絲織は何もできない自分を呪うだけだった。

「行きましょう。『玖鈴』の元へ……」

　白弓は自らの意思で、泉から『玖鈴』の間へ繋がる階段を昇り始めた。

　しかし階段の上『玖鈴』の間には、白弓たちにとって思わぬ人間が待っていたのだ。「話は聞かせて貰ったわよ、蘇芳さん！」

「……玖鈴さん？」

『玖鈴』の間では、玖鈴梅花は仁王立ちになって白弓を待っていたのだ。横には健児や真実の姿もある。

「理事長さん？」

　非難がましく向けられた白弓の視線に、紫磨はいけしゃあしゃあと答える。

「すまんな、問い詰められて話してしまった」

　まさか、この女……。真実にはピンと来る物があったが、あえてそれを口にはせず今は事態を静観する事にした。

「そんな事されても、あたし全然うれしくない!!」

　梅花は出し抜けにそう言い放つ。

「なによ、自分ばかり良い子になって！　それであたしが納得すると思う？　あたしの命は健児が取り戻してくれるって言ったもん！　あたしはそれを信じる。蘇芳さんは健児が信じられないの？　あたしが信じられないの!?　酷ひどいよ、蘇芳さん!!」

「なんと言われても構いません。これは私が決めた事です。玖鈴さんは関係ありません」

　白弓は梅花から視線を逸そらすようにして答えた。

「じゃああたしも関係ない！　蘇芳さんの命なんていらない！　蘇芳さんが実山の花嫁になる事なんてないわよ!!」

「私は……！」

　白弓はようやく向き直った。しかしその視界に入ってきたのは、梅花ではなく健児の姿だった。健児は梅花と白弓の間に入って言った。

「俺を信用してくれ、蘇芳さん！」

　正面から見つめる健児に、白弓はまた視線を逸そらせてしまう。

「わ、私は……。ただお二人に、みんなに幸せになって欲しいと……」

「白弓」

　実山の花嫁衣装を身に纏った白弓の肩を抱き、後ろから絲織が言う。

「前を見なさい。白弓。あなたの前には荒城くんがいるのよ。ちゃんと前から、荒城くんを見てあげなさい」

　そう、私が望んでも得られなかった事。真正面から自分を見てくれる彼がいる。あなたはそれに応こたえなければならないのよ、白弓。

　絲織は胸の中でそうつぶやいていた。

「私は、私……」

　白弓は黒い瞳で健児を見つめるが、しかしその想いはなかなか言葉になってくれなかった。

「蘇芳さん」

　健児はそんな白弓の手を握ると言った。

「みんなの為とか、町の為とか今はそんな事はどうでもいい。ただ今は俺を信じて欲しい。俺だけを信じて欲しいんだ」

　泉の水で冷え切っていた白弓の身体が熱を帯びると、それと同時に頰ほおにも朱しゆが差してきた。

「荒城くんを信じる……」

「信じるしかないでしょ、こんな奴でも」

　背後では梅花がそう言っていた。

「だってあたしたちには健児しかいないんだもの！」

　そうか、そうだよね。そうだったんだ。

　荒城くんしかいないんだ。

「分かりました。私、もうちょっとだけ信じて待ちます！」

「蘇芳さん！」

　健児も思わず白弓のその手を握りかえしていた。

「さて、感動的な場面に茶々を入れるようですまないが。言っているほど余裕はないぞ、荒城健児。大丈夫なのか？」

　紫磨にそう言われ我に返った健児は、そこで初めて白弓の手を握りしめている事に気付いたようだ。顔を真っ赤にして慌てて手を離すと、紫磨の方へ振り返ると言った。

「作業はちょっと遅れ気味ですけど、何とか夜には間に合いそうです。いえ、間に合わせてみせます！」

「うむ」

　健児のその答えに紫磨も満足げに肯いた。

「嫁入りの儀式が延期となったのならば仕方あるまい。『空御霊の民』にも作業を手伝わせよう。どうせ他にやる事はないのだからな」

　この女め狐ぎつねめ、こうなる事を期待していたな。そう考えている真実に気が付いたか、紫磨はにやりと笑みを浮かべてみせた。

　しかしまだ波乱が待ちかまえているとは、さすがの紫磨も予想していなかったのだ。

「荒城健児！」

『玖鈴』の間に通じる実山頂上の入り口にいたパティの声が、通路の方から聞こえてきた。

「大変です、やはり柏木一郎は祖父に付けられていたようです。実山上空に来たヘリから兵へい士しが降下してきました！」

「なに!?」

　健児たちは色を失う。しかも続いて銃撃音まで響いてきたではないか。跳ちよう弾だんが『玖鈴』の間にも飛び込んでくる。

「しくじりました。柏木太助が傭よう兵へいまで使ってくるとは予想外でした」

『玖鈴』の間に駆け込んできたパティは、左肩を押さえている。布地の紅べにとは違う、赤がパティのマントを染そめていた。

「パ、パ、パティさん!?」

「梅花、落ち着け！　今はうかつに動くな」

　命令受付状態になりかけた梅花に、健児は慌ててハンドベルを出してそう命令した。

「Gern. 落ち着いて、うかつな行動は控ひかえます」

　白弓や絲織は、梅花の魄型としての反応を見るのは初めてだ。驚きの表情を浮かべるが、それも一瞬。すぐに恐怖の表情に変わる。

　通路から完全武装の兵士たちがなだれ込んできたのだ。その後ろからは長身の、そしてふてぶてしい面つら構がまえの老人。

「柏木太助。いや、加か藤とう太助と言った方がいいな」

　その名を呼びながら紫磨が前に出る。

「ほう、これが『魄型』のシステム。そしてあなたが、完成された魄型というわけか。これは興味深い。大たい枚まい叩はたいた甲か斐いがあったというものだ」

　周囲を見回してそう言う太助に、健児は反射的に食ってかかる。

「あんたが柏木太助か！　あんたのせいでみんなが……!!」

　そんな健児に兵士たちの銃口が向けられた。これでは健児も黙るしかない。健児の背後では、兵士に気付かれぬよう真実が呪じゆ符ふを取り出していたが、紫磨が視線で待てと合図を送って寄越す。

　どうやら紫磨は何かに気付いたようだ。

「特高の加藤平へい太た郎ろうの息子だな。親父同様、しつこい男だな。おかげで私も実山の地下に身を隠し、『空御霊の民』も地方に散り散りにならざるを得なかった」

「それは失礼。ご老体にはいささか堪こたえましたでしょう」

　面と向かって老人呼ばわりされると、紫磨でも癪しやくに障さわるらしい。憤ふん然ぜんとした表情で紫磨は言った。

「私を老人と言うのなら、年長者の言う事はちゃんと聞け。『魄型』は今の人間には過ぎた力だ。諦めてここを去れば、これまでの狼ろう藉ぜき、不問としてやってもよい」

「わはははははは」

　紫磨のその言葉に柏木太助は笑う。

「生あい憎にくとそうも行きませんのでね。すでに不死の兵士という研究成果には、いくつかの民間軍事会社が興味を示している。うまくいけばビッグビジネスだ。それを逃のがすわけにはいきません」

「魄型は兵士にする為に研究していたんじゃない!!」

　健児はそう反論するが、無論、柏木太助には馬の耳に念ねん仏ぶつだ。

「兵士にするかどうかは君が決める事じゃない。荒城健児くん。それを使う側が決める事だ」

「交こう渉しよう決けつ裂れつか」

　そう言ったのは紫磨である。

「そうだ。おとなしく魄型を……」

　柏木太助のその言葉を途中で遮さえぎって紫磨は言った。

「やれ、ちんまいの。それから坊ぼう主ずと『教団』も手を貸してくれ」

「なにを……」

　言いかけた柏木太助は背後からいきなり殴られた。振り返ってもそこには誰もいない。しかし太助に続いて兵士たちが次々と殴り倒されていくではないか。

「超科学的先輩!?」

　超科学的先輩こと岸きし田だ粒子の熱光学迷彩だ。紫磨は直感的に粒子が熱光学迷彩で兵士たちを付けてきた事を悟っていたのだろう。

「わはははは、怨おん敵てき退たい散さん!!」

　続いて錫杖を手にした雲水たちが飛び込んでくる。

「必殺、ダトーキッ～～ク！」

　さらには色とりどりのマントに身を包んだ人間。『教団』のエージェントだろう。兵士を蹴けり飛とばしたエージェントは、慣れていないと見えてマスクとマントがずれて顔が出てしまう。

「イケね、また姐あねさんにどやしつけられる」

「ダトーライト!?」

　それはこの前、日本まで『教団』が発見した資料を運んできたダトーであった。しかし兵士たちは銃を所持している。粒子や弾指たち雲水、『教団』メンバーだけでは不ふ利りだ。

「やれ、楸の娘。兵士たちだけ黙らせろ」

「まったく人使いが荒い……」

　紫磨の口調に辟へき易えきとしながらも、真実は手にした呪符を放つ。

「うわああああ!?」

　兵士たちは突然、頭を抱かかえ呻うめき床に転がり始めた。やがてその場に縮こまり震えながら動かなくなる。

「ちょっと恐い夢を見て貰ってる。しばらくは動けんだろうから、その間に縛っておけ」

「うむ、心得た」

「了解っす」

　弾指たちとダトーをはじめとする『教団』エージェントは、床に転がる兵士たちを縛り上げる。

「しかしなぜ『教団』がここを……。あ、待て!!」

　元来た通路から逃げ出そうとする太助に、健児は声を上げて追いかけようとする。しかし太助は反対側から来た男とぶつかり、尻しり餅もちをついてしまったのだ。

「あんたの事だ。必ずもう一度、打って出るとは思ってましたよ」

　そう言うのは彫ほりの深い中年の紳しん士し。喋しやべっているのは日本語だが、どこか日本人離れした雰囲気がある。

　その姿を見て健児と梅花、そして太助はほぼ同時に叫んだ。

「利春叔お父じさん!?」

「利春さん？」

「リヒャルト！」

　利春は微笑ほほえみ太助を無視して健児と梅花に話し掛けた。

「やあ、健児くん。梅花。元気そうで何よりだ」

「元気そうも何も……。利春さんこそ、一体なんでここに……」

「いやぁ知りませんでしたよ」

　健児の背後からダトーが髪を掻かきながら言った。

「あなたが『アイオライトの藍』だっとは。先にひと言言ってくれれば、この前、あんなトラブルになる事はなかったのに」

　アイオライトの藍？　すると『教団』の人間なのか？　なぜ利春が……？

　健児と梅花は混乱するばかりだ。

「それもこれも皆、この御老人の為だ。すまなかった、健児くん。梅花」

「で、でも一体。利春叔父さんがどうして……」

「話は後だ、さすがにこれ以上は誰も来ないだろう」

　利春に歩み寄る健児と梅花に向かって紫磨が言った。

「魄型を狙う連中を排除したとて、『玖鈴』の限界が迫っているのは変わりないぞ。荒城健児。『教団』の連中も手伝え」

　紫磨の不ぶ躾しつけな言い方にも、利春は笑みを浮かべたままで答えた。

「分かりました。ダトー、みんな。健児くんの指示に従ってシステムの最終調整を急ごう」

「あ、はい。それじゃ……」

　まだ戸惑う健児と梅花の肩をぽんと叩くと利春は言った。

「話は後だ、健児くん。梅花。ここまでよく頑張ったな。しかし最後の詰めを誤ると、全てはご破算だ。気を抜かずにいこう」

「は、はい」

　健児と梅花は利春のその言葉に肯くしかなかった。
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　壇だん上じようでは着物姿に金髪の少女が挨あい拶さつをしていた。

「以上を以もつて二学期始業式の挨拶とさせていただく。これからも引き続き精しよう進じんするように」

　呆あつ気けにとられていた生徒、教職員一同は、その言葉で我に返って礼と拍手をする。

「今年度より理事長を務められております神か室むろ実み紫し磨まさんより、二学期始業式の挨拶でした」

　進行役の教師もまだ狐きつねに摘つままれたような顔だ。

　私立殻から間ま高校二学期始業式。神室実紫磨は数十年ぶりにそこへ顔を出したのだ。もっとも学校の公式サイトや入学案内にある写真の神室実紫磨本人としてではない。

　初代理事長神室実紫磨の曾ひ孫まごとして、春より理事長を引ひき継ついでいたという建たて前まえで現れたのだ。

「でも驚いたよねえ」

　始業式の列にいた優ゆう香かが健けん児じや梅もい花か、そして冴さえたちの方へ振り返ると小声で言った。

「この前、クリンゲルに来ていたあの女の子が理事長さんの曾孫さんだったなんて。でもなんで『島しま田ださん』なんて名乗っていたのかな」

「まだ気が付かないの、あんたは」

　慣れているとはいえ、さすがの梅花も呆あきれ半分でそう言った。

　実み山やまへの魄はく力りき供給システムは、健児やみんなの期待どおり無事に起動を始めてくれた。今も殻間市全体から、少しずつ魄力を集め、実山に安定した供給を行っているはずだ。まだまだ改良の余地はあるが、これでしばらくはしのげるだろう。

　もっともこれだけでは問題を先送りしただけだ。

「そういえばさぁ、あんたたち。夏休みの終わり頃、なんか町中で色々とやっていたけど、あれなに？」

　冴が不思議そうな顔でそう健児たちに尋たずねてくる。結局、冴や優香、そして浩こう助すけたちには事情を打ち明けなかったのだ。

「まぁ、そのうち分かるよ。そのうちにな……」

　健児はそう言うと笑った。

「おい、そこ！」

　やにわに鋭い叱しつ責せきの声が飛ぶ。声がした方へ視線を送ると、そこには紫磨の姿があった。

「始業式からおしゃべりとは、まだ夏休み気分が抜けぬようだな。弛たるんでいるぞ！」

　そう言ってから紫磨は、笑みを浮かべて付け加えた。

「期待しているぞ、荒あら城き健児」

　そして自分の席へと戻っていった。

「あれ、理事長先生。お前の名前、知っていたよな？　なんでだ」

「いやぁ……。たまたまだろう」

　浩助が首を傾かしげるが、健児は罰ばつの悪い笑みを浮かべるだけ。そんな健児を白さ弓ゆみは穏やかな笑みで見つめているだけ。

「頑張らないとね、健児」

　梅花はそう声を掛ける。

「うん、分かってる」

　少し真剣な顔で肯うなずき返す健児を、冴や浩助たちは不思議そうに見ていた。

　実山への魄力の供給システムが無事に起動した直後、紫磨から言われた事を健児は思い出していた。

　実山の暴走は、これで十数年は先さき延のばしにできた。それでお前はどうするつもりだ。荒城健児。その一〇年間で何をする？

　健児は淀よどみなく答えた。

　その一〇年間で魄型と『玖く鈴りん』の秘密をすべて解明する。そして梅花も必ず普通の人間に戻す。

　その時も紫磨は同じ言葉を健児にかけたのだ。

『期待してるぞ、荒城健児』

　そして紫磨は付け加えた。

『たかが十数年。今さらどうという事もない。しばらくの間は私が実山の花嫁をやるとしよう。しかし玖鈴梅花は違う。私のようになる前に、必ずやお前が救ってやれ。分かっているな』

　そうさ、分かってる。

　健児は思いを新たにする。

　梅花もこの町も助けなければ。一人ではできないかも知れない。でもみんなの協力さえあれば……。

　超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こや『教きよう団だん』も協力を約束してくれた。

　そして梅花の叔お父じで、愛まな花かの父、利とし春はるもだ。しかし利春は、兄や娘には会わず、また日本を離れてしまったのだ。

　利春自身から聞いて健児も初めて知った事がある。実山地下の研究施設は、数年前に利春が一度発見していたのだ。そこで魄はく型がたに興味を持った利春は、勤務先の顧こ問もんであった柏かしわ木ぎ太た助すけから目を付けられ、結果的に『教団』へのスパイとして渡と欧おうする事になったのだ。

　それを断れば娘や兄、姪めいがどうなるか分かっているな。そう柏木から脅迫されたのである。

『魄型がどこまで完成しているか、それを確かめる為ために柏木が梅花を罠に掛けたと知って僕は、ようやく自分の意思で動くことにしたんだ。しかし遅かった。最初から勇気を持って行動して、みんなに協力を仰あおぐべきだったんだ』

　利春は愛花を春はる人んどに預あずけて姿を隠していた理由をそう説明した。

『兄さんと愛花にはよろしくな。愛花にも『空から御み霊たまの民たみ』の血が流れている。何かあるかも知れない。健児くんや梅花が気を付けてくれ』

　利春はそう言い残して再びヨーロッパに向かった。今後しばらくは『教団』と共に、ヨーロッパに残された魄型やクリューガー博士親子の資料を探すという。

　利春を脅迫して、魄型を手に入れようとしていた柏木太助だが、現在、海外に逃亡中である。

　逃げられたのではない。敢あえて海外へ逃がしたのだ。警察に突き出しても良いが、そうすると魄型の秘密が白はく日じつにさらされる可能性がある。

　そこで京きよう都と四し方ほう家けや『教団』、『空御霊の民』とそこに復帰した髪かみ長なが宗しゆうが協議した結果、海外逃亡を図はかる太助を敢えて看かん過かすることしたのだ。

　もっとも時効を迎えていなかった情報漏ろう洩えいや収しゆう賄わいでＫ技術開発には捜査が入っている。魄型を入手しようとなりふり構わず金を使いまくった為、太助の個人資産もほぼ残っていない。海外に逃亡したところで何ができるわけもなく、そして何より『教団』が常に監視すると約束してくれた。

　今はそれを信じるしかない。

　Ｋ技術開発は会長、社長以下主だった幹部社員が辞職。柏木の父が社長に就任して立て直しの最中である。

　なんか色んな事があったよなあ。

　健児はそう思い返す。

「まだ夏休み気分でぼんやりとしてる人もいるようですが……」

　やにわに壇上から健児に向かってそう声が飛ぶ。明らかに健児へ向かって言った事だ。周囲から笑い声が漏もれる。

　慌てて健児が壇上を見上げると、そこには絲し織おりの姿があった。どうやら生徒会長として挨拶をしていたらしい。驚く健児の姿に絲織は少し微笑ほほえみ、そして話を続けた。

「まだ暑い日が続きますが、健康に気を付けて学生らしい生活を心がけ……」

　その時、やにわにどこからともなく声が飛ぶ。

「おお、その通りだな。しーちゃん！」

「しーちゃんて……」

　ブログで使っている自分のハンドルネームを呼ばれて、途端に絲織は真っ赤になり慌てて声の主を探す。しかし周囲にはそれらしい姿は見えない。逆に言うと、その事実が声の主ぬしを如によ実じつに物語っていた。

「岸田さん！」

「ちちち、超科学的先輩だ!!」

　絲織の隣に、なぜか鎧よろい武む者しや姿の格好をした粒子が突然、姿を現す。

「見よ、これが私の夏休みの宿題！　今流は行やりの歴れき女じよにもナウいとバカ受けの、熱光学迷彩装備伊だ達て政まさ宗むねの甲かつ冑ちゆうだ!!　皆の者、時は今、敵は本ほん能のう寺じにあり!!」

　ちなみに実山の『玖鈴』の間で、柏木太助を急きゆう襲しゆうした時も、実はこの格好だったのである。

「それじゃ明あけ智ち光みつ秀ひでです！　あなた、科学には詳しくても、歴史はまるで駄目なんですね!!」

　絲織が今ひとつずれた反論をするが、例によって気にする粒子ではない。

「なに、さしたる違いはない。私は気にしないぞ」

　絲織と粒子のやりとりに、生徒たちは大爆笑だ。

「相変わらずねえ」

「まぁな」

　そう言う梅花に思わず健児も苦笑する。そこで思わぬ声が同意を示した。

「賑にぎやかで良いではないか。御み仏ほとけもさぞかしお喜びであろう」

　弾だん指しの声だ。振り返るとそこには弾指がいた。しかしその格好はいつもの雲うん水すい姿ではない。

　殻間高校男子の制服なのだ。

「あ、あのお坊さん……？　その服って」

「うむ、似合ってるであろう」

　そう言うと弾指は制服の襟えりを直してみせた。

「拙せつ僧そうも二学期から、お主たちのクラスに転校させていただく事になった。これからはクラスメートの一人だ。よろしくお願いいたす」

「はぁ～～ッ？」

　健児の声にクラス全員が振り返る。

「え、なになにお坊さん転校してくるんだ？」

「へえ、お坊さん。俺たちと同い年だったんだ」

　たちまち浩助や中なか井い、そして他のクラスメートたちも沸わき立たつ。

「だから、一年Ｂ組！　静かにしなさい!!」

　絲織がそう注意しても収まる気け配はいはない。

「髪長宗が『空御霊の民』に復帰したとて、まだすべてが解決したわけでもない。しばらくはこの場に残って活動を続ける事にした。それには高校生として振る舞うのが一番自然だからな」

　弾指は声を潜ひそめてそう言うが、健児としては嫌な予感しかしない。

「いや、そもそもお坊さん自身がまったく自然じゃないでしょ」

　健児がそう言っても弾指は動じる気配すらない。

「わははは、これは一本取られたな」

「ほんと、二学期は大変になりそう」

　そう嘆たん息そくしてから梅花は周囲を見て健児に尋ねる。

「そう言えばパティさんはどうしたの？」

「さぁ？　二学期からホテルを出てマンション借りるって言ってたから……」

「あ～～」

　健児が最後まで言わずとも、梅花にはおおよそ予想がついた。

「パティさんが一人で起きられるはずがないもんね」




「え～～と……。九時半……。午前でしょうか、午後でしょうか……」

　パティは枕元の目覚まし時計を取り上げてそうつぶやく。

「う～～ん、まだフロントのモーニングコールがないから……。きっと午後ですねえ。うん……。おやふみなふぁい……」

　そしてそのまままたベッドに潜り込んでしまった。

「あの、『月げつ長ちよう石せきの紅あか』。ミメットです。『金こん剛ごう石せきの白しろ』より今回の一件に関しての報告書が出てないとの連絡です。すぐに報告書を……」

　パティが借りたマンションの一室では、留守番電話がミメットからのメッセージを録音していた。




「なんか、一生忘れられそうにない夏になっちゃったね」

　始業式という事もあり、授業はなくＨＲホームルームの後でそのまま帰宅。梅花は殻間高校の校門から実山を見上げてそう言った。

「そうだなあ、なんか入学式が随ずい分ぶん昔に感じるよ」

　梅花と一緒に実山を見上げながら健児も言う。

「でもまだまだやらなきゃならない事がたくさんあるんだ。頑張らないと……」

「私もできるだけの協力はしますから」

　一緒にいた白弓がそう声を掛ける。

「うん、でもこれからは一人であんまり思い詰めるのは止やめてくれよ」

　健児にそう言われて白弓は頰ほおに朱しゆを散らす。

「で、でもあの時は私なりに必死だったんですから……」

「うん、それは分かってるけど……」

「いいじゃないの、健児。蘇す芳おうさんなりに、あたしたちの事を思ってくれたんだから……。あ、だけどね」

　そう言うと梅花は白弓の方へ向き直ると付け加えた。

「あたし、負けないから……！」

　その言葉に白弓は一瞬きょとんとするが、すぐに梅花が言いたい事を理解すると、笑みと共に肯き返した。

「私だって負けませんよ、梅花さん」

　白弓の答えに梅花も顔をほころばせる。

「あ～～、やっと名前で呼んでくれたんだ。それじゃあたしもこれから、白弓さんて呼ぶね」

「え、ええ。いいですよ」

　少しはにかみながら白弓は肯く。

「おいおい、何だよ。二人で俺をのけ者にして」

　妙に仲がいい梅花と白弓に、健児は少し冗談めかしてそう口を挟はさむ。

「いいのいいの、これは女の子同士の問題なんだから。ね、白弓さん」

「はい、梅花さん」

　そして梅花と白弓は笑い合った。

「お～～い、梅花」

　校門の前に自動車が止まると、梅花の父、春人が中から顔を出す。続いて従い姉と妹この愛花もドアを開けて降りてきた。

「ねえねえ。お姉ちゃん。私のお父さんたらひどいんだよ！　日本に戻ってきていたのに、家に戻ってこないまま、まだ出張に行っちゃったんだって!!」

　そう言いながら愛花が差し出した携帯の液晶には、利春の姿が映っていた。背後に見える看板からすると日本の空港で写した物のようだ。

「またしばらく帰って来られないんだって！　あ～～あ、がっかり」

「まったく、あいつは何するにも忙せわしないからなあ。メールだけじゃなくて、電話の一本でも寄よ越こせばいいのに」

　事情を知らない春人も弟の行ぎよう状じようをそうぼやく。

「きっと何か理由があるんですよ」

　健児はそう言ってやる事しかできなかった。

「そうだな……。二人とも帰りだろう？　ちょうどいい、こっちも買い出しの帰りだったんだ。乗せてやろうか」

「あ、お願いします」

　そう言う健児の隣で、梅花は白弓へと声を掛けた。

「そうだ、白弓さん。帰りにお茶でも飲んでいかない？　暑いからノド渇かわいたでしょ？」

　梅花のその言葉に春人も同調する。

「うん、そりゃいい。この前、お店を手伝って貰もらった時の御礼もしてなかったし」

「そうですか……？　それじゃお邪魔させていただきます」

「うん、遠慮しないで。あ、あそこの娘こ。確か友とも利りさんと纐こう纈けつさんだよね、やっぱりお店手伝って貰った。あの娘たちも誘えばどう？」

　春人はちょうど校門を出てきた優香と絲織に気付いてそう言った。

「もう、お父さんたら。ちょっと評判が良かったからって、優香や纐纈さんたちにまたバイトして貰いたいんじゃないの？」

「いやまぁ、やっぱり花がある方がいいからな」

　そう言うと春人は笑った。

「あ、冴ちゃんだ。冴ちゃんもお茶しにおいでよ～～！」

　愛花は優香と一緒に校門から出てきた冴にそう声を掛けた。喫茶店クリンゲルの自動車とマスターに気付いたのか、次々と殻間高校の生徒たちが集まってくる。

「うん、それじゃ今日はみんなで、二学期開始のお茶会ね」

　梅花は上機嫌でそう言うが、健児はいささか不安げな顔だ。

「おいおい、クルマに乗り切れるのか？　っていうのか、店に入りきれるのか？　なんか全然関係ない人も混じってきてるぞ！」

　健児の言うとおりだ。いつの間にか他のクラスや面めん識しきのない生徒たちも、何事かと集まってきていた。

「大丈夫、なんとかなるわよね。健児」

「はい？」

　怪け訝げんな顔の健児に、梅花はもう一度、自分自身に言い聞かせるようにつぶやく。

「うん、大丈夫。きっと健児が何とかしてくれる。あたしも頑張らないと……」

「梅花……」

　やっぱり不安なんだろうな……。そう思いかける言葉を探す健児に振り返ると、梅花はとびっきりの笑顔で言った。

「なによ、その顔！　あたしは健児の事、信じてるもの。それより健児はあたしにどうして欲しいの？」





命じて！服従フロイライン４〈完〉













超ちよう科か学がく的てき先輩の万能無敵素敵研究室








健けん児じ　　　　「いやぁ終わったねえ」

梅もい花か　　　　「終わったわねえ」

超科学的先輩「うが～～！　私は納得がいかないぞ!!」

健児　　　　「いや、納得がいかないと言われても……」

梅花　　　　「そうそう、そもそも超科学的先輩は、脇役であってヒロインの一人じゃないもんね」

超科学的先輩「ちが～～う！　私が言ってるのは、そんな色いろ恋こい沙ざ汰たに関してではない！　私のこの科学力で、宇宙から迫り来る人類の天敵や、異世界から現れた魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいと戦う展開がなかったと言っているのだ!!」

健児　　　　「いや、元々ありませんから。そういう超展開は」

梅花　　　　「そうそう、そういう話は他の作品に行ってやってください」

パティ　　　「は、そういえば寝ていたので重要な事を忘れてました」

梅花　　　　「結局、パティさんの時差ボケ治らなかったわね」

健児　　　　「こうなると時差ボケなのかどうかすら怪しいけどな」

超科学的先輩「つまりあれだな、ただのボケ！　というわけだな」

パティ　　　「誰がただのボケですか。ちょっといい情報があったのですが、そんな事を言ってると教えてあげませんよ」

超科学的先輩「そうか、じゃあ謝あやまる」

パティ　　　「私はあなたのそういういい加減なところが嫌いなんです」

梅花　　　　「それでちょっといい情報って何よ、パティさん。あたしには教えてくれるんでしょう？」

パティ　　　「他ならぬモニカの頼みです。教えてあげます。本編はこの四巻で完結となりますが、実はこの後、FBonlineに掲載された短編をまとめた短編集が出るのですよ」

弾だん指し　　　　「おお、なんという僥ぎよう倖こう！　これぞ御み仏ほとけの導きに違いない！」

パティ　　　「あなたまで出ましたか、仏教僧」

弾指　　　　「ははは、気にする事はない。おそらくはその短編集で、拙せつ僧そうが仏ぶつ敵てきをちぎって投げちぎっては投げと大活躍する姿が……！」

超科学的先輩「違～～う！　この私が最新鋭兵器を開発して、異世界からの侵略と戦う血湧き肉躍るストーリーが展開されるのだ!!」

健児　　　　「どっちもありませんから！」

超科学的先輩「ぶ～～、ぶ～～！　健ちゃんのケチ！」

弾指　　　　「うむ、坊ぼう主ずを大切にしないと仏ぶつ罰ばちが下るぞ」

健児　　　　「あ～～、もう。この人たちは、最後までこうなんだからなあ」

梅花　　　　「そんなわけで『命めいじて！服ふく従じゆうフロイライン』本編は、この四巻で完結となりますが、短編をまとめた『フロイラインあらかると！（仮）』が発売されますので、そちらもお楽しみにお願いしますね。書き下ろしも入る予定です」

白弓　　　　「そ、そんな！　書き下ろし短編で、荒あら城きくんとあんな事やこんな事になるなんて……。ちょっと恥ずかしいけど頑張ります！」

梅花　　　　「ちょっと白弓さん。そんな事言ってないって。あなたも結構、性格変わるわよねえ」

健児　　　　「それでは名残なごり惜しいですが、そろそろ『命じて！服従フロイライン』全四巻終了となります」

梅花　　　　「また何かの機会に会える事があれば、その時までしばしのお別れです」

一同　　　　「さようなら！」







紫し磨ま　　　　「……待て。結局、このコーナーに私の出番はないのか!?」

超科学的先輩「いや、だって理事長さん。今になって出てきたわけだし」

紫磨　　　　「何を言う！　私のようなキャラこそ、この手の楽屋落ちコーナーで映はえるというものであろう！　分かっておらんな!!」

超科学的先輩「まあロリババアは人気属性ですからねえ」

紫磨　　　　「だからロリババアと言うな！　お前なんて、あだ名の元ネタが『ふたりと５人』の哲学的先輩のくせに!!」

超科学的先輩「ギクッ!?　なぜそれを！」

紫磨　　　　「ふふふ、だてに歳を取ってると思うなよ。小娘！」

梅花　　　　「でも今になって、そんな超マニアックな元ネタ明かされてもフォローに困るわよね」

健児　　　　「っていうか、これでラストか？　ラストの会話がこれでいいのか!?」










　あとがき




　そんなわけで四巻、これにて本編は完結と相あい成なりました。

　私の作品にしては短めですが、最後までお付き合いいただき誠にありがとうございました。

　もっともこの後、短編集『フロイラインあらかると！』（仮題）が残っておりますので、今しばらくお付き合いいただけたらと思います。




　さて最終巻の後書きという事で、キャラクターや舞台のネタ晴らし等をやってみたらいかがでしょうかと担当さんから勧められたのですが、生あい憎にくとこの作品、あまり深く考えずにやっていこうというコンセプトだったので、それほど込み入ったネタなどは仕込んでおりません。

　まぁ超ちよう科か学がく的てき先輩のあだ名の元ネタなどは、濃いといえば濃いですが（笑）。

　お話の舞台ですが東とう京きよう市部という事になってますが、特定の場所を意識したわけではありません。グーグルマップで適当にイメージに近い場所を探して、それを元に描写してみました。

　話は逸れますがグーグルマップとかストリートビューは、本当に便利ですなあ。自宅に居ながらにしてあちらこちらの町並みを見る事が出来るとは。

　もっともこれでは確かにプライバシーの問題も出てくるでしょう。私の家や仕事場のあるマンションなどもばっちり映ってましたし。一方、昔、通っていた学校や職場が無くなってるのを見つけて、いささか感かん慨がいに耽ふけってしまったという事もありましたが。

　さて、本題に戻りまして。

　舞台に関しては特定のモデルがあった訳ではありませんが、キャラクターの名前に関しては元ネタがあります。

『荒あら城き』は『茂も狩がり』でピンと来た方もいらっしゃるでしょう。この二つの言葉は同じ意味で、昔、遺体を埋まい葬そうする前に一時安あん置ちした儀式、またはその場所の事です。

　舞台となる殻から間ま市は『空から御み霊たま』から来ており、『空の御み霊たま』＝死体をイメージしております。一応、殻間市全体が、古代の祭さい祀し場じようだったという設定です。

　ちなみに実み山やまは「御霊の山」から来ている名前となっております。

　まぁこの辺は、あんまり縁起の良い言葉ではありませんね（汗）。

　気を取り直して、梅もい花かですが「梅」を「もい」と発音するのは、いわゆる唐とう音おんです。「行あん灯どん」「鈴りん」も同じ唐音ですね。梅花というのは江戸時代に、梅の図柄もしくはそれをあしらった布を指した言葉です。

　ヒロインに花や植物を名前を付ける事は多いのですが（私もやってますし）、大たい抵ていの場合、桜や楓かえでといった今でも人気のある草木から付けられます。

　一方、梅というのは日本人に長らく愛されて来ているのに、ヒロインの名前にはあまり使われないので（梅干しのイメージが強いんでしょうなあ）、読みも相まってちょっと変わっているかなと思いつけてみたわけです。

　蘇す芳おう白さ弓ゆみですが、蘇芳は植物の名前でもありますが、実は色の襲かさねが元ネタです。

　上に白、下に蘇芳色で、実は「梅」という名称の襲になります。梅花に対するヒロインで、同じ梅の意味を持つという意味で付けてみました。

　纐こう纈けつ、刈かり安やすは共に染色方法ですね。また蘇芳も染め物の名前にあります。ちなみに纐纈というのは、二文字の苗みよう字じでもっとも画数の多い苗字の一つだそうで。絲し織おりという名前も考えると、恐らく四文字の姓せい名めいだとトップクラスに画かく数すうが多いのではないでしょうか。もっとも「絲」は人名に使えませんが。まぁライトノベルで、苗字＋名前で合せて四文字でもっとも画数の多いキャラになるかも知れません。ものすごい隙すき間まネタですが（笑）。

　神か室むろ実み紫し磨まの「カムロミ」は古い日本語で女神の意味。紫磨は「紫し磨ま金ごん」と言って、純度の高い金の事です。何でも純度の高い金は、紫がかかって輝いてるように見えるとか。まぁ見た事がないので本当なのかどうかは分かりませんけど。

　名前の元ネタといえば、ちょっと可か哀わい想そうなのが冴さえでして。色々とうるさいキャラにしようと最初から考えており、そこで「五う月る蠅さい」から五月さい＝皐さつき＋さえ（冴）＝皐冴となったわけです。

　……今にして思うと、我ながらちょっとこれはひどいなと（笑）。

　浩こう助すけや優ゆう香かをはじめとする他のキャラは、特に元ネタもなくその場のインスピレーションでといったところでしょうか。




　さて四よ方も山やま話のネタも尽つきて参りました。冒頭に書いたように、この後、短編集『フロイラインあらかると！』（仮題）もありますので、次はそちらの方でお会いする事になると思います。

　まだどれくらいの分量になるかは分かりませんが、書き下ろしも予定しておりますのでご期待下さい。担当さんとはまだ相談してないのですが、今回、影が薄かった冴、愛まな花かといったところをクローズアップしていきつつ、本編で書ききれなかった温泉ネタなんてのもいいかなと思っております。




　最後になりましたが。ひなたもも先生、梅花たちを可か愛わいく描いてくれてありがとうございました。いつも原稿が遅れて申し訳ありません。短編集の方もよろしくお願いいたします。





庄しよう司じ　卓たかし
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庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/























著者

庄司 卓

Takashi Syoji




東京都足立区在住。代表作は『それゆけ！宇宙戦艦ヤマモト・ヨーコ』（富士見ファンタジア文庫）『倒凶十将伝』（ソノラマ文庫）『トゥインクル☆スターシップ』（ファミ通文庫）『グロリアスドーン』（ＨＪ文庫）等……と、数多くのシリーズを手がける。

http://www.syoji-sc.com/










イラスト

ひなたもも

Momo Hinata




岐阜県在住のイラストレーター。地元と東京をパワフルに行ったり来たりしながら、ゲーム原画、イラストなど多方面で活躍中。フリルとかレースとかメイド服とか……ラブリーなファッション＆小物に目がありません♡

http://hinamomo.com/










電子版　ファミ通文庫





命めいじて！服ふく従じゆうフロイライン4











著者／庄しよう司じ 卓たかし

イラスト／ひなたもも








2015年1月16日電子版ver.1.0発行








発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　伸童舎









(c)2010 Takashi Syoji




本電子書籍はファミ通文庫『命じて！服従フロイライン4』（2010年2月12日発行　初刷）を元にして制作しております。
















item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
.........l..........0................Q...........0.......................

R 1
7%
TS
%

90000000000000000000,
1 i
e ; L *
=

©000000000000000000000000 000000000000000000000000000000000000000000
’






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg
N "

i P —

PONETEEI,

\ ndl
—F

o
TN |

DP=EE
arl+l+l+l b bl lel-l+0+1~






item/image/p059.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK~WALKER





item/image/p135.jpg
R
SRR

R SRR
2 o@u%&%@

&






item/image/p011.jpg





item/image/omake01.jpg
_ \“@5 ! /’é

> 4
,& 4 . ,





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		Step-4　プロローグ



		Step-4.01　「お母さんか……」



		Step-4.02　「なによ、これ。しかも健児とお揃い？」



		Step-4.03　「べ、別に妬いてるわけじゃ……」



		Step-4.04　「恐がってないもん！」



		Step-4.05　「じゃあ、あたしがそれをやる！」



		Step-4.06　「だってあたしたちには健児しかいないんだもの！」



		Step-4　エピローグ



		超科学的先輩の万能無敵素敵研究室



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p039.jpg





item/image/p113.jpg
S






item/image/midashi08.jpg
(HUO—2)





item/image/midashi07.jpg
[AIORASI D{LIOUITO BT S 57, (351 I4PS— ]





item/image/midashi06.jpg
@tip—%t’;

[OF487 18I VNS LNe—





item/image/p169.jpg
R
S

5
SRR o
e R R
e ]
% 53
SRR
o&?@@o@%@.
oy
.&.&«&v.ov%

5
S i





item/image/midashi05.jpg
@taep-zm

[—>at S VS EE





item/image/midashi04.jpg
¥ €

mUR

SN Qbod





item/image/midashi03.jpg
@taep-z;.oz

[BU47 1 )R° DRPBDRVISIES





item/image/midashi02.jpg
(ajt?p-élm

[i8HP UK





item/image/midashi01.jpg
(NOO—2)





item/image/p207.jpg
W [ 10
G070
_muzlﬁ@‘a‘&\w\t‘

ESIRRE

TEFeEPIRE?
R AL T






